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序章　死神と王女









　その館は、森の奥にひっそりとと言うにはあまりにも豪ごう奢しやで、あまりにも悪あく趣しゆ味みな佇たたずまいをしていた。木々を掘ほり起こしてまで確保した敷しき地ち面積は冒ぼう涜とく的なまでに広く、そこに建つ三階建ての館は、小城と呼んでも差し支つかえのないほどの規模を誇ほこっていた。

　窓まど枠わくやドアノブなど随ずい所しよに金きんが使われているのは、森の動植物にまで発揮される、館主の自己顕けん示じ欲よくの発はつ露ろといったところだろうか。

　その館に、いかにも暴力に一いつ家か言げんもっていそうな者たちがおよそ五〇人集つどっていた。一人一人が、向こう一ヶ月は遊んで暮らせるほどの大金で雇やとわれた護衛だった。

　館にしろ護衛にしろ、尋じん常じようではない羽は振ぶりの良さを見せる館主の職業は奴ど隷れい商。

　奴隷制度が当たり前になっているルストアウリ大陸において、奴隷商ほど安定して富を築ける職業はそうはない。開業に至るまでに相応の資金と人脈を築いておく必要があるため誰だれでも簡単になれるわけではないが、それでも、奴隷商は一いつ攫かく千せん金きんを夢見る者たちにとっては憧あこがれと言っても過言ではない職業だった。

　もっとも、いくら奴隷制度を是ぜとする世の中でも、人を売る以上否いや応おう無しに恨うらみを買うのは避さけられないが……。

「なぁ、〝道どう化けの死神〟って知ってるか？」

　館の入口──例によって豪奢な大おお扉とびらの前で立りつ哨しように務めていた青年の護衛が、隣となりにいる相方の護衛に訊たずねる。

　深夜だからか、相方はいかにも眠ねむたそうに欠伸あくびを漏もらしてから質問に答えた。

「小耳に挟はさむ程度にはな。なんでも大陸中の奴隷商を殺し回ってる、クソ強つえぇ暗殺者って話らしいじゃねえか。それがどうかしたのかよ？」

　青年は底意地の悪い笑みを浮うかべると、無む駄だにおどろおどろしい調子で話を続ける。

「その〝道化の死神〟が、今この国に……エウガイン王国に来てるらしいぜ」

「そんでもって、ゾラの旦だん那なを狙ねらってるってか？」

　館主の名前を出す相方に向かって、青年は笑みを深めながら首しゆ肯こうする。

「ハッ、くっだらねえ。んな話に誰がビビるかっての」

　そう言って鼻で笑う相方に、青年はつまらなさそうに舌打ちした。

「ちっ、脅おどかし甲が斐いのない奴やつだな。そんなだからお前はモテ……な……」

　青年が言葉を濁にごしながら目を見開くのを見て、相方は呆あきれたようにため息をつく。

「おいおい。いくら俺がビビらねえからって、そんなベタな手でくることはないだろ」

　相方は嘲ちよう笑しようさえ浮かべながら、青年の視線の先──森の闇やみと館の灯あかりが届く境目に視線を移し……同じように目を見開いてしまう。

　視線の先にいたのは、死神だった。

　道化師めいた仮面をかぶり、死神めいた漆しつ黒こくの外がい套とうに身を包んだ、つい先程まで噂うわさにしていた〝道化の死神〟そのものとしか思えない存在が、ゆっくりとこちらに近づいていた。

　相方は震ふるえる手で剣けんを抜ぬきながら、震える声で青年に訊ねる。

「な、なあ。アレ……マジで〝道化の死神〟だと思うか？」

「むしろ〝道化の死神〟以外の何に見えるってんだよ……」

　青年も震える手でナイフを抜きながら、震える声を返した。

　相対距きよ離りが一〇メートルを切ったところで、死神は足を止める。

「そこのお二人さん」

　話しかけられ、二人は思わずビクリと震える。

　死神にしてはやけに調子が軽いせいか、道化の印象が強い、飄ひよう々ひようとした男の声だった。

「こんな夜中までご苦労さん。こいつは俺からの差し入れだ」

　そう言って、死神は何かを二人に向かって放り投げる。死神が攻こう撃げきしてきたと思った二人は反射的に身構えるも、何かはすぐに失速し、こちらに届く前に地面に落ちた。

　何かは球形だったため、地面に落ちた後もコロコロと転がっていき……こちらの足元にたどり着いたところで、二人は揃そろって顔を青ざめさせた。

　何かは、不可思議な紋もん様ようが刻まれた球形の石。少しでも石それに関する知識があれば、この後に起きる惨さん状じようを容易に想像することができる魔ま法ほうの石だった。

「爆ばく魔ま石せきだ！　逃にげ──」

　青年が叫さけぼうとした瞬しゆん間かん、その名が示すとおり爆ばく炎えん魔法の紋様が刻まれた石が爆発を引き起こし、二人を悲鳴ごと吹ふき飛ばす。当然、二人のすぐ後ろにあった大扉も例外なく爆発に巻き込まれ、立派な館に立派な大穴が空いてしまう。

　魔法の石の効果なのか、爆発によって館についた火は、ものの数秒で消え失せていった。

「死神の言うことに耳を傾かたむけるから、そうなるのさ」

　先程と同様に飄々と、されど先程とは違ちがってひどく凍いてついた声こわ音ねで、〝道化の死神〟──ラグラス・エンフィールドは肉にく塊かいと化した二人の護衛に言う。

　一方、館の玄関広間エントランスホールは、突とつ然ぜん入口を爆破されたせいで大混乱に陥おちいっていた。

「おいおい、真っ正面からかよ!?」「いてぇえええッ!!　いてえよぉおおおッ!!」「ああックソッ！　折角酒をゲットしてきたってのに！」

　突然の爆発に腰こしを抜かした者。爆発に巻き込まれて怪け我がをした者。館のどこからかくすねてきた酒さか瓶びんをラッパ飲みしようとしていた者。その全てが館主ゾラに雇われた護衛であることは言うまでもなく、彼らは慌あわてふためきながらも各おの々おのの武器を構えていく。

　ラグラスは爆魔石で空けた穴から玄関広間エントランスホールに足を踏ふみ入れ、いまだ混乱の最さ中なかにある護衛たちに視線を巡めぐらせた。

　ざっと見たところ、玄関広間にいる護衛の数は二〇。窓を除けば唯ゆい一いつ出入り口のある空間だからか、五〇近くいる護衛の内の実に四割がこの玄関広間に配されていた。

（やれやれ。こんだけウジャウジャいるってことは、ゾラの野や郎ろうが、例の奴隷に愛あい玩がん奴隷としての〝作法〟を教えるようエウガインの国王から直々に依い頼らいされたって話は、どうやら本当だったみてえだな）

　まあ、俺には関係のない話だが──そんなことを心の中で付け加えている間に、ようやく混乱が収まってきた護衛たちが、こちらに向かって殺気立った視線をぶつけてくる。

「いきなり爆破とぁ、いい度胸じゃねぇか」「こいつもしかして〝道化の死神〟か？　こりゃ報ほう酬しゆうが期待できそうだ」「舐なめやがって……ぶっ殺してやる！」

　圧あつ倒とう的に数で勝まさっているせいか、外の見張り番をしていた二人の護衛よりも肝きもが据すわっているせいか、玄関広間にいる護衛たちは〝道化の死神〟の姿を見ても、まるで戦おののいた様子はなかった。あくまでも今はまだ、だが。

「はんッ！　今度はこっちがてめえを吹っ飛ばしてやる！　《炎ほのおよ　爆はぜろ》！」

　護衛の一人が怒ど鳴なり散らしながら掌てのひらを突つき出し、呪じゆ文もんを詠えい唱しようして爆炎魔法を発動。掌しよう前ぜんに具象した、爆魔石を凌りよう駕がする威い力りよくを内包した火球が発射される。

　当たらなければ問題ないと言わんばかりに、ラグラスは半身になるだけで火球を回かい避ひ。

　ラグラスが空けた穴を通り抜け、その向こうにあった木に衝しよう突とつして生じた爆発が、夜の森に束の間の昼をもたらす。その間かん、他にもう一人魔法を放とうとしている者がいることを、さらには投げナイフやジャベリンなど、飛び道具を得え物ものにしている者たちが攻撃を仕し掛かけようとする気配を察知したラグラスは、

「《破は邪じやの防ぼう壁へきよ　我を護まもれ》」

　呪文を詠唱し、己おのれを中心にした箱形の結界を展開する。

「《炎よ　爆ぜろ》！」「《風よ　斬きり裂さけ！》」

　半瞬遅おくれて、火球が、風ふう刃じんが、ナイフが、ジャベリンが殺さつ到とうするも、結界によって阻はばまれてしまったため、何一つラグラスに届くことはなかった。

　まずは魔法を使える奴から潰つぶす──そう決断したラグラスは結界を解除すると同時に、袖そでの中に仕込んでいたダガーを両手が霞かすむほどの速さで投とう擲てきする。

　的にされた二人の魔法使いは、神速の投擲に身じろぎほども反応できず、眉み間けんをダガーで貫つらぬかれてしまう。直後、殺された味方のことなど一いつ顧こだにしなかった五人の護衛が、投擲直後の隙すきを狙って襲おそいかかってくる。

「あめえよ」

　ラグラスが勢いよく両手を後ろに引いた瞬間、魔法使いたちの眉間に突き刺ささっていたダガーが掌中に舞まい戻もどっていく。腕うで輪わに仕込んだ極ごく細ぼその鋼糸をダガーの柄つか尻じりに繋つなぐことで可能にしている、死神の業わざだった。

「構わねえ！　やっちまえ！」

　真っ先に肉にく薄はくしてきた男が、その手に持った大剣で横よこ薙なぎを繰くり出してくる。

　ラグラスはそれを地を這はうほどの低姿勢で掻かい潜くぐり、立ち上がる勢いをそのままに左刃を閃ひらめかせ、大剣の男の喉のどを裂いた。

　男の喉から血の噴ふん水すいが沫しぶく中、続けて間合いに入ってきた二人の槍やり使いが同時に刺し突とつを放ってくる。「×」の字に交差せんばかりに迫せまる二に刺しを、ラグラスは跳ちよう躍やくして回避。そのまま宙返りを打ち、視界の天地がひっくり返ったところで旋せん転てんしながら双そう刃じんを振ふるって、槍使いたちの喉を斬り裂いた。

　最後の二人が着地の隙を突こうとするも、それよりも早くにラグラスの両手から放たれたダガーが二人の心臓に突き刺さり、床ゆかに頽くずおれる。

　あっという間だった。あっという間に七人の護衛が殺された。

　その事実に息を吞のむように、静せい寂じやくが玄関広間エントランスホールに満ちていく。

　誰も彼もが〝道化の死神ラグラス〟の強さに圧倒されているのは明白だった。

「ビ、ビビってんじゃねえ！　こっちはまだ半分以上残ってんだ！」

　護衛の一人が、味方を鼓こ舞ぶしようと裏返った声を張り上げる。が、ラグラスがそれを見み逃のがすわけもなく、

「全員でか──かぺぇ!?」

　予備動作もなしに投擲されたダガーが、味方を鼓舞しようとしていた護衛のこめかみを貫き、白目を剥むきながら絶命した。

　その様を見て、鼓舞どころか畏い怖ふを抱いだいた護衛たちが、いよいよ恐きよう慌こうを起こし始める。

「む、無理だ！　あんなバケモノ！」「死にたくない！　死にたくない！」「報酬なんてどうでもいい！　命の方が大事だ！」

　数的有利をかなぐり捨てた護衛たちが、玄関広間の奥にある扉目がけて我先にと逃げ出していく。だが、奴隷商クズに加担する人間を見逃すほど〝道化の死神〟は甘くなかった。

「《破邪の防壁よ──」

　呪文を詠唱しながら右手のダガーを袖の中に引っ込め、入れ替かわるようにして取り出した爆魔石を、館の奥に逃げようとする護衛たちに向かって放り投げる。

「──汝なれを護れ》」

　続けて、結界魔法を発動。玄関広間エントランスホール奥の扉にたどり着く直前に結界が護衛たちを覆おおい、先頭を走っていた者たちが結界の内壁にぶつかって尻しり餅もちをつく。

　結界に閉じ込められたことに気づいた護衛たちは揃って青ざめるも、閉じ込められたものが自分たちだけではないことにも気づいた瞬間、青くなった顔を絶望に歪ゆがませた。

　結界の中には、先程ラグラスが放り投げた爆魔石も入り込んでいた。

　護衛たちの口から悲鳴が飛び出しかけたその時、爆魔石が爆発する。

　結界は爆発のエネルギーを微み塵じんも逃がすことなく、その暴ぼう威いをもって中にいた者たちを余さず蹂じゆう躙りんする。飛び散った血と肉片が結界の内壁にこびり付く様は、さながら地じ獄ごくをテーマに描えがかれた絵画のようだった。

　さすがにこんな悪あく趣しゆ味みな絵画に興味はないので、ラグラスは早々に結界を解き、内壁にこびり付いていた血と肉片が生々しい音を立てて床にぶちまけられる。

「後は、あんたら二人だけだな」

　そう言って、最後に残った二人の護衛を見やる。

　一人は剣士で、腰が抜けたようにその場にへたり込んでいるところを見るに、逃げ出さなかったというよりも逃げ出せなかった、文字どおりの意味でただの腰抜けだった。事実、剣士の顔色は哀あわれなほどに青く、一片の戦意も残っていない。

　そしてもう一人。

「どうやら噂以上のようだな。〝道化の死神〟」

　大おお斧おのを手にした巨きよ漢かんが、歓かん喜きしたような口くち振ぶりで言う。どうにもこの巨漢は、敵が強ければ強いほど喜びに打ち震える戦せん闘とう狂きように類する人種らしい。

　少しだけめんどくさそうだな──そう思ったラグラスは、

「そいつはどうも」

　と、会話に応じるフリをしながらも、巨漢の眉間と心臓目がけてダガーを投擲する。

「ぬぅ……！」

　不意を突かれたにもかかわらず、巨漢は眉間を狙ねらったダガーを大斧で、心臓を狙ったダガーを左腕で受け止めた。

　巨漢はニヤリと不敵に笑み、左腕の筋肉を締しめてダガーを奪うばい取ろうとするも、

「無む駄だだよ」

　ラグラスも仮面の下で不敵な笑みを浮うかべながら、腕の振り一つで楽々とダガーを掌中に引き戻す。

　ラグラスはダガーに錆さび止どめの油を塗ぬりつけることで、血の付着による錆を防止すると同時に、敵に突き刺さったダガーを抜ぬけやすくなるようにしている。どれほどの力自じ慢まんが筋肉を締めようが、体に突き刺さったダガーを保持するのは至難だった。

　当てが外れた巨漢が舌打ち混じりに大斧を構え直している隙に、ラグラスは一足で彼ひ我がの距きよ離りを零ぜろにする。

　刹せつ那な、死神の鎌かまよりも恐おそろしい神速の双刃を閃かせた。

　ダガーの間合いで、取り回しに難のある大斧で応戦するのは無む謀ぼうだと考えたのか、巨漢はあえてダガーを両腕の筋肉で受け止める。

　信じられないことに、両腕に食い込んだダガーは骨に達することなくその勢いを止めた。

（おいおい、マジかよ）

　さすがにこれにはラグラスも驚おどろいてしまうも、それはあくまでも大道芸を見た際に覚える類たぐいの驚きにすぎず、攻撃直後の隙を狙って繰り出した巨漢の前まえ蹴げりを、ダガーを引き抜きながら飛び下がって難なくかわした。

　再び、両者の間合いが戦闘開始前と同程度に開ける。

「どうした？　〝道化の死神〟。そんな軽い攻こう撃げきでは俺は殺せんぞ」

　両腕の傷を憂うれうどころか、笑みさえ浮かべながら巨漢は言う。

　そんな巨漢が頼たのもしく見えたのか、青い顔でへたり込んでいた剣けん士しの表情に喜色が浮かび始める。もっとも、二人が笑みを浮かべていられたのはここまでだったが。

「いやいや。軽いと言っても怪我は怪我だ。俺が回復魔ま法ほうをかけてやるよ」

　耳を疑うようなラグラスの言葉に、巨漢はわずかに、剣士は大きく目を見開いた。

　ラグラスは嘘うそじゃないと言わんばかりに、手品のように右手のダガーを袖の中に引っ込めると、空からになった掌を巨漢にかざす。

　巨漢はすぐさま身構えるも、

「《慈じ愛あいの光よ──」

　ラグラスが唱えた呪文が紛まごうことなく回復魔法のそれだったため、身構える以上のことはしなかった。それが、致ち命めい的な過失であることにも気づかずに。

「──汝なれを癒いやせ》」

　そしてラグラスは、本当に、回復魔法を巨漢に施ほどこした。

　癒しの光が巨漢の両腕に、ラグラスのダガーによってつけられた傷口に纏まとわり付く。

　そして、

「ぐああああああああああああッ!!」

　巨漢の口から苦く悶もんに満ちた絶ぜつ叫きようが吐はき出された。

　突とつ然ぜん、傷口が爆ぜたのだ。回復魔法を施されたはずなのに、巨漢の両腕に刻まれた傷口が爆ぜたのだ。まるで、巨漢の体が回復魔法を拒こばんだかのように。

「いったい……何をした……!?」

　大斧を取り落とし、両腕を力なく垂れ下げながら、呻うめくように訊たずねてくる。

「何って、回復魔法をかけてやっただけさ」

　ラグラスは軽い調子で応じながら、両腕が動かない巨漢の眉間に容よう赦しやなくダガーを投擲する。脳を突き刺された巨漢は、その巨体を力なく床に沈しずめた。

「ひ、ひぃぃいい……！」

　とうとう最後の味方までやられてしまい、剣士の口から引きつるような悲鳴が漏もれる。

　剣士はわかっているのだ。玄関広間エントランスホール以外に配された味方が騒さわぎを聞きつけてやってくるよりも、死神に命を裂かれる方がはるかに早いことを。

「ももももう抵てい抗こうはしませんッ!!　おおおお俺はただゾラの旦だん那なに金で雇やとわれただけなんですッ!!　だだだだからッ!!　命だけはッ!!　命だけは助けてくださいッ!!」

　その手に持っていた剣を投げ捨て、床に頭を擦こすりつけて命いのち乞ごいをする。

　そんな剣士を前に、ラグラスは呆あきれたようにため息をついた。

「まさかとは思うが、俺のことを正義の味方か何かと勘かん違ちがいしちゃいないか？」

　軽い調子で、されど声こわ音ねを氷のように凍いてつかせながらラグラスは言う。

　その冷気に当てられたせいか、剣士は床に頭を擦りつけたままカタカタと震ふるえ始める。

　ラグラスからは見えないが、剣士の顔色は完全に血の気を失っていた。

「お、お願いだから助け──」

「命乞いなら他を当たってくれ」

　声音以上に冷れい徹てつに突つき放すと、剣士の延えん髄ずいに容赦も躊ちゆう躇ちよもなくダガーを突き立てた。







　玄関広間エントランスホールにいた護衛たちを鏖おう殺さつしたラグラスは館の上階に踏ふみ込み、三〇人近く残っていた護衛を殺して殺して殺し回った。

　そして──

「まあ、こんなところか」

　感かん慨がいの欠片かけらもない声音で独りごちながら、最後の護衛の心臓に投擲したダガーを、腕の振ふり一つで掌しよう中ちゆうに引き戻もどす。

　五〇人に及およぶ護衛を相手にしたにもかかわらず、ラグラスは傷一つ負わないどころか、息一つ乱していない。〝道化の死神〟の名が稀き代たいの暗殺者として恐れられているのも当然と思えるほどの、圧あつ倒とう的強さだった。

「さて、仕上げにかかるとしますか」

　まるで今までの〝殺し〟が定型作業ルーチンワークだったかのような口振りで呟つぶやくと、すぐそばにあった階段を使って階下に下りていく。本宅にしろ別べつ荘そうにしろ、奴ど隷れい商が所有する建物にはまず間違いなく設けられている隠かくし通路を目指して。

　世が奴隷制度を認めているとは言っても、館主のゾラも、他の奴隷商も、内心では後ろ暗い商売をしている自覚があるらしい。いざという時に備えて外に逃にげられる隠し通路を設けるのは奴隷商の嗜たしなみなのだろうと、ラグラスは仮面の下で嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　そして、隠し通路があることがわかっていたからこそ、ラグラスは館を強きよう襲しゆうする前にその出口を探し出し、爆ばく魔ま石せきで潰つぶして外に出られないようにしていた。後は護衛を殺しがてら見つけた隠し通路の入口の前で、ゾラとかいうマヌケが戻ってくるのを待つだけでいい。

　ほどなくして、隠し通路があるゾラの私室にたどり着く。今まで数え切れないほど殺してきた奴隷商どもと同様、ゾラもまたいつでも逃げられるよう私室に隠し通路を設けていたものだから、仮面の下に浮かべた嘲笑は深くなるばかりだった。

　軋きしむ音すら立てることなく入口の扉とびらを開き、ゾラの私室に足を踏み入れる。

　一人で過ごすには無駄に広い部屋には、奴隷を売った金で手に入れた高価な調度品の数々が、これ見よがしに飾かざられていた。

　その調度品の一つである真っ赤な絨じゆう毯たんの下に、隠し通路が設けられていた。

　使用したはずの隠し通路が再び隠されているのは、おそらくゾラが、自分たちが隠し通路に入ったら入口を閉め、絨毯を被かぶせて隠すよう、館に残した護衛に命じたのだろうとラグラスは推測する。

　もっとも、隠し通路が崩ほう落らくして使えなくなっている可能性を考こう慮りよしてか、閉じ込められないよう絨毯の上には何も置かないようにしていた上に、今まで絨毯の上に置いていたテーブルや椅い子すの跡あとがくっきりと残っていたため、実質隠せていないも同然の有り様になっているが。

　最も早はやゾラの命運は、ラグラスの掌上。ゆえにラグラスは、あえて隠し通路を放置。ゾラが使っていたと思われる執しつ務む机へ向かい、その上に散らばる書類を精査し始める。奴隷商ゾラの館を襲おそった、最大の目的を果たすために。

　その目的とは、四年前にラグラスとともに奴隷商の手下に捕つかまり、奴隷にされた挙句、無理矢理離はなれ離れにされてしまった妹──リコリスを見つけ出すこと。

　ラグラス自身は〝商品〟として運ばれていた最中に馬車がモンスターに襲われ、そのドサクサに紛まぎれて逃げおおせることができた。しかし、別の馬車で別の場所に運ばれたリコリスがその後どうなったのかは、杳ようとして知ることができなかった。

　だから、ラグラスは奴隷商を殺して回る。大陸中にいる奴隷商クズどもを殺して回る。

　妹を見つけ出すために。妹を〝商品〟にする奴隷商クズどもを一人でも減らすために。

「…………ちっ」

　時間をかけて全ての書類に目を通すも、リコリスの手がかりに繋つながる情報は何もなく、忌いま々いましげな舌打ちが仮面の下で漏れる。

　今手にしている〝商品〟の帳ちよう簿ぼにも、リコリスの名はどこにも記されていなかった。

「期待はできねえが、ゾラから直接聞き出すしかなさそうだな」

　ため息まじりに帳簿を投げ捨てようとした、その時だった。

　帳簿の〝商品〟の欄らんの最後に記された名前が目に留まり、思わずその手も止めてしまう。

「トルテ・リアム・ラストロンツ……なるほど。この娘こが、エウガインの国王が〝作法〟を教えるようゾラに依い頼らいした、例の奴隷ってわけか」

　ラストロンツ王国。隣りん国ごく──エウガイン王国と同じ王政国家で、ルストアウリ大陸では珍めずらしい、奴隷制度に異を唱えた国家でもあった。

　ゆえに、ラストロンツ王国は滅ほろんだ。半年前、奴隷制度に反対する異い端たん国家ということを理由に、エウガイン王国の侵しん攻こうを受けて。

　倍近くある兵力差により、エウガイン王国に一方的に蹂じゆう躙りんされたラストロンツ王国は、国王と妃きさき、唯ゆい一いつの跡あと継つぎである第一王子の他に、第一王女と第二王女が死亡。

　一三歳の第三王女──トルテただ一人だけが生き残り、奴隷に堕おとされた。

　それも、性的な消しよう耗もう品として扱あつかわれる愛あい玩がん奴隷として。

「つくづく狂くるってやがるな。この世界は」

　知らず、手にしていた帳簿を握にぎり潰してしまう。

　その怒いかりが義ぎ憤ふんからくるものなのか、奴隷制度を是ぜとしている者たちに対するドス黒い憎ぞう悪おからくるものなのかは、ラグラス自身にもわからなかった。

「！」

　突然、ラグラスは絨毯に視線を落とす。

　その下にある隠し通路から、複数人の気配が戻ってくるのを察知したのだ。

　ひとまず様子を窺うかがうことにしたラグラスは足音一つ立てずに部屋を出て、入口の扉の蔭かげに隠れる。ほどなくして隠し通路の入口となる床ゆか扉とびらが開き、その上にある絨毯がゆっくりと盛り上がっていく。

　絨毯を邪じや魔まくさそうに取り払はらいながら現れたのは、安物の革かわ鎧よろいに身を包んだ、護衛と思おぼしき男が二人。

　二人はキョロキョロと周囲を見回した後、「大だい丈じよう夫ぶっすよ」と、隠し通路に向かって小声で話しかける。すると、体中を煌きらびやかな装そう飾しよく品で着き飾かざった、恰かつ幅ぷくの良い中年男が隠し通路から這はい出てきた。館に負けず劣おとらず悪あく趣しゆ味みな出いで立ちをしているところを見るに、この男がゾラだとラグラスは確信する。

「クソ！　こんな時に限って出口が崩落しているとは……おい！　何をボサッとしている！　さっさと来い！」

　脳の代わりに金きんや宝石でも頭の中に詰つめ込んでいるのか、自分の置かれている状じよう況きようをまるで理解していないゾラが無む闇やみ矢や鱈たらに声を張り上げながら、その手に持っていた鎖くさりを引っ張りあげる。

（鎖の先にいるのは、例の奴隷──トルテだろうな）

　そしてその予想どおり、首輪に繋がれた、可愛かわいらしいドレスに身を包んだ少女が隠し通路から出てくる。年の頃ころが一二、三歳くらいの、人形のように愛らしい少女だった。

　肩かたには届かない短い髪かみは、目に焼きつくほどに鮮あざやかな金色の輝かがやきを放っており、少女がただ愛らしいだけの存在ではないと思わされる気品を漂ただよわせていた。

　人形と称しようしたとおり、容よう貌ぼうは芸術的なまでに整っており、見る者全てにその将来を期待させると同時に、今在る少女の愛らしさが失われることを恐きよう怖ふさせる魅み力りよくに充みち満ちている。その一方で、宝石のように美しい群ぐん青じよう色の瞳ひとみは奈な落らくのような深い虚うろを映すだけで、希望はおろか絶望さえも漂っていない。

　あらゆる意味で人形じみた少女を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、ラグラスは数瞬我を忘れ、瞠どう目もくしてしまう。

　少女は、まさしくラグラスの妹そのものだった。

　髪の色、容貌、背格好に至るまで、四年前に生き別れたリコリスそのものだった。

「グズグズするな！　元王女だろうが、お国からの預かりものだろうが、今のお前はただの奴隷。黙だまっていれば丁重に扱われると思ったら大間違いだぞ、このマヌケ！」

　その少女が、家か畜ちくのように首輪に繋がれ、罵ば声せいを浴びせられている。

　ラグラスの思考を怒りの炎ほのおで灼やき切るには、充じゆう分ぶんすぎる光景だった。

　転瞬、ラグラスは入口の蔭から飛び出し、すれ違い様ざまに護衛二人の首をダガーで斬きり裂さいていく。驚おどろいたゾラが悲鳴を上げるよりも早くに、少女の首輪と繋がる鎖を握っていた手首を一いつ閃せんのもとに刎はね飛ばした。

「ぎゃああああああああああああああああああああッ!!」

　ゾラの手首から大量の血が噴ふき出し、傍そばにいた少女を悍おぞましい赤色に染め上げていく。

　返り血までは計算に入れていなかったラグラスは、舌打ちを漏もらしながらもゾラの喉のどにダガーを突き立て、耳みみ障ざわりだった悲鳴を永遠に黙らせる。今のラグラスに、ゾラから妹のことを聞き出そうなどという考えは微み塵じんもなかった。

　このままダガーを引き抜ぬいては、さらに余計な返り血を少女に浴びせることになってしまうので、死体となったゾラを離れた場所に蹴けり飛ばしてから鋼糸を操あやつり、ダガーを回収する。

　打ち捨てられた人形のような体勢で血を撒まき散らすゾラを数瞬睨にらみつけると、一つ息をつき、心を焦こがしていた怒りの炎を鎮しずめ、少女に向き直る。

　少女は全身を血の赤に染めたにもかかわらず、悲鳴を上げるどころか、わずかな反応すら示すことはなかった。表情も、瞳と同様ただただ虚うろを映すばかりだった。

　それを見てラグラスは、得たくもなかった確信を得てしまう。

　少女の心が壊こわれてしまっているという確信を。

　数え切れないほどの奴隷商を殺してきたラグラスは、己おのが境きよう遇ぐうに絶望して心が壊れてしまった奴隷も数多く見てきた。

　今の少女は、まさしく心が壊れた奴隷たちと同じ状態だった。

　再び、怒りの炎が燃え上がり始めるも、

（……落ち着け）

　そう自分に言い聞かせ、今一度心を鎮める。

（冷静になれ。この娘はリコリスじゃない）

　然そう。冷静になればわかることだった。

　今目の前にいる血ち塗まみれの少女は、四年前のリコリスとそっくりなのだ。当時一二歳だったリコリスが、四年の歳月を経てなお全く成長していないなんてことは考えにくい。

　それによく見れば、リコリスと少女とでは微び妙みような差異があることがわかる。

　リコリスの目の色はラグラスと同じ碧みどり色だが、少女の瞳は群青の色しき彩さいを宿している。肩には届かない母親譲ゆずりの金きん髪ぱつと、小動物を思わせる愛らしい顔立ちは酷こく似じしているが、それでも、兄であるラグラスならば見分けられる程度には細かな差異が散見していた。

　だから、目の前にいるのは赤の他人。自分とは全く関係のない少女。妹の手がかりがなかった上に、怒りにまかせてゾラを殺してしまった以上、もうこの館に留とどまる理由はない。

　そもそも、ラグラスは奴隷を救うために奴隷商を殺して回っているわけではない。

　奴隷に堕とされたことに全く同情しないわけではないから解放くらいはしてやるが、それ以上のことをしてやるつもりはないし、してやる義理もない。

　だから目の前にいる少女とは、もうこれでさよなら。

　枷かせが付けられているのは首だけなので、少女にその意志があればどこへなりとも行くことができる。奴隷という身分から逃にげ出すことができる。

　だから、この後少女がどうなろうが知ったことではない……はずだった。

「…………ちっ」

　妹とそっくりなせいか、それとも心が壊れてしまっていることに気づいてしまったせいか、どうしてもラグラスは少女のことを放って行くことができず、

「トルテ・リアム・ラストロンツ……で、合ってるよな？」

　声をかけてしまう。心が壊れているから、どうせ返事なんてかえってこない──そんな言い訳を自分に言い聞かせて。

　そしてその言い訳どおり、返事はかえってこなかった。

（当然、か）

　そう思った直後だった。

　少女が小さくコクリと頷うなずくのを見て、ラグラスは仮面の下で瞠目する。

　表情はありとあらゆる感情が剥はく落らくしているのに、瞳は希望の輝きも絶望の澱よどみも宿していないのに、少女は──トルテは今、確かに頷いて返した。

　それは、トルテの心が完全には壊れていない証左だった。

「あなたは……殺し屋さんなの……？」

　声こわ音ねには欠片ほどの感情もこもっていない上に、いやに訥とつ々とつとしているが、トルテが言葉を返してきたことにますます驚く。

　ラグラスは困こん惑わくしながらも、意識的に声音を穏おだやかにしながらトルテに応じた。

「似たようなもんだ」

「そう……だったら……」

　トルテは自身の胸に手を添そえると、相も変わらぬ無機質な声音で、耳を疑うような言葉を口にする。

「わたしを……殺して……」

　妹と同じ顔で、妹には決して言って欲しくない言葉を言われて、ラグラスの心に激痛が走る。声音までは妹とは似ていなかったが、それでも、ラグラスの心を抉えぐるには充分すぎるほどに衝しよう撃げき的な言葉だった。

　さしものラグラスもどう答えればいいのかわからず、押おし黙る。

　奴ど隷れいに堕とされ、物のように扱われて絶望した人間が死を望むのは、そう珍しい話ではない。しかしそんな人間であっても、奴隷商という鎖から解放されれば生を望むようになる。生きることに希望を抱いだくようになる。はずなのに、トルテは死を望んでいる。

　トルテを縛しばる奴隷商クサリはもう断ち切ったのに、トルテは死を懇こん願がんしている。

　その事実に、ラグラスはただただ困惑するしかなかった。

「お願いだから……わたしを……殺して……」

　もう一度、トルテは懇願する。

「俺が殺すのは、人間を家畜や物のように売り払う奴隷商クズだけだ」

　絞しぼり出すような声で、ラグラスは拒きよ絶ぜつするも、

「それなら……大丈夫……わたしは……この手で……お姉様たちを……殺した……だから……立派なクズだから……わたしを……殺して……」

　さらなる衝撃を受けるだけの結果に終わってしまう。

（姉たちをということは、トルテがラストロンツの第一王女と第二王女を殺したっていうのか!?　にわかには信じられねえな……）

　だが、トルテが嘘うそを言っているようにも見えなかった。

　何より、心が壊れかけているのも、姉たちを手ずから殺したと言われれば納得できるものがある。納得できたからこそ、トルテに返す言葉が見つからなかった。

　死ぬな。生きろ。そんな薄うすっぺらい言葉がトルテに届くとは到とう底てい思えない。

　かといって、彼女の望みどおりにするなど、妹とそっくりな少女をこの手で殺すなど、できるわけがなかった。

　そして、見捨てることも、できるわけがなかった。

（……どうやら「殺して」とは言っても、自らの手で死ぬつもりはないみてえだな）

　努めて冷静に、トルテの心情を分ぶん析せきする。

（見たところ自死を選ぶ勇気がないってよりも、殺されることにこだわってるって感じだな。……まさか、姉たちを殺した自分が許せなくて、殺されることで罰ばつを受けようとしてんのか？）

　だとしたら、トルテに生きる希望を抱かせる方法は一つしかない。

　正直気は進まないが、他に選せん択たく肢しが思い浮うかばない以上やるしかない。

　それにこのまま断り続けたら、トルテが殺されることへのこだわりを捨てて自死を選ぶ可能性も充分にあり得る。妹に似た少女をこの手で殺すなどまっぴら御ご免めんだが、妹に似た少女に自殺されるのも大たい概がいに御免だ。

　だから、ラグラスは選択した。

　たとえそれが、どれほど気が進まない方法であったとしても。

「トルテ……お前さんは一つ大きな履はき違えをしている。そもそも、お前さんが姉たちを殺す羽目になったのは、どこの国のせいだ？」

　詳しよう細さいは全く知らないが、原因はそれ以外に考えられなかったので、確信を持ってトルテに問う。

「エウガイン……王国……」

「そうだ。エウガインだ。お前さんの父と母と兄を殺し、二人の姉を殺させた国だ。お前さんがこのまま死を選ぶことは、エウガインの所業を許すことと同義だぞ」

　ほんの少しだった。今まで全く表情を変えなかったトルテの眉まゆが、ほんの少しだけ動いたのを、ラグラスは見み逃のがさなかった。

「エウガインの所業が許せないのなら、家族の仇かたきを討うちたいのなら、俺と一いつ緒しよに来い。全ての元げん凶きようであるエウガイン国王を殺す術すべくらいなら、俺が教えてやるよ」

　そう言って、トルテに向かって右手を差し伸のべる。この手を掴つかむか否いなかで答えを示せと言わんばかりに。

　トルテはしばしの間、差し伸ばされた手を見つめていたが、

「…………」

　ゆっくりと、ゆっくりと、小さな手を持ち上げ、ラグラスの手を握にぎり締しめた。

　ラグラスは心の中で安あん堵どすると同時に、妹によく似た少女に復ふく讐しゆうを焚たきつけたことに罪悪感を覚えながらも、ガラス細工を扱あつかうように、トルテの手を優しく握り返した。








第一章　二人旅









　ラグラスはゾラの館で、着き替がえを含ふくめたトルテに必要な物を調達し──ついでに金銭まで奪うばっているから略りやく奪だつと言った方が正しいのかもしれないが──トルテの首に付けられていた首輪を外してから館を出て、森しん中ちゆうにある湖に移動する。

　いくらトルテ本人が文句の一つも言わないとはいっても、いつまでも血ち塗まみれのままでいさせるのは可哀かわい想そうだと思い、湖で血を洗い流してやろうと思った次第だった。

　いよいよ太陽が東の地平から顔を覗のぞかせたところで、湖に到とう着ちやくする。

　念のため周囲に人の気配がないことを確認してから道どう化けの仮面を外し、漆しつ黒こくの外がい套とうを脱ぬいで、ボサついた灰はい髪がみと気け怠だるげな碧へき眼がんを露あらわにする。湖の近くに隠かくしていた雑ざつ嚢のうに仮面と外套を詰つめ込み、代わりに取り出したカソックを身に纏まとった。

〝道化の死神〟から胡う散さん臭くさい牧師に姿を変えたところで、湖の畔ほとりでボ～っと突つっ立っているトルテに向き直る。

「そういえば、こっちの自己紹しよう介かいがまだだったな。俺はラグラス・エンフィールド。表向きは巡じゆん回かい牧師をしている。裏向きは、まあ、言わずもがなだ」

　と、話しかけてはみたものの、例によってトルテは無反応。意思らしい意思を示したのは「殺して」と懇願した時と、ラグラスが差し伸のべた手を握にぎり締しめた時のみで、ここに来るまでの道中、トルテはラグラスに手を引かれるがまま為なされるがままだった。

（完全には心が壊こわれていないってだけで、重じゆう症しようであることには変わりなし、か）

　帳ちよう簿ぼを確認したところ、トルテが愛あい玩がん奴ど隷れいの〝作法〟を覚えるためにゾラの館に来たのが昨日。ゆえにトルテは奴隷としての日は浅く、奴隷としての地じ獄ごくを垣かい間ま見みてさえいない可能性が高い。心が壊れかけてしまった原因が、そこにあるとは考えにくい。

（となると、やっぱ二人の姉を自分の手で殺しちまったことで、心が壊れかけちまったと見るのが妥だ当とうか）

　もっとも、二人の姉を殺したことで心が壊れかけてしまったということは、それだけトルテが二人の姉を慕したっていた証左であり、その姉たちをトルテが手ずから殺したことに矛む盾じゆんが生じてしまうわけだが……そのあたりの事情に関してはあまりにも情報が少なすぎるので、今はあえて考えないことにした。

「とりあえず、いつまでも血塗れってのはお前さんも嫌いやだろ？　俺は森中あつちで適当に時間を潰つぶしてるから、湖ここで適当に体を洗っちまいな」

　そう言って、着替えと浴布タオルと石せつ鹸けんの一式をトルテに渡わたそうとするも、

「……おいおい」

　やはり、トルテは無反応だった。

「血塗れのままでいいのか？」

「別に……どうでもいい……」

　ようやく返事をしたかと思えばこれである。よくよく考えてみれば、自分のことを殺してと懇願するような人間が、自分のことを顧かえりみるわけがなかった。かといって、ラグラスはラグラスで、妹とそっくりの少女をいつまでも血塗れのままにしておくこともできず、

「自分で洗わねえんなら、俺がお前さんを洗っちまうぞ。それでもいいのか？」

　いくら壊れかけの心でも、さすがにこう言えば「どうでもいい」とは言っていられないだろうと踏ふんだ上での発言だった。しかし、

「好きに……すれば……」

　あまりにも投げやりな返答に、ラグラスは思わず頭を抱かかえる。殺してと言い出さないだけマシというだけで、自じ暴ぼう自じ棄きであることに変わりはなかった。

　妹に似ている似ていない関係なしに、こんな小さな少女が希望はおろか絶望すら抱いだくことなく自分を粗そ末まつに扱う様を見るのは、正直こたえるものがある。

（復讐どうこう以前に、まずはこの心をどうにかしてやらないとな。……それから、血塗れの体も）

　深々とため息をつき、覚かく悟ごを決めたラグラスは、今一度念を押すように訊たずねる。

「本当に、俺が洗っていいんだな？」

　数すう瞬しゆん、間を挟はさみ、トルテはコクリと首しゆ肯こうを返した。

「言っとくが、ガキの貧相な体に興味はねえからな」

　と言ったのは、果たして誰だれに対する言い訳か。

　ラグラスは着替え等一式を地面に置き、トルテの背後に回る。

　今トルテが着ているような高価なドレスはまともに触さわったことはないが、妹の世話をしていた時に女物の衣服に触ふれる機会が幾いく度どとなくあったおかげで、背中に編み上げ紐ひもがあることは容易に見当をつけることができた。

　覚悟を決めたとはいっても何の躊ちゆう躇ちよもなく脱がしにかかれるわけもなく、ラグラスはわずかな逡しゆん巡じゆんを挟んでから、意を決して編み上げ紐を解ほどいてドレスを脱がした。

　できればその下は脱がすことなく済ませたいところだったが、染み込んでいったせいか襟えり口ぐちから垂れていったせいか、肌着シユミーズと下着パンツにもベッタリと血が付着しているのを見て、思わず天を仰あおいでしまう。

　巡回牧師をやっているくせに信心浅いラグラスも、この時ばかりは神に祈いのりを捧ささげたい気分だった。

　奇き跡せきでもなんでもいいから、今すぐトルテの壊れた心を治してください──と。

　当然、そんな奇跡が都合良く起きるわけもなく、観念したラグラスは妹を風ふ呂ろに入れてると思えばいいと呪じゆ文もんのように繰くり返しながら、トルテの肌着シユミーズを脱がしにかかる。

（傍はたから見たら今の俺がどういう風に見えてるかなんて、想像したくもねえな）

　体と肌着が血でくっついていたせいで苦戦を強しいられながらも脱がしきり、丘おかと呼ぶには少々物足りない膨ふくらみが露わになる。劣れつ情じようを催もよおすほどの発育具合ではなかったことには、失礼とは思いながらも安あん堵どしてしまう。

　あとは下着パンツを残すのみ。だが、さすがに前から脱がす勇気はなかったので、後ろに回ってトルテの下着を一気にずり下げ、最後の一糸を脱がしきる。

　元王女という身分ゆえか、トルテ自身の魅み力りよくゆえか、陽光を浴びて真白く輝かがやく裸ら身しんと、悍おぞましい血の赤の対比コントラストは芸術にも似た美しさを孕はらんでおり、間近で目まの当たりにしたラグラスは知らず息を吞のんでしまう。その一方で、トルテは相も変わらずボ～っと突っ立っているだけで、全裸にされたにもかかわらず反応らしい反応を示すことはなかった。

（ここで悲鳴の一つや二つ上げてくれりゃ、むしろ安心できるってもんなんだがな）

　そんな益やく体たいもないことを考えながら靴くつを脱いで下衣ズボンの裾すそを捲まくると、左手でトルテの手を取り、右手で体を洗うための浴布タオルと石鹸を持って湖に入っていく。

　下衣の裾が水面みなもに触れるギリギリの深さまで進んだところでトルテを湖底に座らせると、両手を石鹸で泡あわ立だたせてトルテの髪を洗いにかかる。

　初めの内は半はん端ぱに溶とけてきた血で手がベタついたが、洗い終わる頃ころには、髪の手て触ざわりは感かん嘆たんするほどに艶つややかなものになっていた。

　髪が終わったところで、いよいよ体に取りかかる。座らせて体全体を湖に浸つけておけば、血を洗い流せるかもしれない──などという気休めにもならない希望は、トルテの肩かたから臍へそのあたりまでベットリと付着していた血ち糊のりが、見事なまでに踏みにじってくれていた。

　下腹部より下にはほとんど血糊が付いていないことだけが、唯ゆい一いつの救いだった。

　さすがにトルテの体を手で直接洗うのは抵てい抗こうがあったので、湖底に沈しずめていた浴布を石鹸で泡立たせ、肩から体を洗っていく。髪、肩と、座らせたままでも洗える箇か所しよを終えたラグラスは、一つ息をついてからトルテにお願いする。

「〝前〟を洗うから立ってくれ、トルテ」

　こういうことに関しては素直に応じてくれるトルテが、すっくと立ち上がる。

　ガキの貧相な体に興味はないとは言っても、少女の裸身を真正面から見み据すえて何も感じないかと言えば嘘うそになる。さすがに劣情を催すまでには至らなかったが、それでも、どうしても、頬ほおの火ほ照てりまでは抑おさえることができなかった。

　逆にトルテの方は全くの無反応なものだから、なんだか自分だけが馬ば鹿かに思えてくる。

　トルテの反応があろうがなかろうが火照った顔を見られたくなかったラグラスは、石鹸で浴布タオルを泡立たせながら俯うつむき、頬の熱が引くのを待ってから顔を上げ……さすがに胸から洗う度胸はなかったので、腹部から洗いにかかる。が、

「──っと！」

　浴布で腹部を擦こすり始めた瞬間、踏ん張ばる力が弱いのか、踏ん張る気自体がないのか、トルテが後ろに倒たおれそうになったので、ラグラスは慌あわてて彼女の背中に左手を回し、抱だき留める。その際、湖水が跳はねて下衣ズボンが濡ぬれてしまったが、抱き留めた左手から伝わる瑞みず々みずしい感かん触しよくのせいで気にする余よ裕ゆうもなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　念のため、訊ねてみる。返事はあまり期待していなかったが、状じよう況きようが状況だからか、トルテは無機質な首肯を返してくれた。

　自分だけドギマギしているのが馬鹿らしくなったラグラスは気を取り直し、トルテの背中に回した左手をそのままにしながら彼女を支え、腹部を洗い始める。
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　トルテを洗っては浴布タオルについた血を湖水で雪すすぎ、泡立たせてからまたトルテを洗う。

　何度もそれを繰り返していくうちに、とうとう散々後回しにしてきた胸の血糊だけが残ってしまう。

　洗うぞ──と、断りを入れようかと思うも、かえって気き恥はずかしさが増すだけだと悟さとり、無言でトルテの胸を浴布で擦る。傍から見る分にはなんとも思わない成長途と上じようの胸も、実際に触れると妙みように艶なまめかしく見えてくるものだから正直堪たまったものではなかった。

「……ん……」

　そんなラグラスに追い打ちをかけるように、今まで散々無反応だったトルテの口から、切なさを帯びた吐と息いきが漏もれ出てくる。どうやら壊れかけの心といえども、胸を刺し激げきされたら無反応というわけにはいかなかったらしい。

　そういう観点から見れば、トルテの反応は朗報と言っていいものなのかもしれないが、込み上げてくる感情を劣情に貶おとしめたくなかったラグラスにとっては凶きよう報ほうそのもの。正直勘かん弁べんしてほしいと心の底から思う。

　やがて全ての血糊を洗い流し、やっと終わったと安堵したラグラスだったが、この後にトルテに下着パンツを穿はかせるという難題が待ち構えていることに気づき、とうとう項うな垂だれてしまったのであった。







　沐もく浴よくを終え、乾かわいた浴布タオルでトルテの体を拭ふいて着き替がえさせた後、ラグラスは自身の下衣ズボンとトルテの髪かみを乾かすために炎えん魔ま石せきを使って火を熾おこす。

　小枝だけではなく血ち塗まみれになったドレスも薪まき代わりにして火勢を安定させると、心底疲つかれたため息を吐はき出しながら焚たき火の前に腰こしを下ろした。

　トルテの体を洗っていた十数分間は、正直、ゾラの館で護衛たちを鏖おう殺さつした時の十数倍疲れるものがあった。こんなことは絶対にもう二度とやらねえ──と心に決めながら、焚き火を挟んでラグラスの対面にちょこんと座る、トルテを見やる。

　トルテは今、ラグラスがゾラの館で見み繕つくろった女性用の修道服に身を包んでいた。

　愛玩奴隷が着せ替え人形のような扱あつかいを受けることはままあることで、修道服だけでなくメイド服やウェディングドレスなど、トルテの寸法に合わせた多種多様の衣装が館の一室に保管されていた。それらが衣装別の〝作法〟を叩たたき込むつもりで用意したものだと考えると反へ吐どが込み上げてくるが、そのおかげで、巡回牧師をしている自分の隣となりにいても違い和わ感かんのない服装を見繕うことができたのも事実。

　元王女というトルテの身分を考えると、頭巾ウインプル──今は髪を乾かす必要があるため被かぶっていないが──で髪を隠かくすことができるのも有り難い。

　気にくわなくても使える物は使う。それが、暗殺者ラグラスのスタンスだった。

（……ん？）

　ふと、トルテがこくんこくんと船を漕こいでいることに気づき、苦笑する。

　ラグラスが館を強きよう襲しゆうしたのは深夜。一三歳の少女がそんな時間帯に叩き起こされた挙句、湖を求めて朝まで森の中を歩き回る羽目になったのだ。限界がくるのは自明の理だった。

　首がカクンとなったところで、トルテは自分が眠ねむりかけていたことに気づき、フルフルとかぶりを振ふって睡すい魔まに抗あらがおうとする。

「定期報告の間を突ついたから、エウガインが事態に気づくのは早くても二日後。追っ手のことは気にしなくていいから、眠てえんなら寝ねてていいぞ」

　ラグラスの気き遣づかいに対し、今度は拒きよ絶ぜつの意を込めてフルフルとかぶりを振る。

「……そうか。なら、好きにしな」

　どうせ長くは持たねえだろ──そう思ったがゆえの返答だった。

　そんなラグラスの予想に反し、トルテは何度も船を漕ぎながらも頑がんとして眠ろうとはしなかった。こちらに遠えん慮りよして一人だけ眠るのを拒こばんでいるのだろうと思い込んでいたラグラスも、さすがにこれはおかしいと思い始める。よくよく考えてみれば、心が壊こわれかけているトルテが強い意志をもって睡魔に抗っているというのもおかしな話だった。

　先の沐浴が刺激となり、壊れかけの心が少しだけ回復したという見方もできなくはないが、それだけでは片づけられない違和感が今のトルテからは感じられた。

　目を眇すがめ、焚き火の向こう側にいるトルテを注視する。

　感情が剥はく落らくした表情からは「睡魔に抗っている」以上の情報は読み取れそうになかった。

　それならばと、トルテの全身に視線を巡めぐらせたところで、気づく。ラグラスでさえも注視してようやくわかるレベルの微び細さいさだが、トルテの体が微かすかに震ふるえていることに。

　湖こ畔はんの気温は、焚き火の熱を抜ぬきにしても比ひ較かく的暖かかった。それに沐浴後は、ラグラスが相当な努力を要してトルテの体をしっかりと浴布タオルで拭いたため、体が濡れて冷えたということも考えにくい。髪はまだ乾ききっていないが、それでも焚き火の熱を上回るほどの寒さを覚えるとは思えない。

　となると、震えの原因は心からきていると見るのが妥だ当とうだろう。

　そしてこの状況で、心が原因で体が震える理由など一つしかない。

「トルテ……お前さん、寝るのが恐こわいのか？」

　確信をもって訊ねると、トルテはしばしの沈ちん黙もくを挟み、首肯を返した。

「寝ると……〝あの時〟の夢を見るから……」

　そう答えた声こわ音ねは相も変わらず無機質だったが、その響ひびきは体同様、微かに震えていた。

（〝あの時〟、か）

　姉たちを殺した時のことを指しているのか、親であるラストロンツ国王と妃きさき、兄が殺された時のことを指しているのか……兎とにも角にも、亡国の王女に見せる悪夢の種類レパートリーは枚挙に暇いとまがない。トルテが眠ることに恐きよう怖ふを覚えるのも無理からぬ話だった。

（もしかしたら、悪夢によって恐怖という感情が刺激されていたおかげで、心が完全に壊れずに済んでいたのかもしれねえが……それはそれで、やるせない話だな）

　ガリガリと頭を掻かき、ため息をつく。

　また一つ、トルテのことを放っておけない理由ができてしまった。

（こんなガキにこんな地じ獄ごくを見させるとはな。……神よ。つくづくあんたは、信しん頼らいに値しねえ存在だよ）

　心の中で牧師にあるまじき不平を漏らしながら立ち上がり、トルテの隣に腰を下ろす。

「曲がりなりにも牧師だからな。悪夢の対処法は知ってる」

　そう言いながらトルテの肩を抱き、こちらに引き寄せる。

「人と人が身を寄せ合って温まるのは、何も体だけの話じゃねえ。でもって、温まった心は悪夢を遠ざける。だから……騙だまされたと思って眠っとけ」

　言っているうちに段々気恥ずかしさが込み上げてきたせいで、最後の言葉は無む駄だにぶっきらぼうになってしまった。

　トルテは何も答えず、かといって眠ろうともせずに、最も早はや慣れ親しみつつある沈黙が二人を包む。

　反応がないならないで構わないと、ラグラスが思っていると、

「どうして……？」

　トルテの口から出てきた言葉が困こん惑わくに揺ゆれていることに気づき、少しだけ驚おどろいてしまう。先程声音を震わせた時でさえも感情らしい感情を感じさせなかったトルテが、今、有り有りと、困惑という感情を露あらわにしていた。

「どうして……わたしに……良くしてくれるの……？」

　続けて出てきた声音もまた、困惑に揺れていた。

　虚うろを映していた瞳ひとみの奥には、どこか縋すがるような輝かがやきが燻くすぶっていた。

　身を寄せ合った効果が早さつ速そく出たのかどうかはさておき、トルテは今、初めてラグラスの前で感情らしい感情を露わにしている。

　ここは素直に答えるべきだと判断したラグラスは、嘘うそ偽いつわりのない言葉で答えた。

「お前さんは、四年前に生き別れになった妹に……リコリスにそっくりなんだ。だから、放っておけなかった」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ラグラスですら気づかないほど微かに、トルテの表情に失望にも似た影かげが落ちそうになる。が、それはあくまでもその一瞬だけの話だった。

　ラグラスはほとんど間を置くことなく、無自覚に失望の影を振り払はらう言葉をつぐ。

「だがそれは、まあ、あくまでも切っ掛かけだな。お前さんのようなガキに『わたしを殺して』なんて言われて放っておけるわけがないだろうが。だから、『わたしを殺して』なんてもう二度と言うなよ。少なくともここに一人、お前さんに死んでほしくないと思ってる人間が、せめて今いる地獄からは抜け出させてやりたいと思ってる人間がいること、忘れんなよ」

　と言い切っておきながら、似合わないことを言っていることを自覚していたラグラスは、ますます気恥ずかしさを覚えてしまい、腕うでの中にいるトルテから逃にげるように視線を逸そらしてしまう。

「……わかった……」

　思いの外ほかすぐに返事がかえってきて、ラグラスは逸らしていた目を見開く。

　今ならトルテの顔に〝無〟以外の表情が浮うかんでいるかもしれない──そう思い、視線を戻もどそうとするも、突とつ然ぜんトルテが、ラグラスの胸に顔を埋うずめるようにしがみついてきたため、今トルテがどんな顔をしているのかを確認することができなかった。

「信じる……から……」

　先程のラグラスの返答について言っているのか、それとも、身を寄せ合えば悪夢が遠ざかるという話について言っているのか。その真意を確かめる間もなく、トルテはラグラスにしがみついたまま健すこやかな寝息を立て始める。

　ラグラスは、しょうがねえなと言わんばかりにため息をつくと、少しでも夢見を良くしてあげるために、トルテが眠っている間はこのままでいてやろうと心に決めた。




　　　　◇　◇　◇




〝あの時〟を境に、わたしの心はおかしくなってしまった。

　嬉うれしくなるようなことがあっても、心は何も感じてくれなくなっていた。

　怒おこりたくなるようなことがあっても、心は何とも思ってくれなくなっていた。

　泣いちゃうようなことがあっても、心は震えてくれなくなっていた。

　笑っちゃうようなことがあっても、心は動いてくれなくなっていた。

　まるで心が鎖くさりで雁がん字じ搦がらめに縛しばられているような、その鎖がわたしの心を締しめ上げ、少しずつわたしの心を壊していっているような、そんな感覚だった。

　おかしくなったわたしの心だけど、一つだけ、心が動いてくれる時がある。

　それは〝あの時〟の夢を……お城に攻せめてきたエウガインの人たちにお父様とお母様とお兄様が殺され、オセリアお姉様とユルハお姉様をこの手で殺した夢を見た時だった。

　その夢を見るたびに、悲しくて、恐くて、怖こわくて、哀かなしくて……どうしてわたしだけが生き残ったんだろうって、どうせなら、みんなの代わりにわたしが死ねばよかったんだって思ってしまう。

　こんなわたしが生きていても仕方ない。けれど、心がおかしくなってしまったわたしでは、お姉様たちを殺すことはできても、わたし自身を殺すことはできなかった。殺す殺さない以前に、心と体がまともに動いてくれなかった。

　でも、それでいいと思った。

　お姉様たちをこの手で殺すような悪い子なわたしが、自分の手で死ぬなんて贅ぜい沢たくな死に方が許されるはずがないと思っていたから。わたしがお姉様たちにやったように、誰だれかの手で嬲なぶり殺しにされなければ、みんなに合わせる顔がないと思っていたから。

　わたしのことを愛してくれたお姉様たちが、絶対にそんなことを望まないことはわかってる。誰かに殺してほしいと考えること自体が、お姉様たちの想おもいを踏ふみにじっていることもわかってる。

　でも、それでも、殺してほしいと思わずにはいられなかった。

　わたしのことを、うんと苦しめてほしいと思わずにはいられなかった。

　そんなどうしようもないわたしの前に、彼が……ラグラスが現れた。

『エウガインの所業が許せないのなら、家族の仇かたきを討うちたいのなら、俺と一いつ緒しよに来い。全ての元げん凶きようであるエウガイン国王を殺す術すべくらいなら、俺が教えてやるよ』

　そう言ってラグラスが手を差し伸のべてくれた時、確かに、少しだけ、わたしの心を縛っていた鎖が緩ゆるんだ。

　緩んだから、こう思えるようになった。わたしにはまだやれることがあるかもしれないと。わたしだけ生き残った理由を見つけたかもしれないと。

　心の鎖が緩んだ瞬間は、その時だけではなかった。

　ラグラスは、わたしのことを生き別れになった妹さんに似ていると言った。

　それを聞いた時、なぜか、少しだけ、心がもやっとした。

　だけどその後に、わたしに死んでほしくないと、せめて今いる地獄からは抜け出させてやりたいと言ってくれた時、なぜか、とても、嬉しかった。

　この人と一緒にいたら、少しは自分を許せるかもしれない。

　この人と一緒にいたら、みんなの仇を討てるかもしれない。

　そんなことを思っていたら、心の鎖がまた緩んで……〝あの時〟以来初めて、わたしは人に甘えた。この人になら甘えていいとさえ思った。

　だからだろうか。あれだけ寝ねるのがこわかったのに、ラグラスに抱だきついたら自分でも驚くほどあっという間に寝ることができた。

　その間は〝あの時〟の夢ではなく、お父様とお母様とお兄様と、オセリアお姉様とユルハお姉様、そして、わたしの身の回りの世話をしてくれた、わたしにとっては三人目のお姉様に等しいメイドの〝あの人〟と、一緒に楽しく過ごす夢を見ることができた。

　たとえ夢の中でもみんなに会えたのは、たぶん、きっと、ラグラスのおかげ。

　だからというわけではないけれど、鎖が緩んで少しだけ自由を取り戻したわたしの心は、自分の意志ではっきりとこう思うようになった。

　この人についていってみよう──と。




　　　　◇　◇　◇




　昼を過ぎた頃ころ。親おや猫ねこに甘える子猫のように、ラグラスにしがみついて眠ねむっていたトルテが、ゆっくりと瞼まぶたを上げる。トルテが起きたことに気づいたラグラスは、焚たき火に小枝を放り込みながら軽い調子で話しかけた。

「よっ。おはよーさん。夢見はどうだった？」

「……よかった……」

　目元をコシコシと擦こすりながらも比ひ較かく的すぐに返事をしてくれたことに、ラグラスは少しだけ驚いてしまう。眠りにつく前は、返事がかえってくるかどうかも怪あやしかった分余計に。

「そうか。そいつはよかったな」

　トルテの夢見が良かったことを素直に喜びながら、トルテの頭をワシワシと撫なで回す。が、トルテがこちらを、じ～っと見つめていることに気づき、思わず手を止めてしまう。

「わ、わりぃ。つい、な」

　なまじ似ている分、つい妹に接している時と同じような調子で撫でてしまった。

（お姫ひめ様が王族でもない人間に頭を撫でられても、あまりいい気はしないわな）

　と、反省しながら手を離はなすも、トルテが両手で、離したばかりのラグラスの手を掴つかんできて、思わず目を丸くしてしまう。

「もう少しだけ……お願い……」

「お、おう……」

　無駄に気き後おくれしながらも、ラグラスは再びワシワシとトルテの頭を撫で回す。

　催さい促そくしたということは、少なくとも頭を撫でられて悪い気はしていないということになるはずだが……トルテが相も変わらずの無表情なせいで真意がまるで読み取れない。

　素っ気ないくせに撫でるのをやめると不満を訴うつたえてくる、気まぐれな猫を相手にしているような気分だった。

　くぅ～～～…………

　突然、可愛かわいらしい腹の音がこだまする。トルテのお腹なかが鳴った音だった。

　これには、さすがのトルテも恥はずかしさを覚えたらしい。顔色や表情こそ変化はないものの、体は羞しゆう恥ちに耐たえるようにプルプルと震ふるえていた。

（どうやら、身を寄せ合った効果は夢見の良さだけには留とどまらなかったみてえだな）

　ほんの少しかもしれないが、壊こわれかけていたトルテの心が癒いえていることを、ラグラスは我が事のように嬉しく思う。

「まあ、俺もお前さんも昨日の夜から何も食ってないからな」

　さりげなくフォローしながらトルテの頭から手を離すと、背後に置いていた雑ざつ嚢のうの中から干し肉の包みを取り出し、トルテに渡わたした。

「正直お姫様の口に合うとは思えねえが、今はそれで勘かん弁べんしてくれ。湖もあることだし新しん鮮せんな魚を焼いてといきたかったところだが、さすがにいつまでもこの森でのんびりしてるわけにはいかねえからな。いくら国に気づかれるまでまだ一日ほど間まがあるとはいっても、油断はよろしくねえ」

　トルテは了りよう解かいの意を首しゆ肯こうという形で示した後、包みを拡ひろげ、中の干し肉を数瞬見つめてから小首を傾かしげる。

「このまま……食べるの……？」

　さすがに王族のテーブルマナーに、直接かぶりついて食べるなんて文字はないわな──と思いながらも、雑嚢からもう一つ干し肉の包みを取り出し、

「そうだ。このままガブリと食うんだ」

　トルテの目の前でガブリと干し肉をかじり、実演する。

「……いただきます……」

　ラグラスに倣ならって、はむりと干し肉にかじりついたトルテは、味を確かめるように何度も咀そ嚼しやくしてからポツリと呟つぶやいた。

「しょっぱい……」

「保存が利きくよう、香こう辛しん料りようをたっぷりと振ふりかけてあるからな」

　カラカラと笑いながら雑嚢から水みず袋ぶくろを取り出し、一緒に取り出した木杯コツプに水を注いでトルテに渡す。余程干し肉がしょっぱかったのか、トルテは木杯コツプの水を勢いよく呷あおるも、そのせいで気管に入ってしまい、咽むせてしまう。

「くっ……けふ……っ」

「おいおい大だい丈じよう夫ぶか」

「だい……じょうぶ……」

　さすがにこの時ばかりは無表情を保てず、ほんのわずかに眉まゆをひそめながらトルテは応じる。初めて表情らしい表情を見ることができたのは嬉しいが、しかめっ面つらでは有り難みが少ないと思うラグラスだった。

　息を整えたトルテは、干し肉をもむもむと食べきり、木杯に残った水を飲み干す。味わうというよりも、喉のどの奥に流し込むような食べ方だった。

（やっぱ、干し肉はお姫様の口には合わねえか）

　ならば、今日の晩あたりに俺の手料理を振る舞まってやろうと心を決める。

　食事が終わったところで、焚き火を消し、水袋に湖の水を補ほ充じゆうし、念のためトルテに頭巾ウインプルを被かぶらせてから出発する。今のトルテは昨晩とは違ちがい、明確に自分の足で歩く意志があったので、ラグラスが手を引いてあげる必要は最も早はやなかった。

（それに、これからやることを考えると、手を繋つないでってわけにはいかねえしな）

　しばらく歩いて森を抜ぬけ、平原に出たところで足を止め、トルテに向き直る。

「一応確認するが、本当に、エウガインに復ふく讐しゆうする覚かく悟ごがあるんだな？」

　気持ち厳しめの口調で訊たずねる。

　トルテの返答は、ラグラスが内心頭を抱かかえるほどに迷いのない首肯だった。

「……そうか。エウガイン国王を殺す術すべってのは、ぶっちゃけてしまえば俺の暗殺術だ。だから、こう言っちゃなんだが、俺に任せた方が確実に国王を殺すことができる。それでも、自分でやるのか？」

　当然のように、トルテは微み塵じんも迷うことなく首肯を返し、

「たぶんそれが……わたしが生き残った意味だと……思うから……」

　そう言われてしまってはこれ以上の問答を続けるわけにはいかず、ラグラスはやるせなさを乱雑に頭を掻かくことで紛まぎらせてからトルテに告げた。

「なら、今からそのための特訓を始める。なぁに、内容は至ってシンプルさ。ただ俺の後ろについて行くだけでいいからな」

「それだけで……いいの……？」

「ああ。とりあえず、お前さんの体力がどの程度のものか知っておきたいからな。それから──」

　ラグラスは踵きびすを返すと、なんの合図もなしにスタスタと歩き出し、意地の悪い笑みを浮うかべながら言葉をつぐ。

「──それだけとか思ってたら、痛い目を見るぞ」

　トルテは慌あわてて走り出し、すぐさまラグラスに追いつくも、歩ほ幅はばの差がある上にラグラスが早足で歩いているためすぐに引き離されてしまう。ラグラスの歩速は、トルテが小走り以上の速度を維い持じしなければついて行けない絶ぜつ妙みような速度だった。

　平原に出てからこの特訓を始めたのは、森の方が足場が悪いという理由も当然あったが、森を歩いている間にトルテの歩速を把は握あくするという意図があってのことだった。

　ラグラスは半顔だけを振り返らせ、小走りでついてくるトルテの様子を確認する。

　散々森中を歩いた後に小走りさせられたことで、トルテの息は早くも乱れ始めていた。

（お姫様だからな。予想どおり体力はダメダメだな）

　正直な話、ラグラスはトルテにエウガイン国王を討たせてやるつもりはサラサラなかった。復讐を焚きつけたのは、「わたしを殺して」と言ってきたトルテを思いとどまらせるため。それ以上でもそれ以下でもない。

　これからトルテがどういう人生を歩むにしても、一人で生きていけるだけの力は持たせてやりたいから特訓自体はしっかりとやるつもりだが、その先にある〝殺し〟まで導いてやるつもりは毛頭ない。モンスター相手ならともかく、頭に「人」が付く〝殺し〟など、トルテにはやらせたくない。

　嘘うそつきだと誹そしりたければ好きにしろ。妹に似ている似ていない以前にこんなガキが〝殺し〟に手を染める様を見るなんざ真まっ平ぴら御ご免めんだ──それが、嘘偽いつわりのないラグラスの本心だった。

（自分ではエウガイン国王は殺せない。自分には〝殺し〟の才能がない──そう思わせることで、復讐を思いとどまらせることができたらベストだな）

　歩き始めてから一〇分。トルテは額から玉の汗あせを垂らしながら、ラグラスについてくる。その様子を見て、これなら早々に音を上げるだろうとラグラスは確信する。

　歩き始めてから二〇分。トルテは肩かたで息をしながら、不平一つ漏もらすことなくついてくる。意外に根性があるなと、ラグラスは感心する。

　歩き始めてから三〇分。トルテは体をふらつかせながらも、弱音一つ吐はくことなくついてくる。この状態でまだ音を上げないのかと、ラグラスは呆あきれる。

　そして、四〇分が過ぎ、五〇分が過ぎ……一時間を過ぎたところで根負けしたラグラスは、トルテの意志の強さに驚おどろきながらも今日の特訓終しゆう了りようを彼女に告げた。

「はぁ……はぁ……も……う……っ……はぁ……終わり……？」

　膝ひざに両手をつき、息も絶え絶えになりながらも気の強い言葉を吐く、トルテ。

　子供だからと、王女だからと、彼女のことを甘く見ていたことをラグラスは反省し、同時に心の中で頭を抱えた。

（こういう意志の強い人間ほど、一度堕おちたら後あと戻もどりがきかないんだよなぁ……）

　逆に、これほど意志の強い少女の心を壊れる寸前まで追い込んだ、エウガイン王国への怒いかりが沸ふつ々ふつとわいてくる。

（……そうだな。俺の意志でエウガイン国王をぶっ殺して、代わりに復讐を果たしてやるのも悪くねえな。俺が殺したいから殺したと言えば、トルテも、納得はできないまでも文句は言わないかもしれねえしな）

　そこまで考えたところで、ラグラスは呆れたようにため息をつく。

　普ふ段だんは妹を見つけ出すことと、妹を〝商品〟にしている奴隷商クズどもを根絶やしにすることしか考えていないのに、今はトルテのことばかり考えている。

　妹にそっくりだからという理由も確かにあるが、それを差し引いても入れ込みすぎだと我が事ながら呆れる。もっとも呆れている理由は、そこまで自覚した上で別にそれでも構わないと思っていることにあるが。

　空を仰あおぎ見る。太陽は少し赤みがかっており、野営地を探すにしても少々急いだ方がいい時間帯に差し掛かかっていた。
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　しかし、トルテの疲ひ労ろう具合を考えると、今すぐ動くというわけにもいかず。

（まあ、トルテのことを甘く見て無む駄だに追い込みすぎた俺のミスだな）

　心の中で反省しつつ、ラグラスは背中を差し出す形でトルテの前にしゃがみ込んだ。

「わりぃ。特訓のペースしくじっちまった。日が暮れる前に野営地を見つけてえから、ここから先は俺の背中でのんびり休んでいてくれ」

　そう言って、背中越ごしにトルテを見やる。まだ歩けると意地を張ろうとしているのか、それとも単純に息が整っていないのか、トルテは長い沈ちん黙もくを挟はさんでから短く答えた。

「……わかった……」

　トルテが背中にしがみついたところでラグラスは立ち上がり、早足で歩き出す。

「乗り心地ごこちはどうだい？」

　と、訊ねたところで気づく。トルテの口から、微かすかに寝ね息いきが漏れていることに。

　少し考えればわかることだった。〝あの時〟の夢を見るのが恐こわいと言っていたトルテが、慢まん性せい的に睡すい眠みん不足に陥おちいっていることくらい。

　特訓とはいえ、いきなりあそこまで追い込んでしまったのは、トルテに悪いことをしたな──と、心の底から反省しながらも、夕陽の赤に染まりつつある平原を、できるだけ静かに、できるだけ素早く歩いて行った。







　小川を見つけたラグラスは、その流れに沿って歩いた先にあった林を野営地に選ぶ。日が沈しずみきる前に晩飯用の川魚を捕つかまえたかったので、トルテを川辺の草むらに寝かせて離はなれようとするも、寝ているとは思えないほどしっかりとしがみつかれてしまい作戦変へん更こう。

　トルテを背負ったまま、手で直接川魚を捕まえるという荒あら業わざで、どうにか今晩のおかずを確保し、さっさと焼いてさっさと食べてから、多少気き恥はずかしさを覚えながらもトルテに添そい寝する形で浅い眠ねむりについた。

　そして、翌朝。

「料理を作るって……トルテがか？」

　起きてすぐに、自分が料理を作ると言い張るトルテに、ラグラスは目を丸くする。

　料理を含ふくめ、家事全ぜん般ぱんに縁えん遠どおいはずの王女がそんなことを言い出すとは思いもよらなかったので、なおさら驚きは大きかった。

「もしかして……昨日の干し肉、そんなに気に入らなかったのか？」

　コクリとトルテが首肯し、そういうことかと思いながら、ラグラスは質問を重ねる。

「自信はあるのか？」

「お城のみんなはわたしの料理……褒ほめてくれた……」

　そりゃ、一番下のお姫ひめ様が作った料理を貶けなす奴やつなんざ城にはいねえだろ──という言葉は吞のみ込み、

「そうか。だったら、今日の朝飯はトルテに任せるよ」

　折角トルテが自己主張してきたのだ。壊こわれかけの心を癒いやすという意味でも、今はその心意気を尊重してやろうとラグラスは思う。

（王族ってのは舌が肥えてるはずだから、さすがに出来がひどいものが出てくることはないと信じてえが……まあ、最悪まずかった場合は、俺が味を整えてやればいいか）

　今朝はトルテに料理を振ふる舞ってやる気マンマンでいたせいか、さりげなく失礼なことを考えながらも、調理器具と調味料が入った雑ざつ嚢のうをトルテに渡わたした。その考えが、本当にどうしようもないほどに失礼だったと思い知らされることになるとは、夢にも思わずに。

　そして一〇分後──

「お姫様が、すっげえ手て際ぎわで魚捌さばいてるよ……」

　ラグラスが捕まえた川魚を次々と包丁で捌いていくトルテを見つめながら、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　トルテの傍そばには太ふと薪まきを組んで作った焚たき火台が二つ用意されており、その内の一つを占せん拠きよしている鍋なべの中では、林で採った野草を入れたスープがコトコトと煮に込こまれていた。

　全ての川魚を切り身に変えたところで、その内の半数をスープに投入。どうやら野草だけではなく、魚からも出だ汁しをとろうという魂こん胆たんらしい。残りの切り身は塩で下味をつけてからフライパンに乗せ、空いていた焚き火台で焼き始める。

　その香こうばしい匂においに鼻び腔こうをくすぐられ、ラグラスの腹が盛大な音を鳴らした。

　まだ出来上がっていないにもかかわらず、トルテの手料理が野天にあるまじきご馳ち走そうだと確信したラグラスは、最悪俺が味を整えてやればいいかなどと失礼なことを考えていた自分を、なんだか無む性しようにぶん殴なぐってやりたい気分になっていた。

（これでもけっこう、料理の腕うでには自信があったんだけどなぁ……）

　トルテの前では口が裂さけても言えないと痛感しつつ、ため息をつく。

　妹を捜さがして西へ東へと旅しているため、必然的に自じ炊すいする機会が多いという理由もあるが、ラグラス自身料理をすること自体はそう嫌きらいではなかった。

　実際、今トルテが使っている包丁、まな板、フライパン、鍋などなど、旅先で使うために必要と言い張るには少々無理がある数の調理器具を、雑嚢に詰つめ込んで持ち歩いていた。

　当然荷物は調理器具だけではないので、少しでも持ち運びの負担を減らすためにサイズは全て小さい物を選んでいるわけだが、それがトルテにはちょうど良いサイズだったらしく、余計にラグラスの自信をへし折る手際を見せつけられる結果になってしまっていた。

　やがて料理が出来上がり、別々の木皿に盛り付けられた焼魚とスープがラグラスの眼前に並べられる。

　木皿は予備も含めてこの二枚しかないため、トルテが自分の手料理を食べられるのはラグラスが食べ終わってからになる。

　昨晩は何も食べずに寝てしまったトルテから先に食べさせてあげたいところだが、いつもどおりの無表情をそのままに、こちらを、じ～っと見つめているところを見るに、トルテに先に食べさせようと促うながしたところで断られるだけだろうと、ラグラスは思う。

　トルテが、手料理の感想が聞きたくてウズウズしているのは明白だった。

「それじゃあ、まずはスープから──」

「いただきます……は？」

　声こわ音ねもまたいつもどおりの無機質さなのに、妙な圧を感じたラグラスは、

「あ、はい。いただきます」

　なぜか敬語で応じながらスープをスプーンで掬すくい、一口啜すする。直後、短い時間で出汁をとったとは思えない、濃のう厚こうながらもさっぱりとした味わいが口腔いっぱいに拡ひろがる。

　どうやらスープに投入した川魚の切り身は比ひ較かく的脂あぶら身みの少ない部位を使っているらしく、ほどよい加減の脂が寝起きの胃い袋ぶくろに優しく染み渡り、ラグラスの食しよく欲よくを刺し激げきした。

　その食欲に命じられるがままに焼魚にかぶりつくと、愚ぐ直ちよくなまでに素材の味を引き立たせた切り身がホロリと口の中で解ほどけ、脂の旨うま味みと塩の塩えん味みが舌の上で踊おどり狂くるう。

　そこから先はもう夢中だった。夢中で焼魚にかぶりつき、夢中でスープを啜り……気がつけば完食していた。

　我に返ったように、トルテを見やる。

　心なしか、トルテの表情が得意げになっているように見えるのは気のせいだろうか？

「どうだった……？」

　いや、気のせいじゃねえな──と、ラグラスは確信する。

　我ながら、思い出すだけで恥ずかしくなるほどの食べっぷりだった。それこそ、感想を求める必要などないほどに。それをわざわざ求めてくるということは、やはり今、トルテが得意げになっていると見て間ま違ちがいないだろう。

「……見りゃわかるだろ」

　なんとなく癪しやくだったので明言をさける、ラグラス。

「わからない……」

　だが、トルテは一歩も引かなかった。語気も、今まで聞いた中で一番強かった。

「わかったわかった。ちゃんと答えるよ」

　さすがにこれ以上は往生際が悪いと思ったので、ラグラスは降参だと言わんばかりに両手を上げ、素直に答えることにした。

「ぶっちゃけ、トルテの料理の腕を甘く見てた。ていうか、絶対に俺の方が上だと思ってた。いや、ほんとマジで旨うまかったわ」

　褒めちぎりながらワシワシとトルテの頭を撫なで、手を離したその時だった。

「あ……」

　トルテの頬ほおに、微かに、確かに、笑みが浮うかぶ。今までのような、気のせいだと言われればそのとおりだと納得してしまいそうな微び細さいなものでは断じてない、一目見て褒められたことを喜んでいることがわかる可か憐れんな微び笑しようだった。

「は……はは……」

　その微笑に釣つられるように笑いながら、ラグラスは腰こしを落とし、真っ正面からトルテを見み据すえる。

「気づいてたか？　お前さん、今ちょっとだけ笑ってたぞ」

「笑ってた……？」

　小首を傾かしげながら、両手で頬をムニムニする。

　笑い方なんて、とっくの昔に忘れたと言わんばかりの反応だった。

「ああ。笑ってた。あんな状態だったのに、こんなにも早く笑えるなんてな。昨日の特訓の時からそんな気はしてたが、お前さんの心はお前さんが思っている以上に頑がん丈じようなのかもしれねえな」

「頑丈……」

　どことなく不服そうに呟くトルテを見て、さすがに女の子に向かって頑丈はねえわなと思い直す。が、

「そうだな……言い換かえるなら……心が強いってことだ」

　あ、やっぱこれもねえわ──と、言ってから気づき、誤ご魔ま化かすように笑ってから、立ち上がってトルテの頭の上に手を置く。

「とにかく、たとえ微かでも今笑えたという事実を自覚しときな。それを少しずつ積み重ねていきゃ、そのうち自分でもはっきりとわかるくらいに笑えるようになるはずだ」

「笑えるようになった方が……いいの……？」

「良いに決まってんだろ。お前さんにとっても、俺にとってもな。可愛かわいかったぜ、お前さんの笑顔。何度も拝みたくなるくらいにな」

　冗じよう談だん半分に言いながら、ワシワシとトルテの頭を撫で回す。

　ゆえに、ラグラスは気づいていなかった。

「……そう……」

　トルテは素っ気ない返事をかえすと、頭を撫で回していたラグラスの手を払はらいのけて背を向ける。

　思いのほか冷たい態度をとるトルテに面食らいながら、ラグラスは恐おそる恐る話しかける。

「あの～……トルテさん？」

「お腹なか……空いただけだから……」

　トルテはそう言いながら、ラグラスが空にした木皿に焼魚とスープを手際よく盛り付けていく。

（可愛いと言われるよりも、綺き麗れいだとか大人びているとか言われたいお年とし頃ごろなのか？）

　などというラグラスの考えは、全くのハズレだった。

　ラグラスは気づいていなかった。頭を撫で回していたことでトルテが俯うつむき気味になっていたため、ラグラスの角度からは見えなかったが、「可愛かったぜ」と言われて以降、トルテの表情が微笑以上に緩ゆるんでいたことに、全く気づいていなかった。

（リコリスも大たい概がいだったが……やっぱ女心ってのは、いまいちよくわからねえな）

　そんなことを思いながら、やけに慌あわててスープを飲み干すトルテに苦笑した。







　朝食を食べ終えたところで、ラグラスはトルテの特訓がてら移動を開始する。

「今日の特訓も……ラグラスについて行くだけでいいの……？」

「ああ。とはいえ、昨日は俺のせいでオーバーワークになっちまったからな。今日はお前さんのペースに合わせて歩くことにする」

「別に……昨日と同じでも──」

「明日以降の特訓のためでもある。今日一日は無理のないペースで歩け」

　あえて言葉を遮さえぎり、語気を強くしてトルテに言う。「明日以降の特訓のため」という言葉が効いたのか、トルテは素直に首しゆ肯こうを返してくれた。

（本当なら町にでも立ち寄って、一日くらいのんびり休ませてやりてえところだが……）

　こればかりは、できない相談だった。

　そろそろ、ゾラの死とトルテの失しつ踪そうに気づいたエウガイン王国が、追っ手を差し向けてくる頃合いだ。自分一人だけならば追っ手に背中すら見せない自信があるが、トルテを連れているとなるとそうはいかない。体を休めるために一日潰つぶすのは得策ではなく、たとえ歩みは遅おそくとも、今は足を止めてはいられない状じよう況きようだった。

　それに、追っ手はゾラの館周辺の町に差し向けられる可能性が非常に高い。

　町は町でもゾラの館からは遠く離はなれている、当面の目的地となっている町以外は立ち寄らない方がそれこそ得策だった。

　隙すきあらば早足で歩こうとするトルテを窘たしなめながら歩いていると、行き先にかなり規模が大きい森が見えてきたので、これ幸いと足を踏ふみ入れる。

　森は身を隠かくすには持ってこいな上に、野草やキノコなどといった食材──毒性のものを見分ける知識があることが大前提だが──が豊富にある。

　ゾラの館があった森を歩き回っていた際、一度たりとも迷うことがなかったことからもわかるとおり、どれほど森が深かろうが、ラグラスが方向感覚を失することはない。

　トルテの疲ひ労ろうや追っ手のことを考えると、森に入らない理由がないくらいだった。

　しばらく森しん中ちゆうを歩き、休きゆう憩けいがてら昼食を摂とってまたしばらく歩いていると、進行方向上に複数の真新しい足あし跡あとを見つけ、二人は立ち止まる。

（こんなところに別べつ荘そうを建てる奇き特とくな人間なんざ、大事な〝商品〟を匿かくまうために館を建てた、ゾラのような奴隷商クズくらいのもんだが……）

　真っ先にそんな考えが浮かぶも、根元を残して引き千ち切ぎられた野草を発見して、すぐにそれが間違いであったことに気づく。足跡の付き方にしても、よく観察してみると、足跡の主たちが野草を摘つみに来ていたことを窺うかがい知ることができる。

（奴隷商クズが大事な〝商品〟に、野草摘みなんて脱だつ走そうされやすい仕事をやらせるとは思えねえ。となると、この森に人の集落があるってことになるが……この辺りに町や村はなかったはずだ）

　念のため、雑ざつ嚢のうから地図を取り出して確認してみるも、ラグラスの記き憶おくどおり、森の中は勿もち論ろんその周辺にも町や村はなかった。

「地図に載のってない村がある……とか……？」

　踵かかとを上げながら地図を覗のぞき込んできたトルテに、ラグラスは首肯を返す。

　エウガイン王国の税は、他の国に比べて格段に重い。税が払えず町に住めなくなった者たちが、森や山に集まって隠れ住んでいたとしても不思議ではないほどに。

「今日は、屋根の下で寝ねられるかもしれねえな」

　そう言って、トルテの頭をワシワシと撫でた後、足跡を追って再び歩き出す。

　その一五分後。期待どおり、森の中にひっそりと佇たたずむ村を発見した。

　村の規模は掘ほっ立て小屋が一〇軒けんあるかないか程度で、地図に載っていないのも納得の規模だった。

（まあ、だからこそ追っ手を気にすることなく、トルテを休ませてやれるわけだが）

　規模が小さい村だからこそ他人を泊とめる余よ裕ゆうがない可能性があることは、今はあえて考えないようにしながら村に足を踏み入れる。ほどなくして村人を発見するも、

「あからさまに何か起きてるな、こりゃ」

　一つの小屋に集まった一〇人そこそこの村人が、入口の扉とびらから屋内を覗き込んでいる様子を見て、ラグラスは頬を引きつらせた。

　村の規模を考えると、村人のほぼ全員がこの小屋に集まっている状態になっていた。

　兎とにも角にも話しかけないことには始まらないので、ラグラスたちは村人たちに近づいてみると、

「おお、牧師様！　これはこれはいいところに！」

　いち早くラグラスに気づいた老ろう爺やが、わざとらしいほどに声を張り上げる。

　その声を聞いて、小屋を覗き込んでいた村人たちが揃そろってこちらに振ふり返ってくる。

「よかった……これで弔とむらえるわ」「いやはや、ナイスタイミングだな」「ほんとにな。町まで呼びに行く手間が省けたってもんだ」

　口々に言いながら、村人たちは示し合わせたように扉の前から離れていく。

　老爺が無言で促うながしてきたので、嫌いやな予感を覚えながらも小屋の中を覗いてみると、

「……こんなこったろうと思ったよ」

　小屋の中で、首を吊つって死んでいる初老の男を見て、ラグラスは再び頬を引きつらせた。

「二日前に村にやってきた男で、どうにも様子がおかしかったから気をつけていたつもりだったんじゃがなぁ。ちょっと目を離した隙に、ご覧の有り様というわけじゃ」

　二日程度の付き合いゆえか、それとも単に人死にに慣れているだけなのか、他人ひと事ごとのように言う老爺に、ラグラスはますます頬を引きつらせた。







「神よ、彼かの者が生まれながらに背負いし罪を、死せる間まに重ねし罪を憐あわれみ、赦ゆるし給たまえ。願わくは、彼かの魂たましいが神の御み許もとにあらんことを」

　ラグラスは、初老の男の死体を収めた棺ひつぎに向かって祈き祷とう文を読み上げると、胸の前で十字を切り、両手を組んで祈いのりを捧ささげる。その隣となりにいたトルテも、その後ろに並んでいた村人たちも、ラグラスに倣ならって祈りを捧げた。

　祈祷が済んだところで棺を地面に埋うめ、その上に木組みの十字墓を建てる。その傍そばにさらに五つ十字墓があるのは、村の規模に比して多いと見るべきか少ないと見るべきか。

　兎にも角にも牧師としてやるべきことはやったので、老爺──案の定村長だった──に報ほう酬しゆうを催さい促そくしにいく。

「つうわけで村長さん。あれ、使わせてもらうぜ」

　そう言ってラグラスが指差したのは、つい今し方地面に埋められた、自殺した男が使っていた小屋だった。

「別に構わんが……報酬は本当にそれだけでよいのか？　村の金をかき集めれば、葬そう儀ぎ代くらいは払えんこともないんだぞ」

「いいっていいって。屋根のあるところで眠ねむれる上に、夕食までご馳ち走そうしてもらえんだ。これ以上望んだら罰ばちが当たるってもんだ」

「人が死んだばかりの部屋で寝ね泊とまりするのは、罰以外のものが当たりそうじゃが……」

「そん時は、サービスでもう一回祈祷してやるまでさ」

　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫と言ってヒラヒラと手を振りながら村長と別れ、トルテと一いつ緒しよに小屋の中に入る。テーブルと椅い子す以外の家具が見当たらない、本当にただ屋根があるだけの小屋だった。壁かべ際ぎわには、村長が用意してくれた毛布が二枚、畳たたんで置かれていた。

（まあ、どうせ毛布は一枚しか使わないんだろうけどな）

　トルテを横目で見やりながら、小さくため息をつく。

　村人たちにはトルテのことを聖職者としての弟で子しとして紹しよう介かいしているが、だからこそ、一緒にくっついて寝ているところは誰だれにも見られないように気をつけようと肝きもに銘めいじる。

　そんなことを考えていると、トルテがこちらを見返し、無ぶ遠えん慮りよに言う。

「ラグラスって……本当に牧師様だったんだ……」

　思わず、呻うめきそうになる。よくよく考えてみれば、トルテの前で牧師らしいことをしてみせたのは今回が初めてだったことに気づく。

「でも……よかったの……？　お金、もらわなくて……？」

「いいんだよ。俺が言うのもなんだが、村中からかき集めなきゃ葬儀代も払えねえような連中から金を巻き上げるような奴やつは、牧師とは言えねえからな」

　その言葉に、トルテの頬ほおにあるかなきかの微び笑しようが浮うかびかけるも、

「まあ、金はゾラの館で、たんまりといただいてきたから全然困っちゃいねえって理由もあるけどな」

　あくどい笑みを浮かべながら言葉をつぐラグラスを前に、浮かびかけた微笑が怪け訝げんな表情に変わる。

「ラグラスって……本当に牧師様……？」

「お、おぉう……」

　舌の根の乾かわかぬ内に疑ぎ問もん符ふをつけられ、今度こそ呻いてしまう。よくよく考えるまでもなく、先程の言葉は完全に盗とう賊ぞくのそれだったと反省するラグラスだった。







　翌朝。ラグラスとトルテは村人からもらったパンで朝食を済ませると、挨あい拶さつもそこそこに村を発たった。追っ手がくる可能性が捨てきれない以上、長居するのは自分たちにとっても村人たちにとっても良くないと判断したがゆえの行動だった。

　屋根があるところでグッスリと眠ったからか、ラグラスが思っていた以上にトルテの疲労は回復していた。けれど、それでもまだ本調子というわけではなかったので、今日も今日とて無理のないペースで歩くことにする。

　やがて森を抜ぬけ、平原を行き、道中で見つけた岩場で昼食を摂ったところで、ラグラスはいよいよ特訓を次の段階に進めることにする。

「さて、腹が膨ふくれたところで、今からお前さんの魔ま法ほうに関する知識と適性を確かめさせてもらう。ってなわけで、はい！　魔法について説明できるだけ説明！」

　いきなり無む駄だにハイテンションに説明しろと言われたトルテは、目をパチクリと瞬またたかせた。

「説明……？」

「そう。説明」

　実は、長々と喋しやべらせることでトルテの心を刺し激げきし、さらなる回復を促すという意図もあるわけだが、それはあえて口にしなかった。

「……数千年前とも数万年前とも呼ばれる頃ころに──」

「って、そこからかよ！」

　思わずツッコミを入れてしまう。

　長々と喋らせようという意図があるとはいっても、魔法の歴史から始められてはラグラスの求める長々よりも大おお幅はばに長々な説明になってしまう。なので、

「神しん聖せい魔法と賢けん皇のう魔法が、どういう代しろ物ものかっていう説明だけでいい。起源や歴史なんざ、暗殺には何の役にも立たねえからな」

　トルテは数すう瞬しゆん沈ちん黙もくを挟はさんでからコクリと首しゆ肯こうし、答える。

「神聖魔法は、回復、防ぼう御ぎよ、身体能力強化を主体とする魔法で……賢皇魔法は攻こう撃げきを主体とする魔法……。神様から授かったと言われる神聖魔法と……神聖魔法を参考に、八〇〇年前に賢皇リヴァリウスが創り上げた賢皇魔法は……んと……にてひなる？　ものだから……大たい抵ていの人は、どちらか片方の適性しかなくて……神聖魔法と賢皇魔法の両方を使える人は、一万人に一人もいないって言われている……で合ってる……？」

「合ってる合ってる」

　と言いつつも、「似て非なる」という言葉の意味を知らずに、ただ丸暗記していたことについては触ふれないでおいてあげる。おそらく、王女としての教養で魔法の歴史を学んだ際に丸暗記したといったところだろう。

「ちなみにだが、トルテは自分の魔法の適性を調べたことはあるのか？」

　フルフルと首を横に振る。

「お父様に…………魔法の使い方を学ぶのは、一五歳になってからにしなさいって言われてたから……」

　微び妙みように長い沈ちん黙もくに込められた感情については、あえて触れないようにしたラグラスは、ゾラの館でくすねてきた掌てのひら大の水すい晶しよう玉を雑嚢から取り出し、トルテに渡わたした。

「そいつは識水晶リクリスタル。人間の内に秘められた魔法を扱あつかうための力──エーテルをそいつに込めることで、神聖魔法と賢皇魔法のどちらに適性があるのかを調べられるって代物だ」

「エーテルを込める……？」

　どうやって？──と言いたげに、トルテは小首を傾かしげる。

「全身の血の流れを意識し、識水晶を持つ掌に集めるようにイメージすればいいが……まあ、実じつ践せんはまた後でやらせてやるから、今はこっちの話、進めていいか？」

　トルテが首肯を返すのを確認してから、ラグラスは識水晶の説明を再開する。

「識水晶リクリスタルってのは、体内のエーテルを出力する感覚を養う練習台の役割も兼かねている。魔法を覚えるにしろ魔ま石せきを使うにしろ、エーテルが力の源である以上、それを外に出す感覚を掴つかまないことには話にならねえからな。魔法の適性を調べると同時に、魔法を使えるようになるためのスタート地点に立たせてやろうって理由で生み出されたのが、識水晶ってわけだ」

「この識水リキユリシユ──」

　トルテが何か言おうとして、口ごもる。見事なまでの噛かみっぷりだった。

「……これにエーテルを込めることができなかったら……スタート地点にすら立てないってこと……？」

　どうやらトルテの舌では「リクリスタル」は言いにくいらしい。

　何事もなかったかのように「これ」と言い直すトルテに、ラグラスはそれなり以上の努力を要して笑いを堪こらえてから質問に答えた。

「そういうことだ。まあ、できるようになるまでに何日もかかるような奴はいても、全くできなかったって奴は今まで見たことも聞いたこともねえからな。そんな奴はそれこそ、魔法が両適性の奴──一万人に一人どころか一〇〇万人に一人もいないだろうよ」

　と言ったところで、ふと思う。

（なんか、言ってることが前まえ振ふりみたいになってるのは気のせいか？）

　一万人に一人か、一〇〇万人に一人……そのどちらかに、トルテが当てはまりそうな予感がしてならなかった。

　前者だった場合、神聖と賢皇、両方の魔法を使えることになる。暗殺においてそれはこの上なく強力な武器になるが、だからこそトルテが〝こちら側〟に近寄ることを意味しているので、できればハズレてほしいところだった。

　後者だった場合、エウガイン国王の暗殺なんて夢のまた夢だと思えるほどに暗殺の才に恵めぐまれていないことになるため、その分〝こちら側〟からトルテを遠ざけることが容易になる。だがそれは、ただでさえ不幸な目に遭あっているトルテに追い打ちをかけるような結果であり、正直トルテのことが可哀かわい想そうになってくるので、こちらに関してもできればハズレていてほしいところだった。

（前者はともかく、もし後者が当たっていた場合は……神よ。これからはあんたのこと、マッドなサディストだと思って祈りを捧げることにするわ。あんま捧げたことねえけど）

　表向きとはいえ、巡じゆん回かい牧師をやっているくせに、ここまで神に敬意を払はらわない人間もそうはいない。不良牧師ここに極きわまれりである。

「そうだな……とりあえず五分待つから、やるだけやってみな。それまでに識水晶リクリスタルにエーテルが込められなかった場合は、もう少し詳くわしくコツを教え──」

「できた……」

「…………は？」

　思わず、間の抜けた声を漏もらしてしまう。言葉どおり、トルテは識水晶リクリスタルにエーテルを込めることに成功していた。その事実に、さしものラグラスも唖あ然ぜんとするしかなかったが、それ以上に、トルテの両手にスッポリと収まっていた識水晶の中で白と黒の光が渦巻いていることに、開いた口が塞ふさがらなかった。

「なんか白い光と黒い光が出てるけど……どっちの適性なの……？」

　開いた口を手で無理矢理閉じた後、ラグラスはため息まじりに答える。

「白い光は神聖魔法の適性があることを、黒い光は賢皇魔法の適性があることを示している。つまり……アレだ。お前さんは一万人に一人もいない両適性者になるってわけだ」

　どうやら神は、この不幸な少女に才という恵みを与あたえていたらしい。正直、もう少し空気読めよと思わなくもない。

　ラグラスは気を取り直すように咳せき払ばらいをし、特訓を次の段階に進めることにする。

「思いのほかあっさり終わっちまったから、早さつ速そく魔法についてレクチャーしようと思うが……言うまでもねえが、俺は両適性じゃねえから教えられるのは片方。神聖魔法だけだ」

　そう言って、ラグラスは肩かたをすくめる。

「まあ、『使用する魔法の効力を完かん璧ぺきに把は握あくし、揺ゆるぎないイメージを持って呪じゆ文もんにエーテルを込めて唱えることで発動する』という根幹となる理り屈くつは神聖魔法も賢皇魔法も同じらしいから、町でそれ系の本を買って教えるという手もあるにはあるが……さすがに、いきなり両方やるってのもややこしい話だろ？　だから、俺がお前さんに教える魔法は神聖魔法一本でいく。それで構わねえな？」

「構わない……」

「それなら、回復、防御、身体能力強化……どれからいきたい？」

「身体能力強化……」

　ここ数日の特訓で自身の身体能力の低さを痛感したのか、トルテの決断は早かった。

「わかった。身体能力強化だな。まずは俺がお前さんに強化魔法をかけてやるから、効果を体感し、全力で把握しろ。いいな？」

　首肯を返すのを確認したところで、ラグラスは掌をトルテに向け、呪文を詠えい唱しようする。

「《魔を打ち破りし祝福よ　汝なれに宿れ》」

　直後、白光がトルテの体を包み込み、体の内に入り込むように収縮していく。

「先に言っておくが、いきなり全力で飛んだり跳はねたり走り回ったりするなよ？　強化状態の身体能力を把握できてもいないのにそんなことしても、怪け我がするだけだからな」

　トルテはコクリと首肯しながら、両手を開いたり閉じたり、二、三度ジャンプしてみたりして強化魔法の効果の把握に努める。

　トルテが動きを止めたところで、ラグラスは訊たずねる。

「強化魔法がどういうものか、少しは掴めたか？」

「うん……。なんとなくだけど……」

「そのなんとなくを突つき詰つめていけば、自然と強化魔法の効果を把握できるようになる。強化魔法は一〇分もすれば解除されるようにはしてあるが、それよりも早くに把握できた時は言ってくれ。すぐに解除して、自分に強化魔法を施ほどこす特訓を開始すっから」

「わかった……」

「おう」

「解除していいよ……」

「……おう？」

　思わず、疑ぎ問もん符ふをつけて応じてしまう。

「もう、把握したのか？」

「うん……。なんとなく把握した……」

「いや、魔法を使う時はなんとなくじゃなくて、完璧に把握する必要があるんだが……まあ、やらせるだけやらせるのもアリか」

　そう思い直したラグラスは、トルテにかけていた強化魔法を解除し、呪文について説明する。

「さっき俺が唱えた呪文は、自分以外の人間に強化魔法をかける際に使う呪文だ。こっちの方が無む駄だに難しいことはさておきだ。自分にかける場合は呪文の内容が変わるが、まあ、それに関しちゃそう難しい話じゃない。《汝》を《我》に変えて唱えるだけでいい」

「《魔を打ち破りし祝福よ　我に宿れ》でいいの？」

「そうだ。それでい──……いぃいいいいぃいいッ!?」

　思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　トルテが強化魔法を発動したのだ。

　呪文の内容を確かめるために若じやつ干かん棒読み気味で唱えたにもかかわらず強化魔法が発動し、白光がトルテの体を包み込み、その内側に収縮していったのだ。

　何百何千と強化魔法を自身に施してきたラグラスは、トルテが完璧に強化魔法発動に成功していることを確信するも、だからこそ、その現実に理解が追いつかなかった。

（「なんとなく」で、その気もない呪文で、おまけに一発で成功させるとかどういう了りよう見けんだよ、マジで!?　俺が強化魔法覚えるのに何日かかったと思ってんだ!?）

　ひとしきり驚おどろいたところでラグラスは一度深呼吸をし、無理矢理気持ちを落ち着かせる。

　よくよく考えたら、トルテは一万人に一人もいないと言われている神聖魔法と賢けん皇のう魔法の両適性者。魔法の才能がずば抜ぬけていても何ら不思議ではない。

　あの体力のなさを鑑かんがみるに、己おのれの肉体を使った戦せん闘とうに関してはきっと残念な有り様になっているに違ちがいない。きっとそうに違いない。と、自分に言い聞かせるも、




　翌日──




（もうやだ、このお姫ひめ様。つうか本当にお姫様？）

　当てが外れたラグラスは、心の中で嘆なげきに嘆いていた。

　昨日は魔法の特訓──恐おそろしいことに、たった一日で基本的な神聖魔法をマスターした──だったので、今日は時間の多くを移動に費やし、ある程度トルテを疲つかれさせたところで、模も擬ぎ戦形式の特訓を行なうことにした。

　ラグラスは鞘さやに収めたダガー一本を手に、トルテはラグラスがわざわざ木を彫ほって作った木製ダガーを手に、対たい峙じしていた。当然、まともにやり合っては実力差がありすぎて特訓にならないので、ラグラスはトルテに好きなように攻せめさせ、こちらは時折寸止めの反はん撃げきをするという形で模擬戦を行なうことにしたわけだが、

（このお姫様、なんでこうもナチュラルに的確に急所を狙ねらってくるんだよ!?）

　戦せん慄りつを覚えずにはいられなかった。

　傍はたから見たら、トルテがただデタラメに攻こう撃げきを仕し掛かけているだけのようにしか見えない。実際、トルテは急所がどうとか考えずに、ただただ無心に木製ダガーを振ふり回しているだけだった。

　しかし、無心に振るっているはずの木製ダガーが、胴どうを狙えば臓ぞう腑ふを、四し肢しを狙えば腱けんや血管が太い箇か所しよを、恐ろしいほど正確に狙ってくる。

　体力はないし、刃は筋すじはヘロヘロだし、時折ずっこけるくせに、トルテが振るった木製ダガーの向かう先は紛まごうことなく〝殺し〟。戦慄を覚えるなと言う方が無理な話だった。

（まあ、それだけだったらまだマシだったんだが……）

　ラグラスは、トルテが刺し突とつを放とうとする〝起こり〟を察知し、それよりも早くに寸止めの横よこ薙なぎを繰くり出そうとするも、

「……っ……」

　トルテは唐とう突とつに攻撃を中断。すぐさま後ろに下がり──足がもつれて盛大にすっ転んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　と声をかけながらも、今にも引きつりそうになる頬ほおを気合で抑おさえ込む。

（さっきから攻撃を仕掛けようとしたら、これだ。危険を察知する勘かんが尋じん常じようじゃねえ。ほんと何なの、このお姫様!?）

　一三歳という年ねん齢れいの低さと、王女という体を動かす機会の少ない身分のせいで身体能力が低いだけで、暗殺者としての資質は紛うことなき天才──いや、怪かい物ぶつと言っても差し支つかえないレベルだった。

　それこそ〝道どう化けの死神〟の名で恐れられているラグラスをも上回るほどに。

（ほんと、どうしたものかね……）

　これほどの才能があれば、エウガイン国王暗殺も決して不可能な話ではない。が、それを為なしてしまったら、トルテは完全に〝こちら側〟の人間になってしまう。

（それだけは、なんとしてでも阻そ止ししねえとな。こいつは……トルテは、〝こちら側〟に来ていい人間じゃねえ）

　かと言って、今復ふく讐しゆうという目的を失わせるのは得策ではない。

　トルテの特訓に取り組む姿勢を鑑みれば、トルテが本気でエウガイン国王暗殺を目指しているのは明らかだ。その感情を否定してしまったら、回復傾けい向こうにあった心にどれほどの悪あく影えい響きようを及およぼすかわかったものではない。

（今はトルテの心が完全に癒いえるのを優先しつつ、特訓を続けていくしかない……か）

　結局、現状維い持じという結論しか導き出せなかったことを苦々しく思いながらも、ラグラスは顔に薄うすっぺらい笑みを貼はり付けて、トルテの特訓を続けた。







　トルテと行動を共にするようになってから、五日の時が過ぎた頃ころ。

「わたしたちって……今どこに向かってるの……？」

　今日も今日とて平原を移動していた途と上じようで、トルテが今さらすぎる疑問を投げかけてくる。

（いや……今さらというよりは、ようやくだな。ようやく、自分を取り巻く環かん境きように興味を持てるようになった）

　自然、笑みを零こぼしながらも、ラグラスはその疑問に答えた。

「ヘリガスって町さ。そこに標的にしているク──奴ど隷れい商がいる」

　クズを奴隷商と言い直したのは、トルテに向かって使うには、あまりよろしくない言い回しだと思ったがゆえのことだった。

「奴隷商……」

　トルテはポツリと呟つぶやき、さらなる疑問をぶつけてくる。

「殺すの……？」

「ああ。妹について何か知っていないか確かめた上でな。そんでもって……」

　ラグラスはわずかな沈ちん黙もくを挟はさみ、覚かく悟ごを決めてから言葉をつぐ。

「奴隷商そいつを暗殺する場に、お前さんも連れて行く。特訓では見せることができない俺のとっておき、お前さんに見せてやるよ」

　その言葉は、半分本当で半分嘘うそだった。

　トルテを暗殺の現場に連れて行く最大の目的は、トルテに〝殺し〟の凄せい惨さんさを見せつけ、復讐を思いとどまらせるための楔くさびを打ち込むことにあった。

（下手へたをすると、回復しつつあるトルテの心を傷つけることになっちまうかもしれねえが、今のトルテなら傷つくことはあっても、それくらいのことで壊こわれたりはしねえ。この子の心は、そんなにヤワじゃない）

　この五日間を通じて、その確信を得たからこその決断だった。

　それから、時間の多くを移動に費やし、翌日の昼にヘリガスに到とう着ちやくする。

　三角屋根の家屋がひしめき合う、良くも悪くも雑多な印象を受ける、エウガイン王国ではよく見るタイプの町だった。

　もっとも規模に関してはエウガインでも指折りで、相応に人口も多い。建ち並ぶ店も多種多様で、旅に必要な物や暗殺に必要なものを得るには事欠かない場所でもあった。

　ヘリガスにはエウガインの兵士が常じよう駐ちゆうしているので、トルテに絶対に頭巾ウインプルを脱ぬがないよう釘くぎを刺さしてから町に足を踏ふみ入れる。

　雑多な印象どおり、決して広くはない通りは人の行き来が激しく、人波に慣れていないトルテは何度も波に攫さらわれそうになる。一時的に路地裏に避ひ難なんしたラグラスは、顔色一つ変えることなく「もうこの町出たい」というオーラを醸かもし出すトルテに苦笑した。

「しゃあねえな」

　そう言って、ラグラスはトルテに手を差し出す。その意味を理解していないのか、トルテは目をパチクリと瞬またたかせる以上の反応は示さなかった。

「これじゃあ、お姫様にはわかりにくいか。なら……」

　ラグラスはトルテの眼前で恭うやうやしく片かた膝ひざをつくと、彼女の手を取り、無駄に気取った言い回しで言う。

「このわたくしめが、エスコートして差し上げましょう。お姫様」

「……………………………………………………………………………………………………」
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「あの～、トルテさん？　お願いですから、無反応はやめてくれませんかね？」

　無駄に気取った分、余計にダメージがでかかった。正直ちょっと泣きそうだ。

　そんな情けない顔を見せてしまったからだろうか。

「……っ……」

　思わずといった風ふ情ぜいで、トルテが少しだけ噴ふき出した。

　微笑ほほえむことすら珍めずらしかった少女の反応にラグラスは目を丸くし、そんな彼の反応を目の前で直視したトルテは意味もなく顔を背そむけてしまう。

「あ……」

　不意に、トルテの口から驚いたような吐と息いきが漏もれる。トルテの視線の先──建物の壁かべには、道化の仮面を被った人間の似顔絵が描えがかれた紙が一枚、貼り付けられていた。

「ラグラス……これって……」

「ああ、〝道化の死神〟っていう暗殺者の手配書だな。見ろよ。賞金額七〇〇〇万ルドだってよ。いやはや、そんなおっかねえ野や郎ろうがこの国に来てるなんて知らなかったわ」

　しゃあしゃあと宣のたまう〝道化の死神ほんにん〟に、トルテの双そう眸ぼうがジトっと据すわる。

「そんな珍ちん獣じゆうを見るような目で睨にらむなって。今みたいにいちいち反応するよりも、赤の他人って思うようにしてりゃ出るボロも出ないってもんだ」

「……そう……」

　トルテの返答は、納得してくれているのかいないのか微び妙みように判断に困るものだった。

　いつまでも路地裏にいても仕方がないので、ラグラスはトルテの手を握にぎり、立ち上がる。

「人ごみは嫌いやだろうが、もうしばらく付き合ってくれ。なんせ久々に立ち寄った町だからな。買っておきたい物が山ほどある」

　トルテはしばし繋つないだ手を見つめると、

「別に……嫌じゃない……」

　ぷいっと、ラグラスからそっぽを向いた。

「そうか……。そんじゃま、もう一度飛び込むとしますか。人の波に」

　おどけたように言いながらトルテの手を引き、通りに戻もどる。

　その際、トルテの小さな手がキュッと握り返してきたのは、また人波に攫われたくなかったからか、それとも別の理由からか……考える間もなく人波にのまれてしまったので、今はトルテをエスコートすることだけに集中した。

　それからは旅に必要な物を買うために様々な店を渡わたり歩き、その度たびにラグラスは妹──リコリスについて訊たずねて回った。

　そして、それが空から振ぶりに終わると、ラグラスは決まってこう訊ねる。

「じゃあ、情報屋とか情報通の人間は知らねえか？」

　そんな感じで店を回ること二時間。トルテ用のダガーを買うために立ち寄った武器屋で、情報屋についての有力な情報を得ることに成功する。

「店を出て、通りを左に進んだところに寂さびれた仕立屋がある。そこの店主に『服に興味はない。別のものを売ってくれ』と言えば、兄ちゃんの望みどおりに応じてくれるぜ──と、毎度あり～」

　ラグラスはダガーの代金に色をつけ、武器屋の店主は上じよう機き嫌げんにそれを受け取る。

　前にも言ったとおり、金はゾラの館でたんまりといただいているので、羽は振ぶれるところはしっかりと羽振るラグラスだった。

　武器屋を出て、言われたとおりに通りを左に進みながら、先程買ったダガーをトルテに渡す。

「しっかしまあ、本当にダガーそいつでよかったのか？　ぶっちゃけると、お前さんの特訓に木のダガーを用意したのは、俺と同じ得え物ものの方が教えやすいってだけで、別に他の武器を選んでも構わなかったんだぞ？」

　トルテはフルフルとかぶりを振った後、なぜか顔を背けながら答える。

「これでいい……ラグラスと同じだから……」

　後半の声は蚊かの鳴き声よりも小さく、ラグラスの耳には届かなかった。

　ほどなくして仕立屋にたどり着き、店に入るや否いなや、ラグラスは店主に向かって例の合言葉を言う。

「『服に興味はない。別のものを売ってくれ』」

「ここは仕立屋や。服に興味がないんやったら帰ってんか」

「そうかい邪じや魔ましたな──って、おぉおいッ!?」

　ノリツッコミを入れるラグラスに、独特な訛なまりの壮そう年ねん店主はカラカラと笑った。

「ノリのええ牧師はんもいたもんやな」

「まあこれでも、葬そう儀ぎの場で笑いをとるのは得意な方だからな」

「なに牧師ならそうするのが当たり前みたいに言うとんねん」

　波長が合ったのか、初対面とは思えない息の合ったやり取りを交わしたところで、ラグラスと店主は「だっはっはっ！」と笑う。一人取り残されたトルテの視線は「何してるのこの人たち」と言わんばかりに冷ややかだった。

　そんな緩ゆるみに緩んだ空気も、次に店主の口から出てきた言葉によって、一いつ瞬しゆんで消し飛んでしまう。

「そんで、いったいどんな情報がご所望で。〝道化の死神〟はん」

「おいおい何言ってんだ──……では、押し通れそうにねえツラしてんな。なんでわかった？」

　不意にラグラスの声こわ音ねが、視線が、凍いてつく。

　雰ふん囲い気きを一変させるラグラスを前に、店主は吞のんだ息を吐はき出してから答えた。

「そんな恐こわい目で睨まんといてや。実はワイ、去年までラストロンツで情報屋やっとってん。せやから、王女様の顔もバッチリ知ってるってわけや。それに加えて〝道化の死神〟がこの国に来たという情報と、ゾラが殺されて王女様が行方ゆくえ不明になったという情報、その王女様が今まさにワイの目の前にいるという状じよう況きようを鑑かんがみれば……もう答え合わせはできたも同然やろ」

「なるほどな」

　ラグラスは得心しながらも、店主がエウガインに移り住んだのは、エウガインがラストロンツに攻せめ込もうとしていたことを事前に察知したからだろうと推測する。

　店主の情報屋としての能力を確かめるという意味でも、この推測が当たっているのかどうかを確認したいところだが、内容的にトルテの前でしていい話ではないと思ったので、話を拡ひろげるのはやめてさっさと本題に入ることにする。

「お前さんに聞きたいことがある」

　雰囲気を〝道どう化けの死神〟から普ふ段だんの胡う散さん臭くさい不良牧師に戻しながら、雑ざつ嚢のうから金かね袋ぶくろを取り出し、店主の目の前──カウンターの上に置く。

　その大きさと重量感に、店主は目を丸くした。

「これはまた、めっちゃ羽振りええやん」

「そりゃ口止め料も込みだからな」

「あぁ……なるほどなぁ。情報屋間でも〝道化の死神〟の情報がろくに出回らんのはそういうことやったか。ま、この業界は信用が第一やからな。金を受け取る以上、アンタと王女様については誰だれにも口外しないことを約束するわ」

「そうしてくれると助かる。こちらとしても、余計な手間はゴメンだからな」

　余計な手間の意味を理解した店主がブルブルと首を横に振っている間に、ラグラスはトルテに歩み寄り、頭巾ウインプルに手をかける。

「外すぞ。いいな？」

　トルテがコクリと首しゆ肯こうするのを確認してから、ラグラスはゆっくりと頭巾を外し、トルテの鮮あざやかな金きん髪ぱつが露あらわになる。

「リコリスって名前の少女を捜している。四年前の話になるが、見た目はこの子とそっくりだ。些さ細さいな情報でもいい。心当たりがあったら教えてくれ」

「リコリスねえ。アンタが奴ど隷れい商を殺し回ってるってことは、その娘むすめは奴隷なんか？」

「少なくとも、四年前の時点ではな」

「四年前……リコリス……」

　店主はしばしの間黙もつ考こうするも、やがて諦あきらめたようにかぶりを振る。

「あかんわ。全く心当たりないわ。けど、そうやな……アンタのことや。エウガイン王国の奴隷売買を仕切ってる、総元もと締じめについては調べてるんやろ？」

「そりゃ勿もち論ろん。奴隷の中から人一人を捜す場合、その国の総元締めの帳ちよう簿ぼを手に入れるのが一番手っ取り早いからな」

「けど、現状は尻尾しつぽも掴つかめてない。そうやろ？」

「遺い憾かんながら、お前さんの言うとおりだ。別の情報屋に依い頼らいした際は、到とう底てい払はらえないような額をふっかけられただけの結果に終わっちまったよ」

　肩かたをすくめながら、ラグラスは店主を見やる。

　視線の意図に気づいた店主は、降参の意を示すように両手を上げた。

「おっと。言っとくけど、総元締めが誰かなんて質問には答えられへんで。こっちはこっちで、けっこうな額の口止め料をもろてるからな。信用第一っちゅう意味でも口を割るわけにはいかへん。それにワイも、自分の身が可愛いさかいな」

　最後の言葉に引っかかりを覚えるも、口止め料という言葉が出た時点で追つい及きゆうするだけ無む駄だなので、今は話を進めることにする。

「それならそれで構わねえよ。口が堅かたい方が、こちらとしても信用できるってもんだしな。だが、わざわざそっちから総元締めの話を持ち出してきたってことは、ヒントくらいは教えてくれるんだろうな？」

「そらもう。大金もらっといて手ぶらで帰しちゃ、ワイの面子メンツに関わるさかいな」

　店主はあくどい笑みを浮うかべ、こんな質問を投げかけてくる。

「死神はん……アンタ、ルネグラって町は知っとるか？」

「勿論知ってる。エウガイン最大の奴隷市場がある町だからな」

「一週間後、そのルネグラで賓ひん客かくオンリーの奴隷オークションが、三日間に亘わたって行なわれることになっとる。そこを当たれば、総元締めに関する手がかりくらいは掴めるかもしれん──とだけ言っておくわ」

「……そうか」

「それと、これだけやと情報料に見合わんから、もう一個アンタ向けの情報くれたるわ」

「グレゴリオについてか？」

　この町に居を構える、まさしくラグラスが標的にしていた奴隷商の名を口に出し、店主は我が意を得たりと言わんばかりに首肯する。

「そのとおりや。グレゴリオの奴やつも、どうやらルネグラのオークションに用があるらしくてな。確実に宿を押さえるために、明日の朝一に自前の馬車でヘリガスを発たって、早めに現地入りするって話になっとる。状況的に、アンタにとっては二重の意味で都合がええんちゃうか？」

　暗殺の際、居宅で大勢の護衛に護まもられている標的を狙ねらうよりも、移動中の標的を狙う方が護衛の数が少なく、人目にもつきにくい。おまけに、標的の目的地がこちらと同じルネグラだから、確かに店主の言うとおり、二重の意味で都合が良かった。

　今回の暗殺はトルテを連れて行く以上、リスクを極力減らしておきたかったラグラスは、店主の話に乗ることにする。

「グレゴリオの馬車のルートはわかるか？」

「もちろんや」

　店主は踵きびすを返し、店の奥にある本ほん棚だなから地図を引っ張り出してカウンターの上に拡げる。

　続けて、カウンター上にあるインク壺つぼに差していた羽根ペンを掴むと、ヘリガスとルネグラを結ぶ、のたくった一本の線を地図上に描えがいた。

「モンスターの核かくが魔ま石せきの原料になるってんで、乱らん獲かくされまくって数は随ずい分ぶん減ったが、荒あら事ごと慣れしていない人間からすりゃ、たまに現れるだけでもモンスターは充じゆう分ぶんすぎる脅きよう威いや。このルートはその辺のことを考こう慮りよしてのものやから、グレゴリオの馬車が九九パーセントこの通りに進むことはワイが保証するで」

　店主は地図の両りよう端たんを摘つまみ、バサバサと煽あおいでインクを乾かわかしてから折りたたんでラグラスに渡わたした。

「せやけど気ぃつけや。グレゴリオの奴、聖せい騎き士しくずれを護衛に雇やとってるさかいな」

「聖騎士……くずれ……？」

　トルテの口から疑ぎ問もん符ふが漏もれ、ラグラスは仕方がないなと言わんばかりに説明する。

「ルストアウリ大陸には、この世界を創ったと言い伝えられている神なんて胡散臭い存在を崇あがめる、〈教会〉なんて胡散臭い組織があるのは知ってるだろ？　その〈教会〉に属し、神に仕える、戦せん闘とうと神聖魔法のエキスパートが聖騎士で、〈教会〉から離り反はんして傭よう兵へいまがいの仕事をしているのが聖騎士くずれってわけだ。まあ、ある意味俺と同じ穴の狢むじなだな」

　ラグラスの闘法が長ちよう剣けんを主体とする聖騎士とはかけ離はなれていることはさておき、戦闘と神聖魔法のエキスパートで、なおかつ、表向きだけは巡じゆん回かい牧師として神に仕えているラグラスは、確かに聖騎士くずれそのもの。神に対する不敬っぷりも含ふくめて、ラグラスほど聖騎士くずれという呼び名がしっくりくる人間もそうはいない。

「そんな強そうな相手がいるのに……大だい丈じよう夫ぶなの……？」

「問題ねえよ。俺にとっちゃ、むしろ楽な相手だからな」

　その言葉に、店主は「ヒュ～」と口笛を鳴らす。

「聖騎士くずれを楽な相手と言い切るとは、さすが死神はんやな。折角大たい枚まいはたいてくれたさかい、とっておきの情報のつもりで教えたんやけど、こりゃいらん世話やったか？」

「いや、相手があらかじめわかっているのとそうでないのとでは雲うん泥でいの差がある。この情報は有り難く活用させてもらうよ」

　情報の有用性を素直に認めながらも、ラグラスは店主から受け取った地図を懐ふところに仕し舞まい、トルテに頭巾ウインプルを被かぶらせてから店を後にした。
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　ラグラスとともに仕立屋を出たトルテは、心の内から湧わき上がる疑問に首を捻ひねる。

（わたしとラグラスの妹さん……そんなに似てるのかな……？）

　妹に似ている──それが切っ掛かけで手を差し伸のべてくれたということは、ラグラス本人の口から聞いている。今もこうして良くしてくれているのは、それだけが理由ではないことも、ラグラス本人の口から聞いている。

　だけど……さっきラグラスが仕立屋に向かって「見た目はこの子とそっくりだ」と言った時に、改めて疑問に思ったのだ。

　妹さん捜さがしに利用できるくらい、わたしと妹さんはそっくりなの？──と。

（なんだろう……すごく……心が……もやっとする……）

　よくわからない心の動きに、少しだけ戸と惑まどう。

　ラグラスとともに過ごした五日の間に、トルテの心を縛しばる鎖くさりは随分と緩ゆるくなっていた。鎖が緩む早さに、心の方が追いつかないほどに。

　特に今日は、それが顕けん著ちよだった。

　初めてラグラスと町を訪れたせいか、今日一日はなんだかとても楽しい。

　人が多すぎるのは嫌いやだけど、そのおかげでラグラスと手を繋つなぐことができたので、結果的には良かったと思──

（……思……？）

　また、心がよくわからない動き方をして、少しだけ首を捻る。

　本当に、よくわからなかった。

　最初は嫌だった人ごみも、ラグラスと手を繋いでいたら全然嫌じゃなくなっていた。

　ラグラスにダガー以外の武器を選んでも構わなかったんだぞと言われた時は、ラグラスと同じ武器じゃなきゃ嫌だって思った。

　だけど、なぜかそのことがラグラスに伝わってしまうのは恥はずかしい気がして……その瞬しゆん間かんだけは、ラグラスの顔を見るのが恥ずかしくなってしまった。

（なんなんだろう……これ……？　すごく……心が……ふわっとする……）

　などと考えながら、こちらの手を引いて歩くラグラスの横顔を、じ～っと見つめる。

　やはりというべきか、今はラグラスの顔を見ても、恥ずかしくもなんともなかった。

「ん？　どうした？」

　視線に気づいたラグラスが、こちらに顔を向けてくる。

「……別に……」

　特に用事があって見つめていたわけではないので、ふいっと顔を背そむけて答えると、

「そ、そうか……」

　ラグラスは何とも言えない顔をしながら、すぐに視線を進行方向に戻もどした。

　こちらから素っ気ない態度をとっておきながら、もう少し相手をしてくれてもいいのにと思ったのは、やはり、トルテ自身にもよくわからない心の動きだった。
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　ラグラスたちは必要な物を買い揃そろえると、夜になる前にヘリガスを発ち、情報屋から得た地図を参考に待ち伏ぶせに適した場所に移動する。

「ベタだし向こうも警けい戒かいしてるだろうが、まあ、それ以上にメリットの方がでかいからここで待ち伏せるとするか」

　ラグラスが待ち伏せの場所に選んだのは、背の高い岩がん壁ぺきで囲われた峡きよう谷こく道だった。

　道みち幅はばは馬車三台が並んで走れる程度には広いものの、肝かん心じんの道がひどく蛇だ行こうしているため否いやが応でも速度を落とす必要があり、一気に走り抜ぬけるのは難しい。

　少し遠回りをすれば、この峡谷道よりもはるかに快適な、町と町を結ぶ街道が設けられているが、その分他の馬車や旅人の行き来も多くなってしまう。どうやらグレゴリオはそれを嫌って、こんな誰だれも通りたがらない峡谷道をルートに選んでいるようだ。

（〝道どう化けの死神〟の手配書が出回ってるってのにモンスター以外の危険を考慮しねえのは、ただのアホなのか、それとも余程護衛の聖騎士くずれを信しん頼らいしているのか……）

　いずれにせよ、やることは変わらない。

　護衛を殺し、妹について尋じん問もんした上で奴隷商クズを殺す。

　いつもと違ちがう点を挙げるとすれば、今回の暗殺はあえてとっておきを使い、トルテに見せるという点と、トルテに〝殺し〟の忌き避ひ感を植え付けるために、いつもよりもやりすぎる予定でいる点。この二つだけだ。

　グレゴリオの馬車がヘリガスを発つのは明日の朝なので、今日のところは峡谷を構成する岩壁の外側に見つけた洞ほら穴あなで、早めに就しゆう寝しんすることにした。

　そして、翌朝。日が出る前に目覚めたラグラスはトルテを起こし、ヘリガスで購こう入にゆうしたショートブレッドで軽めの朝食を済ませると、カソックを脱ぬいで道化の仮面と漆しつ黒こくの外がい套とうを身に纏まとい、不良牧師から〝道化の死神〟に姿を変える。

　洞穴を出て峡谷道に戻ると、その中程でグレゴリオの馬車が到とう着ちやくするのを待った。

　東の地平から太陽が顔を出し、そこからさらに一時間の時が過ぎた頃ころ。

「きたか」

　ラグラスの常人離ばなれした知覚が、馬車の接近を察知する。

「トルテ、わかってるな？」

　トルテはコクリと首しゆ肯こうし、

「《魔を打ち破りし祝福よ　我に宿れ》……」

　身体能力強化魔法を発動。

　皆みなまで言わずとも理解していたトルテに、ラグラスは満足げに頷うなずいた。

「そうだ。たとえ戦う必要がなくても、戦いの場の近くにいる時はあらかじめ強化魔法を自身に施ほどこし、備える。その心構えを忘れるなよ」

　再びトルテが首肯を返したところで、ラグラスも自身に強化魔法を施す。

　後方にある道の曲がり目の蔭かげにトルテを隠かくれさせると、ラグラスは前方の曲がり目の蔭に隠れ、ヘリガス側の道を覗のぞき見る。

　今ラグラスが隠れている曲がり目より向こうは道の蛇行が緩やかなため、そこそこに見通しが良く、ほどなくして、こちらに向かってくる幌ほろ馬車を視認することができた。

　曲がり目から離れ、トルテが隠れている位置に近づきすぎない程度に後ろに下がりつつ、外套の下から爆ばく魔ま石せきを取り出す。

　幌馬車がつい先程までラグラスが身を潜ひそめていた曲がり目を抜けた瞬間、二秒後に爆発するようエーテルを込めた爆魔石を岩壁の上に放り投げた。

　きっかり二秒後、爆魔石が爆発。崩くずれた岩壁が幌馬車の退路を塞ふさぐ。

　幌馬車を引く馬たちが爆発に驚おどろき、嘶いなないて走り出そうとするも、蛇行のひどい峡谷道で暴走されては一ひと溜たまりもないので、御ぎよ者しやは死ぬ気で馬を抑おさえつけてなんとか停車させることに成功した。一から十まで〝道化の死神ラグラス〟の狙いどおりに。

　いつの間にか現れ、立ち塞がる死神に気づいた御者が悲鳴を上げようとするも、それよりも早くに、ラグラスは袖そでの中から取り出したダガーを投とう擲てきし、御者の喉のどを貫つらぬいた。

　ほぼ同時に、幌馬車から護衛と思おぼしき二人の男が飛び出してくる。

　爆発の時点で敵てき襲しゆうだと判断したのか、すでに二人の手には剣けんと槍やりが握にぎられており、ラグラスを認めるや否いなや目を血走らせながら襲おそいかかってくる。

「間違いねえ！　〝道化の死神〟だ！」「ぶっ殺してやる！」

　野や蛮ばんとさえ言える二人とは対照的に、ラグラスは冷静かつ速すみやかに御者に突つき刺ささったダガーを鋼糸で引き戻し、迎むかえ撃うつ。

　転瞬、ラグラスは舞まうように双そう刃じんを閃ひらめかせ、すれ違い様に二人の喉を斬きり裂さいた。

　血ち飛沫しぶきを上げながら二人が倒たおれ伏ふした直後、幌馬車の方からパチパチと気のない拍はく手しゆが聞こえてくる。

　二人に遅おくれて幌馬車から出てきた優やさ男おとこが、ラグラスに向けて送った拍手だった。

「いやぁ、さすがですね〝道化の死神〟。稀き代たいの暗殺者と謳うたわれるのも頷ける腕うで前まえだ」

　如い何かにも上等そうな絹の衣に、腰こしに吊つり下げた長剣。自信に満ちた佇たたずまいも含めて、この優男が、情報屋が言っていた聖騎士くずれだとラグラスは断定する。

「クライス！　こういう時のために貴様を雇ったのだ！　きっちりとそいつを殺して私を護まもるんだぞ！」

　幌馬車から顔だけを出している禿とく頭とうの男が、優男──クライスに向かって怒ど鳴なり散らす。言葉の内容からして、この男がグレゴリオであることは疑いようがなかった。

「はいはい、わかってますって」

　クライスは腰の剣を抜き、ゆったりと構える。

「ところで、僕はまだ強化魔法をかけてなくてねえ。すまないけど、ちょっとだけ待っていてくれませんか──」

　刹せつ那な、クライスは激げき烈れつな踏ふみ込みでラグラスに肉にく薄はくする。その速度たるや常人のそれを大きく上回っており、クライスがすでに強化魔法を施しているのは明白だった。

「──ねぇッ!!」

　ラグラスの首筋目がけて、颶ぐ風ふうじみた斬ざん撃げきが繰くり出される。

　会話を利用した奇き襲しゆう。それに全く動じなかったラグラスは、身を沈しずめて斬撃を回かい避ひ。

　反撃の左さ刃じんでクライスの右手──剣けんを持つ指を斬り落とそうとするも、クライスはすんでの所で右手を後ろに引き、人差し指から薬指にかけてダガーの切っ先がかすめる程度の損傷に留とどめる。が、ラグラスがその程度の戦果で満足するはずもなく、

「──ッ！」

　続けて放った右刃の斬撃が、クライスの左ひだり腕うでを深々と斬り裂いた。

「甘いですよォッ!!」

　直後、クライスが斬られたばかりの左腕で拳けん打だを放ち、虚きよを突かれたラグラスは飛び下がって間合いをとる。

「ハッハッハッ!!　さすがのあなたも驚いたでしょうッ!?」

　驚いているのはむしろ、隠れて戦いを見守っているトルテだと思ったラグラスは、

「神聖魔法には、脳に働きかけることで反応速度を異常に高めたり、身体能力のリミッターを外したり、痛覚を遮しや断だんしたりする、〈教会〉が秘ひ匿とくしている禁術が存在する。お前さんは三つ目──痛覚遮断魔法を強化魔法と一いつ緒しよに、あらかじめ自分に施していたというわけか」

　トルテに聞こえるよう普ふ段だんよりも大きな声量で説明しつつ、クライスが負傷した腕で拳打を放つことができたカラクリを言い当てる。

「そのとおりです！　痛覚を遮断すれば痛みで動きが鈍にぶることがなくなる！　そして！　身体機能を損そこなう大おお怪け我がを負ったとしても！　回復魔法を施せばすぐに元通りになる！　こんなふうにねぇッ!!　《慈じ愛あいの光よ　我を癒いやせ》!!」

　癒しの光が、ラグラスのダガーによってつけられた傷口に纏まとわり付く。

　そして──……爆はぜた。

　クライスの右手の指三本と、左腕が。

「……へ？」

　右手の指が吹ふき飛び、血ち塗まみれになった左腕が力なく垂れ下がる中、クライスの口から間の抜けた声が漏もれる。親指と小指だけでは保持できなくなった剣が掌てのひらから滑すべり落ちていく。

　何が起きたのか理解する暇ひまは与あたえないと言わんばかりに、ラグラスはダガーを投擲。クライスの両太ふと股ももに突き刺さり、鋼糸を操あやつって引き抜いた瞬間、傷口から噴ふん水すいのような血が噴ふき出した。

「な……なぁッ!?　お、お、《大いなる慈愛の光よ　我を癒せ》ッ!!」

　混乱しているからか、先の回復魔法が弱かったせいだと勘かん違ちがいしたからか、クライスは慌あわてて上級回復魔法を発動するも、

「……はえ？」

　当たり前のように太股の傷が爆ぜ、体を支える力を失ったクライスはその場にへたり込んでしまう。

　最も早はや死に体となったクライスに、ラグラスは悠ゆう然ぜんと歩み寄り、眼前で足を止めた。

「聖せい騎き士しにしろ聖騎士くずれにしろ、なまじ回復魔法が使える分楽でいい。少し傷をつけて回復する隙すきをくれてやれば、勝手に自じ滅めつしてくれるからな」

「ななななにをしたッ!?　〝道化の死神〟ッ!?」

「聖騎士くずれのお前さんなら知ってるだろ？　聖騎士の修行では、実戦の感覚を養うために木ぼつ剣けんではなく真剣が使用される。だが、真剣で修行を行なえば当然、その分余計に死傷者が出るわな。だから、真剣には洗礼儀ぎ式しきが施される。その剣でつけられた傷が、通常の傷よりもはるかに回復魔法の効きが良くなる儀式がな」

「そんなことは知っているッ!!　僕が聞いているのはそんなことじゃないッ!!」

　お前さんに言い聞かせているのは、ついでなんだがな──とは声に出さず、あくまでも冷静に、冷れい酷こくに、言葉をつぐ。

「回復魔法を発動した際に生じる癒しの光は、対象の傷に纏わり付き、癒しの光に込められたエーテルが尽つきるか、傷を完治させ次第、消失するようになっている。だがもし、傷が完治しても癒しの光が消えなかった場合、そこに込められたエーテルはどこへ向かうと思う？」

「ま、まま、ま、まさかッ!?」

「そのまさかだ。癒すべき傷を癒し、行き場を失ったエーテルは細さい胞ぼう内で飽ほう和わし、臨界点を超こえた瞬しゆん間かんに爆発にも似た現象を引き起こす──それが回復超過オーバーフロー。その性質上、回復超過で負った傷が回復魔法では回復しないことは、お前さんが身を以もつて証明したとおり。そして俺の得え物ものには、回復魔法の効きが飛ひ躍やく的に向上するだけではなく、回復超過を引き起こすよう改かい竄ざんした洗礼儀式が施されている」

「そんな卑ひ劣れつな手で……この僕が……この僕がああああああああああああッ!!」

　クライスは怒いかりにまかせて指の大半を失った右手を振ふり回すも、ラグラスには届かず、

「通常よりもはるかに回復魔法の効きが良い分、回復超過の臨界点を超えるのは一瞬。それゆえに、かすり傷一つつけるだけで人を殺せる。こんなふうにな」

　ダガー一いつ閃せん。クライスの額にまさしくかすり傷をつけたラグラスはダガーを袖の中に仕し舞まい、掌をかざしながら、冷静に、冷酷に、回復魔法を唱える。

「《慈愛の光よ　汝なれを癒せ》」

「やめ──」

　命いのち乞ごいは、最後まで紡つむがれることはなかった。

　癒しの光に包まれた額が爆ぜ、血と脳のう漿しようを撒まき散らしながらクライスは仰ぎよう臥がした。

「さて……残るはお前さんだけだな。グレゴリオ」

　クライスが死に体になった時点で逃にげの一手を打ち、退路を塞ぐ土砂岩がん塊かいを乗り越こえようと奮ふん闘とうしていたグレゴリオが、引きつった悲鳴を上げながら動きを止める。

「お前さんには二つの権利がある。俺の質問に答えて少しでも楽に死ぬ権利と、俺の質問に答えずに苦しんで苦しんで苦しみ抜ぬいた末に死ぬ権利だ。今からそっちに行ってやるから、それまでに好きな方を選んどきな」







　ラグラスは回復超過オーバーフローを使ってグレゴリオを拷ごう問もんするも、やはりというべきか、妹の手がかりに繋つながる情報を得ることはできなかった。

（……まあいい。他二つの目的は果たすことができたからな）

　奴隷商クズを一人減らすこと。トルテに〝殺し〟の凄せい惨さんさを見せつけること。この二つに関しては。

　血を払はらってダガーを袖の内に収めると、失禁と流血で悲ひ惨さんな有り様になっているグレゴリオの死体に背を向け、後方の曲がり目に隠れているトルテのもとへ向かう。

（ここまでやっちまったからには、トルテに嫌きらわれることも覚かく悟ごしておいた方がよさそうだな、こりゃ）

　最初に殺した護衛二人はともかく、クライスとグレゴリオに関しては、人死にに慣れた者でも目を覆おおいたくなるような無残な殺やり方だった。

　真っ当な神経の持ち主ならば、心に大きな傷を負ってもおかしくないほどに。

（トルテの心が傷つく可能性があることも、トルテに嫌われる可能性があることも想定内。だってのに……）

　そのどちらも恐おそれている自分に気づき、自じ嘲ちようめいた笑みを仮面の下で浮うかべる。どうにも、思っている以上に、トルテの存在が自分の中で大きくなっていることを自覚する。

　曲がり目まであと数メートルまで来たところで、トルテの方から姿を現し、こちらに歩み寄ってくる。トルテの顔には相変わらずの〝無〟が貼はり付いているだけで、表情からは何の感情も読み取れそうになかった。

「クライスって人が使ってた……つうかくしゃだん？　の魔法って……どうして禁術なの……？」

　予想外の問いに少々面食らうも、ラグラスは平静を装いながら答えた。

「使用者の負担と、修得に至るまでのリスクが大きすぎるからだ。大たい抵ていの人間は、禁術の修得に失敗して命を落とすか廃はい人じんになるかの二択たくだからな。よしんば修得できても、禁術を使いすぎて同じ末路を辿たどる奴やつもザラにいる」

「だから……禁止された……？」

「そういうことだ」

「ラグラスは……使えるの……？」

「痛覚遮断は無理だが、別の禁術なら一つだけ使える。先に断っておくが、禁術をお前さんに教えるつもりはないからな」

「……そう……」

　と応じるトルテの声こわ音ねには、心なしか残念そうな響ひびきが入り混じっていたが、あえて気づかないフリをした。

　このまま話を続けても埒らちがあかないと思ったラグラスは、こちらから核かく心しんを突ついた質問を投げかけることにする。

「トルテは今の〝殺し〟を見て、何とも思わなかったのか？」

「何とも思わない……ううん……」

　トルテはかぶりを振り、言い直す。

「何とも思っちゃ……いけない……」

「……どういう意味だ？」

「わたしは……この手でお姉様たちを……殺した……。さっきのラグラスよりも……もっとひどいやり方で……」

「な……ッ!?」

　思わず、絶句する。

　トルテの言葉が信じられなかった。あのトルテが、先程のラグラス以上に凄惨なやり方で二人の姉を殺したと言っているのだ。信じられるわけがなかった。

「わたしはオセリアお姉様を……何度も……何度も何度も何度も……ナイフで刺さした……。ユルハお姉様を……ナイフでお腹なかを裂さいて……少しずつ少しずつ……〝中身〟を引きずり出した……。オセリアお姉様が……わたしを心配させまいと……死ぬまで悲鳴を堪こらえてくれたことが……つらかった……。ユルハお姉様は……痛みに耐たえられなくて……なくて──……っ」

　堪えきれなくなった想おもいが、涙なみだとなって頬ほおを伝う。

　たまらず、ラグラスはトルテを抱だき締しめる。

「もういい……！　今はもう何も言うな……！　何も考えるな……！」

　ラグラスの悲痛な懇こん願がんに応じるように、トルテがギュッと抱き返してくる。

　涙は流れても、泣き叫さけぶことはおろか嗚お咽えつすら漏れないトルテが不ふ憫びんでならなかった。

（エウガイン！　お前らはいったい、トルテに何をさせた!?）

　トルテの代わりに復ふく讐しゆうを果たしてやるのも悪くない──そんな温ぬるい考えは、もはや脳のう裏りの片かた隅すみにも残っていなかった。

　トルテのためにエウガイン国王を殺す。トルテに姉たちを殺させたクズが国王でなかった場合は、エウガインという国そのものを潰つぶしてでも見つけ出し、殺す。

　ラグラスは心の中で、静かに苛か烈れつに誓ちかいを立てた。




　　　　◇　◇　◇




　エウガイン王国最大の町アヴゴーン。

　王都の名を冠かんするその町から北に一キロほど離はなれたところにある、巨きよ大だい湖の中央部分を埋うめ立てて建てられたのが、この国の中ちゆう枢すう──エウガイン城だった。

「小こ娘むすめ一人見つけるのに、何を手間取っておるッ!!」

　絢けん爛らん豪ごう華かなエウガイン城内でも一ひと際きわ煌きらびやかな玉座の間で、国王の怒ど号ごうがこだまする。𠮟しつ責せきを受けた大臣たちは、ただただ恐きよう縮しゆくするばかりだった。

　豪ごう奢しやな王衣に身を包む、金きん髪ぱつ金眼の初老の男。

　この男こそが、エウガイン国王──オーラン・ルマ・エウガインその人だった。

「ゾラもゾラだ！　この儂わしが見込んでトルテに〝作法〟を教える栄えい誉よをくれてやったというのに、どこの誰とも知れぬ痴しれ者に奪うばわれた挙句に殺されおって！　しかも、トルテの買い手がつきそうだったタイミングで！　これでは交こう渉しようが進められんではないか！」

　オーランは苛いら立だちを表すように、王おう笏しやくの杖つえ先さきでトントントントン床ゆかを叩たたき続ける。

「こうなったからには国中にトルテの手配書をばらまいてやる！　おい、そこのお前！　今すぐ準備にとりかか──」

　オーランが大臣の一人を指で差し、命じようとしたその時だった。

「それは悪あく手しゆだな。国王よ」

　玉座の傍そばにいた年若い男が、国王に向けるものとは思えないほどの尊大な物言いでオーランを諫いさめる。

　短く刈かり込まれた金髪に、抜き身の刃やいばのように鋭するどい金眼。

　目と髪かみ色からしてオーランの息子であることは間ま違ちがいないが、着衣は豪奢な王衣とは対極の、質素な将軍服を身に纏まとっている。この場にいる誰だれよりも大きな体たい躯くは、王子というよりも将軍然とした風格に充みち満ちていた。

　たとえ実の息子であっても、気分を害した国王が諫かん言げんなど聞き入れるわけもないが、

「おお、ハイヴェ！　其方そなたが悪手と言うのであれば、間違いなくそうなのであろう。だが、儂にはどこが悪手なのか、とんとわからん。良ければ、この父にわかるよう説明してくれんか」

　数あま多たいたエウガインの王子を全て蹴け落おとし、次期エウガイン国王の座を掴つかみ取った第四王子──ハイヴェ・ロウン・エウガインの口から出た諫言となれば話は別だった。

「トルテの手配書を国中にばらまくことは、我々の手元にトルテがいないと喧けん伝でんしているようなもの。奴隷に堕おとしたラストロンツの生き残りどもがそれを見たらどうなるかは、さすがに言うまでもないだろう？」

「なるほど……確かに其方そなたの言うとおり、トルテの手配書をばらまけば、ラストロンツの有う象ぞう無む象ぞうどもに余計な希望を抱いだかせることになる。ふむ……さすがの慧けい眼がんだな、ハイヴェよ。〝国宝〟に選ばれただけのことはある。愚ぐ鈍どんだった他の息子どもとはデキが違うわ」

「当然だ」

　国王から手放しの賞賛を受けるも、ハイヴェの態度は国王以上に尊大で、親に向ける態度とは思えないほどに素っ気なかった。

「しかしそうなると、兵を使って秘密裏に捜そう索さくする以外に手はないということになるな。何の手がかりもない現状では、こう、決定打に欠けるのは否いなめぬ。ハイヴェよ。何か良い策はないか？」

「策というほどではないが、あるにはある。聞くところによると、ゾラを殺し、トルテを連れ去ったのは〝道どう化けの死神〟の仕し業わざである可能性が高い。〝道化の死神〟は奴ど隷れい商ばかりを狙ねらう暗殺者。これからこの国で起こるであろう奴隷商殺しを追っていけば、あるいは、トルテにたどり着けるかもしれん」

「なるほどッ！　さすがはハイヴェだ！　おい、そこの役立たずども。今の話は聞いていたな？」

　さっさと取りかかれと言外に示された大臣たちは、すぐさま行動に移すべく、蜘く蛛もの子を散らすように玉座の間から辞していった。

　二人きりになったところで、オーランはハイヴェに訊たずねる。

「しかし、其方そなたもなかなかにえげつない。敵国の王女とはいえ、年とし端はも行かぬ小娘の心を壊こわした挙句、奴隷として他国の公族に売り払えなどと進言するのだからな。我が息子ながら畏い怖ふの念を禁じ得んよ」

「己おれはただ、己おれの心が命じるがままに行動した。それだけのことだ」

　そう言い残し、ハイヴェは玉座の間から去っていった。

　誰よりも尊大で、誰よりも自信に満ちあふれた第四王子の真意は、父であり国王でもあるオーランでさえも推おし量ることはできなかった。








第二章　奴ど隷れい市場









　ラグラスの生家は、人里離はなれた山奥にある一いつ軒けん家やだった。

　そんなところに居を構えていたのは、父が木こりを生なり業わいとしているからという、特別でも何でもないありふれた理由によるものだった。

　山奥ゆえに人との交流は乏とぼしかったが、父と母、そして妹のリコリスとともに過ごす日々は、一八年というラグラスの人生の中で、確かに、間ま違ちがいなく、最も幸せな時間だった。

　四年前のある日、その幸せは唐とう突とつに終わりを告げた。

　当時のルストアウリ大陸では、一五歳以下の子供の愛あい玩がん奴隷が大流行していた。

　しかし、それゆえに木こっ端ぱの奴隷商では愛玩奴隷にふさわしい子供を得ることが難しく、〝人狩がり〟という最低最悪の手段で〝商品〟を得ようとする輩やからが後を絶たなかった。

　いくら奴隷売買を是ぜとする世の中でも、人を狩ってまで奴隷を得ることまでは是としていない。〝人狩り〟をしていたことが発覚したら、最悪、それを指示した奴隷商の首が文字どおりの意味で飛ぶことになる。やるからには絶対にバレないようにする必要がある。

　その点、人里離れた山奥の一軒家というのは、彼らにとっては絶好の獲え物ものだった。

　深夜。ラグラスたちは寝ねていたところを〝人狩り〟に襲しゆう撃げきされ、唯ゆい一いつの脅きよう威いとして真っ先に狙われた父を母が庇かばい、命を落とした。その際〝人狩り〟の一人が「何もったいねえことしてんだ！」と下げ劣れつな怒ど声せいを上げたことを、ラグラスは今も鮮せん明めいに憶おぼえている。

　母を殺され怒いかり狂くるった父が、斧おので〝人狩り〟に応戦するも、その中に一人混じっていた手て練だれに首を刎はねられ、冗じよう談だんのようにあっさりと殺された。そいつの顔は生しよう涯がい忘れないと、ラグラスは心に誓ちかった。

　ラグラスは一人、妹を護まもるために戦ったが、荒あら事ごとを生涯の友に選ぶような連中に歯が立つわけもなく、呆あつ気けなく組み伏ふせられ、リコリスとともに捕つかまってしまった。

　奴隷商のもとに運ばれた二人は数日間軟なん禁きんされた後、別々の馬車に乗せられ、離れ離れになった。

　そして、

「その移動中に、乗っていた馬車がモンスターに襲おそわれ、俺はそのドサクサに紛まぎれて奴隷商を殺して逃にげ出したってわけさ」

　地面に置いたランタンの前で腰こしを下ろしていたラグラスは、肩かたをすくめながらそう締しめくくる。ラグラスに寄り添そって話を聞いていたトルテは、双そう眸ぼうに好こう奇きの光を燻くゆらせながら「ふんふん」と頷うなずいていた。

　グレゴリオを暗殺し、トルテが姉たちを嬲なぶり殺したことを告白してから、五日の時が過ぎていた。

　凄せい惨さんな〝殺し〟を見せたこと、凄惨な記き憶おくを思い起こさせたことで、再びトルテの心が壊こわれてしまうのではないかとラグラスは気が気ではなかったが、蓋ふたを開けてみれば全くそんなことはなく、トルテの心は順調に回復に向かっていた。

　ラグラスのことを教えてほしいと、トルテの方から言い出すほどに。ラグラスの両親が殺されたと聞いた時は、わずかながらも表情に哀かなしみを湛たたえてくれるほどに。

　正直、相手がトルテといえども自分の過去について話すのは、それなり以上の抵てい抗こうがあったが、今となっては思い切って話してみてよかったとラグラスは思う。

「それで……逃げた後はどうなったの……？」

「拾われたのさ。マグナっていう巡じゆん回かい牧師をしていた元聖せい騎き士し長にな」

「巡回牧師……元聖騎士長……もしかして、その人が……？」

「牧師としても聖騎士としても、一応俺の師父ってことになるな。まあ、後者に関しちゃ、剣けんの扱あつかいと神聖魔ま法ほうを教えてもらっちゃいたけど、あくまでも聖騎士らしい〝護る〟力であって、奴隷商を根絶やしにするには物足りなかったから、だいぶ罰ばち当たりなアレンジを加えちまってるけどな」

「聖騎士くずれのお話をしてくれた時……ある意味では同じ穴の狢むじなだって言っていたのは、そういうこと……？」

「そういうことだ」

　と答えたところで、ラグラスはとある気配を察知し、立ち上がる。数すう瞬しゆん遅おくれて、トルテも何かに気づいたように「あ……」と小さく声を漏もらしてから立ち上がった。

（気配を察知する感覚も鋭するどいときたか。まあ、トルテの才能を考えたら、驚おどろくようなことでもねえが）

　そんなことを考えながら、ラグラスは周囲に視線を巡めぐらせる。

　現在ラグラスたちがいる場所は、目的地──ルネグラへ向かう途と上じようにある山の廃はい坑こう。その最さい奥おうにある採さい掘くつ場跡あとだった。

　こういった場所は、得てしてモンスターの住すみ処かになっていることが多い。ラグラスはそれを期待して、トルテの特訓のために炭鉱の奥まで足を踏ふみ入れた次第だった。

　採掘場跡には、どこに繋つながっているのかもわからない通路がいくつも存在し、その内の一つから、ヒタヒタと複数の足音が聞こえてくる。

　足音の主たちが見えてくる前に、ラグラスとトルテは身体能力強化魔法を自身に施ほどこす。

　それからほどなくして、通路を抜ぬけてきた〝そいつら〟が、ランタンの灯あかりに吸い寄せられるようにして姿を現した。

　緑色の肌はだを持つ、背せ丈たけがトルテよりも少し大きい程度の小こ鬼おに──ゴブリンどもが。

（数は四。伏ふく兵へいはなし。武器は棍こん棒ぼうが二、剣が一、槍やりが一……か）

　相手の戦力を分ぶん析せきし、どいつが今のトルテの相手に適しているかを瞬時に判断したラグラスは、

「一番左の、剣を持っているゴブリンを回復超過オーバーフローで倒たおせ。お前さんなら教えたとおりにやれば余よ裕ゆうでできるだろうが、布ふ石せきの傷がザックリいきすぎると、臨界点を超こえられなくてただ相手を回復させるだけに終わっちまうから、その点だけは気をつけろ。あと、ゴブリンは人間おれたちでいう心臓と同じ位置に核かくがある。後で回収するから極力そこは狙うなよ」

「わかった……残りは……？」

「俺が引き受ける。だから、今回は一対一に集中しろ」

　トルテが首しゆ肯こうを返すや否いなや、ラグラスは地を蹴けり、今まさにこちらに向かって走り出そうとしていたゴブリンどもに肉にく薄はくする。

　出鼻をくじかれたゴブリンどもが狼狽うろたえている隙すきに、三匹びきのゴブリンを蹴って蹴って蹴り飛ばし、トルテの相手となる剣のゴブリンを孤こ立りつさせた。

　そのタイミングに合わせるように踏み込んだトルテが、ラグラスの得え物ものと同様、改かい竄ざん洗礼儀ぎ式しきを施したダガーで剣のゴブリンに斬きりかかる。

　ラグラスと模も擬ぎ戦形式での特訓を繰くり返したことで体の使い方を覚えた今のトルテは、踏み込みにしろ斬ざん撃げきにしろ、特訓を始めた頃ころに比べたら見違えるようだったが、

「……っ」

　強化魔法を使ってようやく人並み程度しかない身体能力は、才能だけでは如何いかんともしがたく、必殺を期した斬撃はかわされてしまう。が、どうやらゴブリンも、容易たやすくというわけにはいかなかったらしく、回かい避ひ行動が無む駄だに大おお袈げ裟さになってしまったせいで後ろにすっ転んでしまう。

　転んだ勢いを利用して立ち上がるゴブリンに、トルテはすぐさま追撃をかけようとするも、ゴブリンが剣を無む闇やみ矢や鱈たらにぶん回して接近を拒きよ絶ぜつ。剣筋も何もあったものではない無む軌き道どうっぷりに、トルテはたまらず後退した。華か麗れいとは程遠い自身の剣技に酔よったのか、ゴブリンは剣をぶん回しながら、逆にトルテを追撃し始める。

　ラグラスはダガーで槍のゴブリンの喉のどを裂さきつつ、いつでもトルテの加勢にいけるよう身構えていたが、

「ラグラスに比べたら……！」

　知性も法則性もないぶん回しを見切ったトルテは、斜ななめ上方から剣を振ふり下ろそうとしていたゴブリンの右前ぜん腕わんをナイフで突つき刺さし、斬撃を止めると同時にその腕うでを潰つぶす。

　初めての実戦とは思えない冷静かつ大だい胆たんなトルテの手並みに、ラグラスは口笛を吹ふきながらも、見もせずに両手のダガーを投とう擲てきし、背後から迫せまっていた棍棒のゴブリン二匹の眉み間けんを貫つらぬいた。

「ガアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ゴブリンは剣を取り落とし、悲鳴とも怒ど号ごうともつかない絶ぜつ叫きようを吐はき散らしながら左腕を振り回すも、トルテは冷静に腕の軌道を見み極きわめ、掻かい潜くぐってゴブリンの喉をダガーで浅く斬り裂いた。続けて、ゴブリンの腕が届かない間合いに飛び下がり、

「《慈じ愛あいの光よ　汝なれを癒いやせ》……！」

　回復魔法を発動。勝敗とは別のところでトルテの間合いの開け方が足りないことに気づいたラグラスは、思わず「あ……」と気の抜けた吐と息いきを漏らしてしまう。

　直後、ラグラスの予想どおりの惨さん劇げきがトルテを襲う。

　回復超過オーバーフローによって爆はぜたゴブリンの喉と右前腕から青い血が沫しぶき、トルテはそれを頭からもろに浴びてしまったのであった。







「……………………」

　炭鉱を出て、陽光に晒さらされたトルテの表情は、むっす～っとしていた。

　不ふ機き嫌げんの理由が、体にベットリと付着した、拭ぬぐっても拭っても拭いきれないゴブリンの血にあることは火を見るより明らかだった。その一方で、ゴブリンの胸を掻っ捌さばいて核を取り出したラグラスは、手て袋ぶくろをしていたこともあるが、体に血の一いつ滴てきも付けていないものだから、トルテの表情はますます不機嫌になるばかりだ。

（ほんと、ここ二、三日くらい前からだいぶ表情が豊かになってきたな。大笑いはさっぱりだが、ちょっと笑うくらいならちょいちょい見せてくれるようになったし）

　一人勝手に感かん慨がいに浸ひたりながらもトルテと一いつ緒しよに山を下り、不機嫌なお姫ひめ様に付いた血を洗い落とすために、山さん麓ろくで見かけた湖へ向かった。

　ラグラスは雑ざつ嚢のうから替かえの修道服と浴布タオルと石せつ鹸けんの一式を取り出し、トルテに渡わたしながら冗談半分に訊たずねる。

「まさかとは思うが、また俺に体を洗わせたりなんかしねえよな？」

　返事は……かえってこなかった。

　それどころか、着替え等一式を受け取る素そ振ぶりすら見せなかった。

（まさかマジでまた〝アレ〟をやらされるのか!?）

　と、内心戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、トルテの顔を覗のぞき込んでみると、

「あ……」

　本日二度目の気の抜けた吐息が、ラグラスの口から漏れる。

　トルテの顔は真っ赤になっていた。耳まで真っ赤にして、プルプルと震ふるえていた。

「違ちがうの……」

　ポツリと、弱々しい声こわ音ねでトルテは呟つぶやく。

「あれは……違うの……あの時のわたしは……その……おかしくて……わた……わたし……そういえば……あの時……ラグラスに……いっぱい見られて……いっぱい触さわられて……～～っ」

　トルテは、ラグラスが持っていた着替え等一式をふんだくると、

「あっち……！　行ってて……！　絶対に……！　見ないで……！」

　真っ赤な顔をそのままに、パタパタと湖の畔ほとりに逃げていった。

（ほんと、表情が豊かになったなぁ）

　ますます感慨深く思うと同時に、素直にトルテの反応が可愛かわいいと思う。

　そんな感じでボサっと突っ立っていたせいか、トルテが胸を隠かくすように着替え等一式を抱かかえながら睨にらんできたので、ラグラスは苦笑しながら湖から離はなれていった。
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　トルテの沐もく浴よくが終わった後は移動に時間を費やし、翌日──賓ひん客かく限定の奴ど隷れいオークションが開かい催さいされる前日の夕方に、ラグラスたちはルネグラに到とう着ちやくする。念のため、トルテに頭巾ウインプルをしっかりと被かぶらせてから町に足を踏み入れた。

　ヘリガス同様、三角屋根の家屋が目立つ町並みだが、エウガイン最大の奴隷市場を有するだけあって町の規模はヘリガス以上。それどころか、王都アヴゴーンに匹ひつ敵てきするレベルだった。また、奴隷市場目当てに他国からも足を運ぶ人が多く、行き交う人の数もヘリガスを凌りよう駕がしていた。

（特訓の一いつ環かんとして、そろそろ一人で人ごみを歩かせてみるか）

　などと考えていたラグラスだったが、町に入るや否やトルテの方から手を繋ぐよう無言で催さい促そくしてきたので、我ながら甘いと思いながらも手を握にぎり、仲良く肩かたを並べてルネグラの町を歩くことにする。

　時間が時間な上──事実、奴隷市場は閉場していた──明日はオークションの開催日なので急いで宿の確保に向かうも、よくよく考えたらオークションは賓客限定──つまりはバカみたいな金持ち限定なので、ラグラスたちが泊とまるような庶しよ民みん的な宿は、その気になれば二部屋借りられるほどに空すいていた。

　宿の主あるじが、必死になって二部屋借りることをオススメしてくるほどに。

「どうです牧師さま？　今なら一人一部屋広々と使うことができますよ？　旅の疲つかれをとるためにも、部屋は別々の方がいいと思いませんか？」

「いや～それだと無駄に金がかかるだけだから、同じ部屋でお願いしたいんだが……」

「そんなこと言わずに！　今なら二部屋借りてくださったお客様に割引きサービスもしてますよ！」

　食い気味に勧すすめてくる宿主に、ラグラスは若じやつ干かん気け圧おされながらも、

「割引きされたところで、一部屋分の宿賃より安くなるこたねえだろ？　借りる部屋は一つ。ベッドが二つある部屋で頼たのむわ」

　断固として断る。羽は振ぶれるところは羽振るが、無駄な出費には厳しいラグラスだった。

「んーん……」

　突とつ然ぜん、トルテがフルフルとかぶりを振りながら、ラグラスと宿主の会話に入ってくる。

「ベッドは一つでいい……ラグラスと一緒に寝ねるから……」

　ピシッと、空気が凍こおりつく音がした。

　語ご弊へい満まん載さいなようでその実全く語弊がないトルテの発言に、ラグラスと宿主は同時に冷ひや汗あせを垂らす。もっとも、同じ冷汗でも温度差はかなりの開きがあるようだが。

「牧師さま……あなたもしかして……性職者？」

「お前さん絶対違う〝せい〟の字あててるだろ!?」

「はっ!?　まさか〈教会〉の聖典の一節にあった『汝、隣りん人じんを愛せ』というのは、そういう意味で──」

「んなわけねえだろ！　なに世界の真理に気づいたみてえなツラしてんだ！　アホなことばっか言ってっと違う宿に行っちまうぞ!?　あぁんッ!?」

　もはや牧師というよりも悪漢じみた物言いで宿主を威い圧あつする。その結果、こちらの──というより、トルテの希望どおりの部屋を借りることができた。宿主から受け取った鍵かぎで扉とびらを開けて部屋に入り、当然の如ごとく一台しかないベッドを見て、ラグラスはため息をつく。

「トルテ……やっぱりまだ、俺と一緒に寝なきゃ駄だ目めか？」

　トルテはコクリと首肯し、

「ラグラスと一緒でないと……また〝あの時〟の夢を見そうで……こわいから……」

「こわい、か。なら、しゃあねえか」

　諦あきらめたようにもう一度ため息をつき、ワシワシとトルテの頭を撫なでる。が、トルテがまだ何か言おうとしていることに気づき、頭から手を離してトルテに訊ねた。

「どうした、トルテ？」

「あの……その……」

　表情は限りなく〝無〟に近いものの、群ぐん青じよう色の目は面おも白しろいほど泳いでいた。

　それからしばらくモジモジモジモジした後、トルテは意を決したように訊ねてくる。

「ラグラスは……わたしと一緒に寝るの……嫌いや……なの……？」

　今度はラグラスの目が泳ぐ番だった。身長差のせいで必然的に上うわ目め遣づかいで訊ねられたものだから、余計に目の泳ぎっぷりが激しくなってしまう。

「いや～……別に嫌じゃねえよ……。確かにガキに興味はねえが……それはあくまでもアレだ……大人のアレ的な意味であってだな……お前さんみたいな可愛い女の子と一緒に寝て、悪い気になる男はいねえよ」

　素直に答えた結果とはいえ、あまりにも小こっ恥ぱずかしい内容にラグラスは思わずトルテから顔を背そむけてしまう。トルテの顔が、かつてないほどに緩ゆるんでいることにも気づかずに。

「おぉうッ!?」

　トルテが体当たりするような勢いで抱だきついてくる。

　無防備になっていた腹に良い感じの頭突きが入ったが、悟さとられたくなかったのでどうにかこうにか平気なフリをする。

（なんか、リコリス以上に甘やかしちまってる気がするな）

　そう自覚しながらも、全く改める気がないことも自覚しているラグラスだった。







　翌朝。久しぶり──というか、トルテと出会ってから初めてベッドの上で眠ねむったせいか、普ふ段だんよりも遅おそく起き床しようしたラグラスたちは、宿の近くにある食堂ダイナーで少し遅めの朝食を済ませると、昨日は閉まっていた奴隷市場へ向かうことにした。

　ヘリガスの情報屋から聞いた賓客限定の奴隷オークションは、三日間に亘わたって開催される。だから今日一日は下見に費やし、明日明後日あさつてのいずれかに行動を起こして、リコリスの情報と、エウガイン王国の奴隷売買を取り仕切っている総元もと締じめについての情報を探った上でオークションをぶち壊こわすのが、ラグラスの算段だった。

　奴隷市場は、ルネグラの中央にある高い壁かべで囲われた区画に設けられており、出入り口は東西に設けられた二つの門のみとなっている。門にはエウガインの兵士が守衛についているため、普通ならばトルテを連れて行くのは避さけた方が無難だが、

「おう、ご苦労さん」

「ど、どうも……」

　トルテに頭巾ウインプルを被らせているという理由もあるが、堂々としていれば存外バレないことを知っていたラグラスは、あえて守衛に声をかけながら、全く怪あやしまれることなくトルテと一緒に奴隷市場に入場した。

「わざわざ声をかける必要あるの……？」

　顔には出ていないが、どうやらトルテは内心ハラハラしていたらしい。繋つないだ手は、少しだけ汗あせが滲にじんでいた。

「あると言えばあるが、ないと言えばない。大たい抵ていの人間は、わざわざ声をかけてくるような奴やつが手配書に載のった賞金首だなんて思わねえが、あくまでも大抵であって絶対じゃねえからな」

　だっはっはっ──と笑うラグラスを、トルテは呆あきれたような視線で見つめていた。

「それにしても……」

　トルテは、物もの珍めずらしさ以上に不快感を湛たたえた目で周囲を見回す。

　壁へき外がいとは違い、奴隷市場内は、三角屋根ではなく収容所めいた四角い建物で埋うめ尽つくされていた。道みち幅はばが広いおかげで、壁外よりも人の行き来が多い割には歩きやすいものの、鎖くさりに繋がれた奴隷と、彼ら彼女らを犬いぬ猫ねこのように引き連れる奴隷商にかなりの頻ひん度どですれ違うものだから、不快感という一点においては壁外の比ではない。

　極きわめつけは、肉や魚のように奴隷たちの競せりがそこかしこで行なわれているものだから、不快感は増す一方だった。

「その感情は人としては大事だが、今は顔に出さないようにしとけよ」

　周りの人間には聞こえない小さな声音で、ラグラスはトルテを窘たしなめる。

「目的のためならば、仇かたきが相手でも笑顔でお茶できるくらいの胆たん力りよくを身につけとけ。場合によっちゃ、戦せん闘とう技術よりも大事なことだからな」

　トルテは小さく首しゆ肯こうを返すも、

「…………っ」

　いったい何を目まの当たりにしたのか、次の瞬しゆん間かんにはもう不快感を湛たたえた双そう眸ぼうをこれ以上ないほどにまで見開いていた。

（おいおい、言ったそばからこれかよ）

　ラグラスは若干呆れながら、もう一度トルテを窘めようとするも、

「ルファ……ナ……？」

　トルテの口から人の名前と思おぼしき単語が出た瞬間、瞬時に状じよう況きようを理解し、すぐさま彼女の視線の先を追う。

（そうだ！　よくよく考えりゃあり得ない話じゃねえ！　エウガインに滅ほろぼされたラストロンツの人間が、奴隷として売りに出されるなんてことは！）

　トルテの視線の先にあるのは、奴隷市場の中央に建てられた、宮きゆう殿でんめいた荘そう厳ごんな建物だった。その建物の中に連れられていく、両手に枷かせを嵌はめられた黒くろ髪かみのメイドを見て、ラグラスは小声でトルテに確認する。

「あのメイドがそうか？」

　トルテは顔を青くしながら、ぎこちなく首肯した。

「わたしの身の回りのお世話してくれたり、護まもってくれたメイドさんで……わたしにとっては……三人目のお姉様みたいな……人で……」

　トルテの目め尻じりに涙なみだが溜たまっていく。メイドの女性の生存を確認できた喜びよりも、奴隷に堕おとされていた悲ひ嘆たんの方が勝まさっている様子だった。

（自分が奴隷に堕とされたことは何とも思ってなかったくせに、自分に近しい人間に対しては、奴隷に堕とされたとわかった途と端たんにこれか。自分を大事にしていないというか、他人を大事にしがちというか……）

　人ごみの只ただ中なかでは落ち着いて話もできないので、路地裏に避ひ難なんし、周囲に人の気配がないことを確認してからトルテに訊たずねる。

「あのメイド、ルファナ……でいいんだよな？　助けたいのか？」

　コクコクと何度も首肯するトルテを見て、そりゃそうだなと思う。

「ラグラスがダメって言うなら……わたし一人でも──」

「駄目だなんて言うわけねえだろ」

　ワシワシとトルテの頭を撫でる。

　そう言ってもらえたことが嬉うれしいのか、トルテの頬ほおには微び笑しようが浮うかんでいた。

（それにしてもあのルファナってメイド、最悪なことに相当な美人だったな）

　ルファナの容姿は、トルテの隣となりに並べても見み劣おとりしないほどに絶品だった。

　艶つややかな黒髪は腰こしに届くほどにまで長く、黒くろ水ずい晶しようを思わせる美しい瞳ひとみと、その左下にある泣きボクロと合わさって、大人の色気を醸かもし出していた。かと思えば、容よう貌ぼうにはまだ少しばかり幼さが残っており、愛らしさと凜り々りしさの絶ぜつ妙みようなバランスが、見る者全ての視線を釘くぎ付づけにするほどに彼女の魅み力りよくを際きわ立だたせている。

　体を描えがく曲線は豊かの一語に尽きるもので、彼女を目にした男の多くは、メイド服の下に隠かくされた瑞みず々みずしい果実を夢想せずにはいられないだろう。

　愛あい玩がん奴ど隷れいとしては言わずもがな、王族トルテの侍じ従じゆう兼けん護衛を務めていたことを鑑かんがみれば、家政奴隷としても護衛奴隷としても一級品と見てまず間ま違ちがいない。

　奴隷同士を殺し合わせる最低の見み世せ物もの──闘とう奴どとして扱あつかった場合は、容姿の端たん麗れいさも相まって、さぞかし〝持ち主〟の懐ふところを潤うるおすことだろう。

（奴隷としてはまさしく極ごく上じよう。となると、ルファナが賓ひん客かく限定オークションに〝出品〟される可能性は極めて高い……！）

　今日一日は下見に費やすつもりだったが、それでは手て遅おくれになってしまうかもしれない。

　今日の内にルファナが〝出品〟された場合、彼女を手に入れた買い手が、その日のうちにルネグラを発たつ可能性がないとは言い切れない。

　買い手が男でなおかつ我が慢まんのきかない人間だった場合は、手に入れてすぐにルファナを宿の部屋に連れ込み、己おのが欲よく望ぼうのままに彼女の尊厳を踏ふみにじる恐おそれもある。

　今日──いや、今すぐにでも事を起こさないと間に合わないかもしれない。

「是ぜ非ひもなし、か」

　トルテの頭から手を離はなし、ラグラスは決然と告げる。

「まずは情報収集だ。あの宮殿みてえな建物にいくぞ、トルテ」




　　　　◇　◇　◇




「なにぃッ!?　オークション中に〝商品〟が急死しただと!?」

「なんでも心臓に持病を抱かかえていたらしく、突とつ然ぜん発作を起こして──」

「死因などどうでもいい!!　とっとと〈教会〉に行って牧師を連れてこい！　略式でも葬そう儀ぎをやってみせねえと、信心深い客が不安がる！」

「で、でも今〈教会〉は年一に行なわれる祭儀の真っ最中ですよ!?」

「クッソ、そうだった！　こんな時に限って……ええい！　葬儀を執とり行なえる聖職者なら誰だれでもいい！　とにかく探してこい！」

「は、はいッ！」

　燕えん尾び服に身を包んだ男たちが繰くり広げる慌あわただしいやり取りを尻しり目めに、ルファナ・ルフールは宮殿めいた建物の中を歩いて行く。

　建物の外部以上に荘厳な造りになっている内部は、床ゆか、壁、天てん井じようの全てが大理石でできており、それら全てが偏へん執しゆう的なまでに磨みがき抜ぬかれ、鏡のような光こう沢たくを放っていた。

　照明に使われているのは、無数の光こう魔ま石せきで構成されたシャンデリア。

　乱らん獲かくによってとりわけモンスターの数が少ないエウガイン王国内において、モンスターの核かくが原料となる魔石をこうもふんだんに扱える人間は、エウガインの王族か、奴隷商の中でも一流と呼ばれるほどに富を築けた者くらいだろう。

　そんな建物に入ることができるのはごく限られた人間──と言いたいところだが、今ルファナが歩いている玄関広間エントランスホールは建物内で唯ゆい一いつ一いつ般ぱん向けに開放された空間。荘厳華か麗れいな内装に似つかわしくない風ふう体ていをした者たちが、そこかしこで〝商品〟の取引を行なっていた。

　ルファナは前方──自身の両手に嵌められた枷の鎖を握にぎる小太りの奴隷商の背中を見つめながら、心の内から湧わき上がる嫌けん悪おと恥ち辱じよくに耐たえていた。

　幼い頃ころから一八歳になる今に至るまで、奴隷制度に反対するラストロンツ王族に仕えていたルファナは、奴隷制度という存在そのものを毛け嫌ぎらいしていた。

　この世界において、奴隷制度に異を唱える人間が少数派マイノリテイであることはルファナも承知している。それでもなお、その思想を貫つらぬくラストロンツ王族の気高さにルファナは感かん銘めいを受け、そんな素晴らしい方々のもとで働かせていただけることに至上の喜びを抱いだいていた。

　それゆえに、今の自分を取り巻く状況の何もかもが許せなかった。

　敬愛する国王を、妃きさきを、王子を、王女たちを殺された挙句唾だ棄きすべき奴隷商に〝商品〟として扱われる羽目になってしまったこの状況が。

　あの時──大勢のエウガイン兵がラストロンツ城に攻せめ入ってきた時、ルファナが直接仕えていた末すえの王女トルテを含ふくむ三人の王女を逃にがすために、この命を賭として敵兵の足止めにつとめた。

　生き延びる可能性は皆かい無む。そう思っていた。

　事実、圧あつ倒とう的な数の暴力を前にルファナは屈くつした。エウガイン兵に頭部を殴おう打だされ、意識が奈な落らくの底に落ちていく中、もう二度と目を覚ますことはないだろうと覚かく悟ごを決めた。

　しかし、ルファナは生き延びてしまった。兵士たちの〝戦利品〟として扱うには、あまりにももったいないという下げ卑びた理由のせいで。その後、エウガインの侍じ従じゆうの手で処女であることを確かめられ、ルファナはいよいよ己おのれの末路を確信した。

　そしてその確信どおり、ルファナは奴隷に堕とされた。

　奴隷として生きるくらいなら、一人でも多くのエウガイン兵を道連れにした上で死んだ方がマシだと思っていたが、ラストロンツ王族の中で唯ゆい一いつ生き残ったトルテの無事をちらつかされたため、できなかった。できるはずもなかった。いまだ姿すら拝ませてもらえないトルテのために、生き地じ獄ごくに身を投じるしかなかった。

（我慢です……全てはトルテさまのため……）

　そう自分に言い聞かせる。〝商品〟として売られ、物よりも悲ひ惨さんな扱いを受けることになったとしても、トルテのためならばいくらでも耐えることができる。

　だから言い聞かせる。言い聞かせて言い聞かせて言い聞かせている内に……いつの間にか目的地にたどり着いていた。〝商品〟の控ひかえ室と思しき、薄うす暗ぐらい部屋に。

　行き先についてあまり気にしてなかったので、階段を上がっていたから建物の上階にある部屋だろうということ以外は、まるで把は握あくしていなかった。

　小太りの奴隷商はルファナの首に新しい枷を嵌めた後、懐から取り出した鍵かぎで、ルファナの両手を拘こう束そくしていた手枷を外す。

「両手が自由になったからって妙な気を起こすなよ？　俺に何かあったら、エウガインの王族の方々がお前に反逆の意があると見なし、大事な大事なお姫ひめ様を処分してしまうかもしれんからなぁ。まぁ、その首枷は、さっきまでお前が付けていた手枷と同じ魔ま封ふう錠じようだから、お前が得意としている賢けん皇のう魔法は使えんがなぁ」

　魔封錠は、体内を巡めぐるエーテルの流れを阻そ害がいすることで、枷を嵌められた者の魔法を封じるようにできている。

　その魔封錠を嵌められた以上、確かにルファナは賢皇魔法という武器を失っているが、

「貴方あなたさまお一人くらいなら、魔法に頼たよらなくても造作もなく殺せますよ？」

　ルファナに睨にらまれ、奴隷商は頬を引きつらせながら後ずさる。

「つ、つまらん脅おどしはよせ！　さっきも言ったが、俺に何かあったらトルテもただでは済まんぞ！」

「存じております。ただ、これからオークションにかけられることを考こう慮りよして、〝商品〟としてのわたくしの性能スペツクをお教え差し上げたまでのことです」

「ふ、ふん！　それくらい教えてもらうまでもなくわかっとるわ！」

　奴隷商は懐からいかにも高価そうなシガーケースを取り出し、その中に入っていた葉巻を一本咥くわえる。それだけのために炎えん魔ま石せきを使いたくないのか、それとも使えないだけなのか、下衣ズボンのポケットから取り出したマッチで葉巻に火をつけると、気持ちを落ち着けるように深々と煙けむりを吐はき出してからルファナに言った。

「お前は、奴隷としてはあらゆる意味で極上だ。その小こ賢ざかしさも含めてな。そんなお前だからもうわかってるんだろう？　お前の手枷を外した意味を」

「……ええ。存じております」

　震ふるえそうになる声こわ音ねを気力で押し殺し、あくまでも淡たん々たんと応じる。

　わざわざ賓客のみに限定し、人目のつかない建物の奥で行なうようなオークションなのだ。奴隷として全てを見られた上で競売にかけられることは、わかりきっていた。

「脱ぬげ。お客様が所望するのは、お前の全てだ」




　　　　◇　◇　◇




　宮きゆう殿でんじみた建物に入ったラグラスたちは、一いつ般ぱん向けに開放された玄関広間エントランスホールを歩き回り、オークションが建物のどこで開かい催さいされているのかを調べた。

　ほどなくして、地下の檻おりに大勢の奴隷が収容されているという情報を掴つかむも、賓客限定のオークションに〝出品〟されるような奴隷が、他の奴隷と一いつ緒しよに収容されるわけがないこと、建物を外から見た際に上階に窓が一つもなかったことから、地下にルファナはいないと判断し、上階についての情報を集めることにした。

　その結果、玄関広間の奥にある廊ろう下かの、そのさらに奥にある階段を上がった先でオークションが開かれていること、廊下と階段の前には二人ずつ守衛の兵士が立っており、招待状を見せないと通れない決まりになっているという情報を掴んだ。

　自分一人だけならともかく、トルテを連れて上階に潜せん入にゆうするのはラグラスといえども困難を極きわめる。かといって、トルテ一人を置いていくのは不安が大きい上に、ルファナ救出に意気込む彼女が置いていかれることに納得するとは思えない。

　正直、手て詰づまりだと言わざるを得なかったが、どうやら神は信心浅いラグラスに救いの手を差し伸のべてくれたらしい。

　とある青年の愚ぐ痴ちを小耳に挟はさんだことにより、楽に上階に行ける糸口を見つけたラグラスは、早さつ速そくその愚痴をこぼしていた奴隷商見習いと思おぼしき燕尾服の青年に接せつ触しよくし、

「た～の～む～よ～。普ふ段だんは三〇〇ルドのところを二〇〇ルドにオマケするからさ～。路銀が尽つきて弟で子しに飯を食わせる金もないんだ～。俺に死んだ奴ど隷れいさんを弔とむらわせてくれ～」

　情けなさすら覚えるほどに必死な声を上げて、しがみついた。

　なんでもオークションに〝出品〟していた奴隷が急死したらしく、信心深い客を安心させるために葬儀を執り行なおうにも、現在〈教会〉は年に一度行なわれる祭儀の真っ最中ということで、青年が愚痴りながら聖職者を探していたところを不良牧師ラグラスに目をつけられた次第だった。

「わかった！　わかったからもう離れてくれ！　ていうか、アンタ本当に牧師か!?　葬儀の押し売りとか聞いたことないぞ!?」

　ラグラスにしがみつかれた青年が、もう勘かん弁べんしてくれと言わんばかりに悲鳴を上げる。ある意味、聖職者を探している時よりも必死の形相をしていた。

「バリッバリの牧師だから安心してくれ！　奴隷市場ならうっかり死人の一人や二人出ないかな～って彷徨さまよっていたところで、この大当たりだ！　これはもうどうみても神の思し召めし！　逃のがしちゃ罰ばちが当たるってもんだ！」

「その考え方がもう罰当たりだと思うんだが!?」

　そんな騒さわぎを聞きつけて青年のボスにあたる奴隷商が現れ、盛大に足元を見られたラグラスは一〇〇ルド──だいたい安宿二、三泊ぱく分──でなおかつ後あと払ばらいという形で、急死した奴隷の葬儀を執り行なうことを許された。

　青年のボスが去っていった後、

「おう、弟子！　さっさとついてこい！」

　弟子ことトルテは、呆あきれたようにラグラスをジト～っと見つめてから、トテトテと駆かけ寄ってくる。

「ラグラスって……二重人格……？」

「おいおい、そこは役者に向いてるって褒ほめるところだろ」

　そんなやり取りを小声で交わしつつ、前を行く青年について行く。

　ほどなくして玄関広間エントランスホール奥にある廊下の前にたどり着き、青年は守衛の兵士に事情を説明してからラグラスに釘くぎを刺さしてくる。

「アンタには、大事な大事なお客様たちの前で葬儀を執り行なってもらう。さっきみたいな粗そ相そうは絶対にするなよ」

「しないしない。後払いで下手へた打ちゃ、神の思し召しが得られないからな」

　ラグラスの言う神の思し召しが俗ぞく欲よくにまみれているせいか、青年は露ろ骨こつに不安そうな顔をするも、

「大だい丈じよう夫ぶ……ラ……師父はやる時はやる人だから……」

　フォローを入れるトルテを見て、青年はこんなことをほざき始める。

「この子に葬そう儀ぎを任せた方がいいんじゃないか？　お客様も和なごむだろうし」

「俺の言うことじゃねえが、あんたも大たい概がい罰当たりだな。葬儀をなんだと思ってやがる」

「ア、アンタが牧師として本当にしっかりしてるかどうかを試すために言ってみただけだ！　まずは遺体のところに案内するから、ついてこい！」

　慌あわてて歩き出す青年の後に続き、ラグラスたちはいよいよ上階に足を踏ふみ入れる。

　上階は下階よりも露骨に格式が高く、床ゆかには真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しかれ、見るからに高価な絵画や花か瓶びんが慎つつましやかに飾かざられていた。上階にあがってすぐのところに見える、例によって守衛の兵士二人が立っている両開きの大おお扉とびらを指差しながら青年は言う。

「あのでかい扉の向こうがオークション会場になっている。アンタには控え室から遺体と一緒に入ってもらう手て筈はずになってるから、間ま違ちがってもあそこから入るんじゃないぞ」

「りょ～かいりょ～かい……って言いたいところだが、オークションやってる割には随ずい分ぶん静かだな。盛り上がってなさすぎだろ」

「競売会場レセプシヨンホールは壁かべが分厚い上に扉も二重構造になっているから、盛り上がってないんじゃなくて外に音が漏もれてないだけだ。ていうかここから先、オークションが盛り上がってないとか絶対言うなよ？　今回のオークションはウチのボスが取り仕切ってるからな。そんなことを言ってたのがボスの耳に入ったら、報ほう酬しゆうなしで葬儀をやらせる羽目になるぞ」

「お～っと、気をつけるよ。ただ働きは勘弁だからな」

　軽い調子で応じながらも、ラグラスは心の中で冷笑を浮うかべた。

（音が漏れない、か。オークション中に奴隷がどれだけ泣き叫さけぼうが競売会場レセプシヨンホールの外に聞こえないようにするために、そういう造りにしたんだろうが……俺にとっても好都合だな）

　再び歩き出し、ラグラスたちは競売会場を囲う形で造られた廊下を移動する。

　廊下の外側には、内側にある競売会場と比べて格段に小さい部屋がいくつも設けられており、ラグラスたちは階段から見て右手奥にある小部屋に案内された。

　どうやらこの小部屋は物置として使われていたようで、収納箱の山を端はしに寄せて無理矢理スペースをつくった床の上に、若い男──オークション中に急死した件くだんの奴隷の遺体が安置されていた。

「アンタにはこの遺体と一緒に競売会場の舞ぶ台たいに上がり、葬儀を執とり行なってもらう。今日はあと三人オークションが行なわれる予定になってるから時間的に略式になってしまうが……ま、そのへんの詳くわしい話はボスに聞いてくれ」

　一段落ついたと思ったのか、疲つかれたようなため息をつく青年にラグラスは訊たずねる。

「そのボスさんは、今どこにいるんだ？」

「ボスは競売会場レセプシヨンホールの裏手にある控え室だ。今いま頃ごろ棺かん桶おけを用意して待ってると思うから、さっさと遺体を運ぶぞ」

「りょ～かい」

　と、軽い調子で応じながらも、ラグラスは背後から青年の首に神速の手刀を叩たたき込む。

　奴隷商に与くみする人間に慈じ悲ひをくれてやるほどラグラスは甘くなく、首の骨が砕くだける生々しい音とともに青年は床に倒たおれ伏ふした。

「……殺したの……？」

「ああ。見習いくさいが奴隷商であることに変わりはねえからな。それに顔を見られている以上、生かしておく道理もない」

　ラグラスはあえて、〝道どう化けの死神〟の時のように声音を凍いてつかせながら答える。

　これが俺のやり方だと、暗殺者になるということはこういうことだと、トルテに知らしめるために。

「……そう……」

　無機質な声音で、トルテは応じる。努めて無機質無感情を装っているのか、声音と同様〝無〟を保つトルテの表情からは、心情を読み取ることはできなかった。

（まあ、いい。今はルファナの救出に集中しよう）

　頭を切り替かえ、トルテに言う。

「俺はちょっと着替えさせてもらう。トルテ、扉の外を警けい戒かいしててくれ」

「着替える……？」

　と小首を傾かしげていたトルテだったが、ラグラスが青年の遺体から燕えん尾び服を脱がし始めるのを見て、弾はじかれたように体を背そむける。さすがにこれには無機質無感情というわけにはいかなかったらしく、頭巾ウインプルの下に隠かくれた小さな耳には、ほんのり朱しゆが滲にじんでいた。

「わたしも……着替えなくちゃいけないの……？」

「この部屋に着替えられるものがあればな」

　そうこうしている内にラグラスは燕尾服に着替え終え、カソックを収納箱の一つに隠してからトルテの変装に使えそうな物を探す。

　全ての収納箱を漁あさった結果、ラグラスの顔の大きさに合った伊達だて眼鏡めがねを発見することはできたが、子供用でなおかつ競売会場レセプシヨンホールの近くをうろついても違い和わ感かんのない衣服は、そう都合良くは見つからなかった。

「……こいつで誤ご魔ま化かす方向でいくか」

　収納箱を漁っていた最中に見つけた、鎖くさり付きの手て枷かせを手に取り、謝りながらもトルテの両手首に嵌はめる。

「わりぃ。ちょっとの間だけ我が慢まんしてくれな」

「うん……わかってる……。それより……強化魔ま法ほうはかけなくていいの……？」

「見る奴やつが見れば足運びだけで強化魔法を使っていることがバレちまうからな。こんな場所で強化魔法を仕込む人間なんざ不ふ審しん者以外にはいねえから、今はまだ使わなくていい」

　トルテが首しゆ肯こうを返した後、ラグラスは手枷の鎖を手に小部屋の外に出る。

　少女の奴隷を連行する体ていを装い、巡じゆん回かいしていた兵士とすれ違った際は何食わぬ顔で挨あい拶さつを交わしながら廊下を歩き、左手側の中程にある部屋の前で足を止める。

　競売会場レセプシヨンホールにいる大勢の人間と、守衛と巡回警備に務める計三人の兵士、例の控ひかえ室にいる青年のボスを除き、唯ゆい一いつ人の気配を感じたのがこの部屋だった。

（数は六。気配の動き方からして内三人は、青年あいつが言っていた葬儀の後に〝出品〟される予定の奴隷だな。この中にルファナがいれば話は楽なんだが……性格のわりぃ神クソ野や郎ろう様のことだ。この辺りで差し伸べた手を振ふり払ってくる予感しかしねえ）

　そんなことを考えながらも伊達眼鏡を外し、代わりに取り出した道化の仮面を被かぶる。

「奴隷たちのフォローを頼たのむ」

　とだけトルテに伝え、部屋に突とつ入にゆう。

　どうやらこの部屋は談話室になっているらしく、奴隷商と思しき風体をした男が三人、ソファにふんぞり返ったまま、見開いた目をこちらに向けていた。

　手枷を嵌められた奴隷三人が部屋の隅すみに一ひと塊かたまりにして座らされていたこと、予感どおりルファナの姿が見当たらなかったことに舌打ちを漏らしながら、身体能力強化魔法なしとは思えない激げき烈れつな踏み込みで奴隷商どもに肉にく薄はく。

　悲鳴を上げられる前に喉のどを斬きり裂さき、一いつ瞬しゆんの間まに終わらせた。

　あとは、奴隷商どもの死に様を見て奴隷たちが悲鳴を上げないかどうかだが、

「し～～……」

　ラグラスが奴隷商たちを殺している間に、奴隷たちのもとに駆け寄っていたトルテが、唇くちびるの前に人差し指を立てて静かにするよう促うながしてくれたおかげで、一人として悲鳴を上げることはなかった。おそらくだが、自分たちと同じように手枷を嵌められた少女に静かにするよう促されたからこそ、三人は悲鳴を吞のみ込んでくれたのだろうとラグラスは思う。

　奴隷商の死体をまさぐり、手枷の鍵かぎを見つけてから、ラグラスも奴隷たちのもとに歩み寄る。三人の奴隷の内、一人は女で、残り二人は男だった。男女ともに賓ひん客かく限定のオークションに〝出品〟されるだけあって相当な美男美女で、それぞれが出品者の趣しゆ味みを垣かい間ま見みさせる衣装で着き飾かざられていた。

　奴ど隷れいたちは目の前で足を止めたラグラスに、怯おびえと警戒が入り混じった視線を向ける。

　道化の仮面を被った男が、突とつ然ぜん部屋に入り込んできた挙句、奴隷商どもを躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもなく鏖おう殺さつして見せたのだ。そんな目で見られるのは、当然すぎるほどに当然の話だった。

「大丈夫……この人は、いい人だから……」

　そう言って、トルテはラグラスにひっしとしがみつく。その絵え面づらの微笑ほほえましさのおかげか、奴隷たちは幾いく分ぶん表情を緩ゆるめてくれた。

　元王女ゆえか、本人の気質ゆえか、トルテが心の機き微びに聡さといことに感謝しつつ、ラグラスは先程手に入れた鍵で奴隷たちの手枷を外し、訊ねる。

「この中で魔ま石せきを使える奴はいるか？」

　三人中、男女二人が手を挙げるのを確認すると、ラグラスは懐ふところから取り出した炎えん魔石を奴隷たちの目の前に置いた。

「今はまだ部屋に鍵をかけて引き籠こもってろ。しばらくしたら俺が『火事だ』と叫ぶ。その声が聞こえたら、この炎魔石で部屋に火をつけて階段から逃にげな」

「その後は？」

　おずおずと訊ねる女の奴隷に、ラグラスは素す気げなく返す。

「お前さんたちの自由だ。好きにしろ。だが、地下にいる奴隷たちを解放する気き概がいがあるってんなら、こいつもオマケしてやるが……どうする？」

　懐から爆魔石を更に二つ取り出し、試すような口調でラグラスは問う。

　奴隷たちは顔を見合わせ、頷うなずき合うと、

「やります。逃げるにしても、私たちをこんな目に遭あわせた連中に一ひと泡あわくらいは吹ふかせたいですから」

「そうか」

　仮面の下で満足げな微び笑しようを浮かべ、爆魔石を奴隷たちに渡わたした。

　その後、ラグラスは扉の前で気配を探り、巡回の兵士が前を通ったところで音もなく扉を開け、部屋の中に引きずり込んでからダガーで心臓を一突つきする。

「薪まきの足しに使え」

　と、奴隷商どもの遺体の上に放り捨てると、部屋を出てすぐさま控え室へ向かう。

「やっとか。随ずい分ぶん遅おそか──ッ!?」

　控え室に入るや否いなや、ラグラスはダガーを投とう擲てきし、奴隷商見習いの青年がボスと呼んでいた男を瞬殺。用意されていた棺かん桶おけに男の死体をぶち込んだ。

　室内に他の人間の気配がないことを確認してからトルテに嵌めていた手枷を外し、部屋の奥にある、五段程度しかない階段の上に設けられた扉を見やる。

「あそこから競売会場レセプシヨンホールに入れるみてえだな」

「あの向こうに……ルファナが……」

「いるだろうな。十中八九」

　ラグラスは足音一つ立てずに階段を上がり、ゆっくりと、少しだけ、扉とびらを開ける。

　青年が言っていたとおり競売会場には舞台が設けられており、この控え室の扉は舞台袖そでに繋つながっていた。

　ちょっと覗のぞく程度では舞台の端しか見えなかったので、周囲に人の気配がないことを確認してからさらに扉を開き、その先に視線を送る。

　直後、視界に映えいじられたのは、ラグラスをして吐はき気を催もよおすほどに醜しゆう悪あくな光景だった。

　脂やに下さがった笑みを浮かべ、嬉き々きとして〝商品〟の説明をする奴隷商。舞台の前に群がる、上品な着衣とは裏腹の下げ卑びた笑みを浮かべて〝商品〟を見定める競売客。

　そして、一糸纏まとわぬ姿でその視線に晒さらされる〝商品〟──ルファナ。

　心の奥底から、我を忘れかけるほどの憎ぞう悪おと嫌けん悪おが湧わき上がる。湧き上がったからこそ、ラグラスは致ち命めい的な失態を犯してしまった。暗殺者として天性の勘かんを持つトルテの前で、憎悪と嫌悪のあまり、一瞬とはいえ注意を疎おろそかにしてしまう失態を。

　気がついた時にはもう、トルテはラグラスのすぐ傍そばまで来ていた。

　おそらく、当のトルテは〝なんとなく〟のタイミングでラグラスの傍にやってきたのだろうが、そのタイミングが完かん璧ぺきなまでに、ほんの一瞬だけ生じたラグラスの隙すきを突ついてきたものだから、彼女が扉の向こうの光景を見るのを止めることができなかった。

「……っ」

　ラグラスと同じ光景を目まの当たりにした瞬間、群ぐん青じよう色の瞳ひとみがこれ以上ないほどにまで見開かれる。

　トルテはすぐさま、ハーネスで右太ふと股ももに固定していた鞘さやからダガーを抜ぬこうとするも、

「待て」

　すんでの所で、ラグラスはトルテの手を掴つかんで制止した。止められるとは思っていなかったのか、珍めずらしく声こわ音ねに怒いかりを滲ませながらトルテは抗こう議ぎする。

「なんで……止めるの……！」

「言ったろ。目的のためならば、仇かたきが相手でも談笑できるくらいの胆たん力りよくを身につけろって。怒りにまかせて突っ込んだところで、ルファナを余計な危険に晒すだけだ。彼女を確実に救うためだ。今は我慢しろ」

「…………わかった」

　断腸に耐たえるように、トルテは唇を噛かみ締しめながらダガーの柄つかから手を離はなした。

　ラグラスは安あん堵どしたように一つ頷き、

「最初に俺が飛び出し、舞ぶ台たいの上にいる奴隷商を殺す。トルテはその後に飛び出してルファナを保護しろ」

「その後は……？」

　その問いには答えず、誤魔化すようにトルテの頭を撫なでてから、告げる。

「強化魔法をかけておけ。ここから先は隠おん密みつに動く必要はねえからな」

「うん……！」

　二人揃そろって強化魔法を施ほどこした後、ラグラスは「仕し掛かけるぞ」とだけ言い残し、扉から飛び出した。仮面の隙すき間まから見える双そう眸ぼうに、凄せい絶ぜつな殺意を宿して。




　　　　◇　◇　◇




「どうです、このルファナ・ルフール！　お目が高いお客様から見ても極ごく上じようの〝逸いつ品ぴん〟だとは思いませんか!?」

　泣いてはいけません──ルファナはその言葉だけを、ただひたすらに心に刻みつける。

「ラストロンツ王国の──っと失礼。もう存在しない国でしたな。とにかく、亡国の王族に侍じ従じゆう兼けん護衛として仕えていただけあって、奴隷としての能力は超ちよう一級品！」

　あえて両手足を自由にさせ、首だけに枷かせを付けた状態で〝出品〟されたのは、今得意げに弁舌を振るっている小太りの奴隷商が、こちらの心を折って従順な奴隷に仕立て上げるために凝こらした趣しゆ向こう。それ以上でもそれ以下でもない。

　事実、舞台に上がる前に、奴隷商はルファナにこう言った。

『お客様の興を冷ますようなことをすれば、お姫ひめ様がどうなるかはわかってるな？』

　それは、ルファナが羞しゆう恥ちのあまり自由になっている手足で胸や秘部を隠した場合、エウガインにあることないことを吹き込んで、トルテに危害を加えるという脅おどしに他ならなかった。

　ルファナにとって命よりも大切な存在を理解した上で、利用し、踏ふみにじる。

　そんな輩やからの前で心が折れて泣いてしまっても、ただ喜ばせるだけ。いや、奴隷商だけではなく、気持ち悪い目でこちらを睨ねめ回してくる競売客たちもさぞかし喜ぶことだろう。

　だから、絶対に泣いては──

「もちろん！」

「──っ」

　突然、奴隷商に左胸を鷲わし掴づかみにされ、漏もれかけた悲鳴をかろうじて堪こらえる。

「愛あい玩がん奴隷としても超一級品！　処女であることもチェック済みですので、皆みな々みな様さまのお好きなように調教してくださいませ！」

　これ見よがしに胸を揉もみしだいてくる奴隷商の掌てのひらが、興奮する男の競売客たちの歓かん声せいが、ただただ不快でただただ気持ち悪かった。

　その一方で女の競売客たちは鼻白んでいる様子だが、舞台ここに立つ奴隷の性別が逆転した瞬間、ここにいる男たちと同様に下卑た笑みを浮うかべるのは想像に難かたくない。

　この場に、まともな人間は一人としていなかった。

（泣いては……いけません……）

　そう自分に言い聞かせるも、女としての尊厳をひたすらに踏みにじられる現状に、どうしても耐えきれず、視界が歪ゆがんでしまう。

「さて、そろそろオークションの開始といきましょう！　まずは五〇万ル──ぼっ!?」

　突然、奴隷商が前のめりになって倒たおれる。

　床ゆかに伏ふした奴隷商の延えん髄ずいには、刃やいばの華はなが咲さいていた。

（……！　背後に気配!?　いつの間に!?）

　振ふり返ろうとした刹せつ那な、真っ黒な布が視界を覆おおう。そのせいか混乱に陥おちいった競売客たちの悲鳴が、やけに遠く聞こえた。

　競売客たちとは違ちがい、突然の出来事にもそこまで動じなかったルファナは、両手でまさぐることで視界を覆う布の正体を確かめる。

（これは……男物の上着？　奴隷商を殺した方が、かけてくれたのでしょうか？）

　状じよう況きようを把は握あくする理性よりも、体を隠かくす物を手に入れた安堵が勝まさり、ほうと息をつきながらも有り難く羽織らせてもらった直後、

「あ……」

　舞台袖からこちらに駆かけ寄ってくる少女を見て、今の今まで堪えていた涙なみだが堰せきを切ってしまう。しかし、この涙は我が慢まんする必要がない涙だった。

　なぜなら、嬉うれしさのあまりに流れた涙だから。

　万ばん感かんの思いを込め、ルファナは少女の名を叫さけぶ。

「トルテさま！」




　　　　◇　◇　◇




　ラグラスは舞台袖から飛び出すと同時に、ルファナを辱はずかしめていた奴隷商の延髄にダガーを投擲。奴隷商が倒れ伏すのを確認してから鋼糸でダガーを回収し、せめてこれくらいはと、燕えん尾び服の上着を脱ぬいでルファナに被かぶせた。

　悲鳴が競売客たちの喉のどを裂さく中、ラグラスは床を蹴けって跳ちよう躍やくし、競売会場レセプシヨンホールの中央付近に着地する。そして、

「《破は邪じやの防ぼう壁へきよ　我を護まもれ》」

　呪じゆ文もんに込められる上限ギリギリまでエーテルを込め、最大範はん囲いで結界魔ま法ほうを発動。

　舞台にいるトルテとルファナを除いた全員を結界の中に閉じ込め、ますます競売客たちを叫きよう喚かんさせた。

「曲くせ者ものめ！」「オークションを台無しにしやがって！」

　競売会場内で警備をしていた四人の兵士が、腰こしに下げていた剣けんを抜き、四方から一いつ斉せいに斬きりかかってくる。当然ラグラスは兵士たちの動きを完璧に把握しており、見もせずに両手のダガーを投擲して左右から迫せまる兵士の眉み間けんを貫つらぬいた。と同時にその場で旋せん転てんし、前後から迫る斬ざん撃げきを回かい避ひ。同士討うちを考こう慮りよしていなかった斬撃は互たがいに味方を浅く斬り裂き、二人揃って呻うめき声を上げながらよろめく。

「阿あ呆ほうが」

　氷よりも冷たい声音で罵ののしりながら、二人の左胸に掌しよう底ていを叩たたき込む。激げき烈れつな衝しよう撃げきによってへし折られた肋ろつ骨こつが心臓に突き刺ささり、二人は床に仰ぎよう臥がした。
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　ラグラスは鋼糸を操あやつり、兵士たちに刺さっていたダガーを回収する。

　道どう化けの仮面を被かぶった死神が、触ふれもせずにダガーを掌中に引き戻もどす様に恐きよう怖ふしたのか、女の悲鳴が結界内に響ひびき渡わたる。

「いやああああああああああああああああああッ!!」

　それを皮切りに、競売客たちはこの場から逃にげ出そうと両開きの大扉に殺さつ到とうするも、ラグラスの結界に阻はばまれてしまい、悲鳴の重唱が耳をつんざいた。

　自分たちの力では逃げられないと悟さとった競売客たちは、外にいる守衛に向かって必死に助けを求めるも、どれだけ叫んでもその声が外に届くことはなかった。奴ど隷れいたちの叫喚を漏らさぬ競売会場レセプシヨンホールの造りが、無む慈じ悲ひなまでに競売客たちの声を遮しや断だんしていた。

「おいおい何をそんなに慌あわててんだ？　お前さんたちが、いつもやってることだろうが」

　ラグラスは、ゆっくりと、ひどくゆっくりと歩きながら、大扉前で一ひと塊かたまりになっている競売客たちに近づいていく。

「他者の生せい殺さつ与よ奪だつの権を握にぎり、弄もてあそぶ。たまには、奴隷と同じ思いをするのも悪くねえだろ？　だから──」

　ゆっくりとゆっくりと近づき、刃が届く間合いまでたどり着いた瞬間、

「好きなだけ楽しみな。お前らの命が尽つきるまで存分に付き合ってやるよ」

　悍おぞましい量の血が沫しぶき、結界内にいる全ての命を慈悲なく容よう赦しやなく刈かり尽くした。







　男も女も関係なく鏖おう殺さつした後、結界を解除して舞台に戻ったラグラスは、

「トルテさま……！　ああ、トルテさま……！」

　トルテにひたすら頬ほおずりしているルファナを見て、仮面の下で苦笑を浮かべる。

　初めの内は喜んでいたトルテも、ルファナのあまりのしつこさに段々迷めい惑わくそうな顔になっていくものだから、苦笑は深まるばかりだった。

　そろそろトルテに助け船を出してやろうと思ったラグラスは、舞台上に倒れ伏している奴隷商の体をまさぐって見つけた、首くび枷かせの鍵かぎをルファナに向かって放り投げる。が、コツーンと頭に鍵が当たったにもかかわらず頬ずりをやめないルファナに、いよいよラグラスの苦笑が引きつった。

　第一印象では凜り々りしく有能なメイドだと勝手に思い込んでいたが、どうやらその認識は間違いだったらしい。

「ルファナ……いい加減にして……。怒おこるよ……っ」

　ルファナは我に返ったように、ハッとした表情を浮かべる。

「も、申し訳ございません、トルテさま！　ですが！　後生ですからあと一〇秒だけスリスリさせてください！」

「……一〇秒だけだから……」

　しょうがないと言わんばかりに了りよう承しようした直後、ルファナは〇・〇〇一秒の誤差もなくきっかり一〇秒間頬ずりしてからトルテから離れ、床に落ちていた鍵を拾って首枷を外す。

「ところで、つかぬ事をお伺うかがいしますが」

　途と端たん、先程までのふやけた声こわ音ねとは裏腹の、鋭するどく厳しい声音をラグラスにぶつけてくる。

　雰ふん囲い気きを一変させたルファナに、ラグラスは緩ゆるんでいた心を引き締め直して応じた。

「なんだ？」

「貴方あなたさまは、かの有名な〝道化の死神〟さまとお見受けして、間違いありませんね？」

「否定はしねえよ」

「その死神さまが、なにゆえトルテさまとともに行動していらっしゃるのですか？　返答の如何いかんによっては、貴方さまの口に靴くつをねじ込んで、歯ぁカタカタいわせることになりますので、お覚かく悟ごくださいませ」

　丁てい寧ねいなのか乱暴なのかよくわからない物言いに、さしものラグラスも気け圧おされそうになる。どうにも戦せん闘とう力とは別の次元で、敵に回してはいけない手合いに思えてくる。

「……成り行きで助けただけだ」

「成り行き、ですか」

　そう呟つぶやいた直後、怖おぞ気けを振るうような流し目がラグラスを射い抜ぬいた。

「トルテさまの御お心こころが、小さく、されど大きく、変わってしまっているのは、いったいどういった成り行きですか？」

　まさしく会話の成り行きを見守っていたトルテが、いったい何のことを言っているのかわからないといった風ふ情ぜいで小首を傾かしげる。

　一方、ルファナの言っている言葉の意味を理解していたラグラスは、

（そこを突つかれたら、こちらとしても相応の誠意を見せるしかないわな）

　その誠意を見せるために仮面を外した。今この場でラグラスが素顔を晒さらすとは思ってなかったのか、ルファナは少しだけ驚おどろきを露あらわにする。

「そのことについては後で必ず話す。それに、俺からもお前さんに訊ききたいことがある。だから……今はそれで納得してくれねえか？」

　ルファナはしばしラグラスを見つめた後、羽織っていた燕尾服の上着をキュッと握り締しめ……逃げるように視線を逸そらしてから答える。

「わかりました。状況が状況ですから、早く脱だつ出しゆつした方がよさそうですしね。それに……死神という呼び名ほど悪い人間ではなさそうですし」

　後半の言葉は、なぜか妙みように声音が小さくなっていた。それを誤ご魔ま化かすように、ルファナはラグラスに向かって恭うやうやしく、されど上着で隠すところはしっかりと隠して一礼する。

「わたくしの名は、ルファナ・ルフール。〝道化の死神〟さま。トルテさまをエウガインの腐くされ外げ道どうから救っていただいたこと、そして、わたくしを奴隷商のミジンコデブから助けていただいたこと、心から感謝致いたします。……その……本当に、ありがとうございました……」

　またしても後半の言葉が妙に小さな声音になっているルファナを見て、トルテは何を思ったのか、無表情をそのままに、唐とう突とつにとんでもないことを言い出す。

「ルファナ……ラグラスは……わたしの、だから……」

「いや、お前さんのもんになった覚えは──ハッ！」

　抗こう議ぎをしている最中に気づく。こちらを見つめる──否いな、睨にらむルファナの目に、殺意にも似た悍ましい光が宿っていることに。

「死神さま。今の話につきましても、後で、必ず、たっぷりと聞かせていただきますね」

「あ……はい」

　背筋に冷たいものが伝うのを感じながら、ラグラスは道化の仮面を被り、気持ちも頭も切り替かえてルファナに訊たずねる。

「それより着る物はどうするつもりだ？　一応、お前さんのサイズに合いそうな女がいたから、ドレスに血が付かないよう殺しておいたが」

　あれだけ派手に血ち飛沫しぶきを上げさせておきながら、そんな器用なことをやってのける死神の技量に驚いているのか、ルファナは小さくため息をついてから、やんわりと断った。

「いいえ。お構いなく。控ひかえ室にわたくしのメイド服がありますので」

「そうか。……トルテ」

　ラグラスは仮面越ごしから目配せをし、それだけで理解したトルテがルファナの手を掴つかむ。

「ルファナ……服を着るの、手伝ってあげる……」

「お二人が妙に通じ合っていることに腸はらわたがぶち切れる思いですが、トルテさまにお手伝いしていただけるのは至福。ここは見み逃のがして差し上げましょう、死神さま」

　よくわからないルファナの圧力を前に、やはり敵に回してはならない手合いだと確信するラグラスだった。

　やがて、メイド服姿のルファナが、トルテと手を繋つないで戻ってくる。

　実はルファナと話している間、目のやり場に困っていたラグラスは、人知れず安あん堵どの吐と息いきを漏らしつつも二人に告げた。

「入口にいる守衛を排はい除じよした後、競売会場レセプシヨンホールに火をつける。そこから先は『火事だ』と叫さけびながら下に降り、場を混乱させるだけ混乱させてから脱出するぞ」

「守衛ですか。数は？」

「二人だけだ」

「それならば、守衛の排除はわたくしにお任せくださいませ。ここから脱出する上で、わたくしがどの程度戦えるかを確認するには丁度良い機会でしょう？」

「確かにその通りだが……俺の言う排除は、殺すことを意味している。目もく撃げき者は少ない方がいい現状において、奴隷商に与くみする輩やからを生かしておく道理はねえからな。その上で訊くが、やれんのか？」

「愚ぐ問もんですね。トルテさまの身の安全を確保するためならば、この手を血に染めることも厭いといません。それに〝殺し〟の経験の有無を気にしておられるのであれば、どうかご心配なく。エウガインのゴミクズな方々が城に攻せめ入ってきた際に、数えるのも億おつ劫くうになるほどに経験致しましたので」

　そんな二人のやり取りを聞いて、トルテはふと何かに気づいたような表情を浮うかべ、ラグラスに訊ねる。

「わたしも人を殺す経験、積んでおいた方がいいのかな……？」

「駄だ目めだ！」「駄目です！」

　半ば反射的に、ラグラスとルファナは全く同時に反対する。

　トルテは数すう瞬しゆん目をパチクリさせるも、すぐに少しだけ不ふ機き嫌げんそうな声音で訊ねてくる。

「モンスターは殺してもいいのに……なんで人はダメなの……？」

「それは……まだ、その段階じゃないからだ。モンスターを殺すことと人間を殺すこと……命を奪うばうという点では同じだが、その間には明確な隔へだたりがある。それがわからねえ時点で、お前さんはまだその段階には至っていない。だから……駄目だ」

「……わかった……」

　まだ少し納得していないようだが、それでもトルテは素直に引き下がってくれた。

　自身の未熟さを自覚しているからこそ、「その段階じゃない」という言葉を素直に聞き入れてくれたのだ。

　一方のラグラスは、ただ問題を先延ばしにしただけだということを自覚していたせいか、仮面の下で苦々しい表情を浮かべていた。

「いつまでもこんなところで、のんびりしているわけにはまいりません。手早く守衛を仕留めてきますので、少々お待ちを」

　無理矢理話の区切りをつけるように、ルファナは入口の大おお扉とびらに向かって歩き出す。

　途と上じよう、ラグラスの脇わきを通り過ぎる瞬間、

「この件に関しましては、トルテさまが聞いていないところで伺わせていただきます」

　トルテには聞こえない小さな声音で言い残し、歩き去っていった。

（結局、洗いざらい話すしかない流れになっちまったな……）

　観念したようにため息をつき、念のためいつでも加勢にいけるよう気構えながら、ルファナの背中を見送る。

　競売会場レセプシヨンホールの入口にたどり着いたルファナは、音を立てることなくゆっくりと大扉を押し開き、わずかな空間を挟はさんだ向こう側にある、もう一つの大扉もゆっくりと押し開き、優ゆう雅がな足取りで競売会場の外に出る。

　当たり前のように中から出てきたルファナを見て、守衛の二人は単に客が外に出てきただけだと思ったのか、彼女のことを警けい戒かいする素そ振ぶりすら見せなかった。

　ルファナはその隙すきに、右手側にいた守衛の手首を掴んでこちらに引き寄せ、体たいが崩くずれたところに足あし払ばらいを叩たたき込んで宙を舞まわせる。続けて、守衛の手首を掴んでいた右手を左手に持ち替え、自由になった右手を相手の膝ひざに添そえると、円を描えがくようにして両手を振り抜き、左手側にいたお仲間に向かって投げ飛ばした。

「ぐは……ッ！」

　突とつ然ぜん投げ飛ばされて受け身も取れず、突然お仲間が飛んできて反応もできず、守衛の二人は仲良く床ゆかに倒たおれ伏ふす。

　一ひと塊かたまりになったところで、ルファナは守衛たちに向かって掌てのひらをかざし、

「《雷いかずちよ　迸ほとばしれ》」

　雷らい撃げき魔ま法ほうを発動。守衛二人をもろとも震しん死しさせた。

　あまりにも見事な手て際ぎわに、ラグラスは思わずトルテに訊ねてしまう。

「ラストロンツの王族に仕えるメイドは、皆みなああなのか？」

「んーん……ルファナが特別なだけ……」

「そうか……そうだよな。あれじゃ侍じ従じゆう兼けん護衛というよりも護衛兼侍従だ」

　呆あきれ半分感心半分に納得した後、ラグラスはトルテとともにルファナのもとへ向かう。

「投げと賢けん皇のう魔法の組み合わせ……いついかなる状じよう況きようでも、身一つでトルテを護まもるために磨みがいた〝技〟ってところか」

「ご明察です、死神さま。それより、この後の段取りはどうなさるおつもりで？」

「後ろの死体の山もろとも建物を焼く。ルファナ、火か炎えん魔法は使えるか？」

「勿もち論ろん。地、水、氷、火、風、雷……いずれの属性も修得済みです」

「なら頼たのむ。ルファナが死体を焼いてる間、トルテは周囲の警戒をしていてくれ」

「わかった……ラグラスは、どうするの……？」

「下にいる守衛どもを殺してくる。俺が『火事だ』と叫んだら、お前さんたちも同じように『火事だ』と叫びながら下に降りてきてくれ。玄関広間エントランスホールに出たら〝商品〟を連れて火事から逃にげる奴ど隷れい商の体ていを装い、混乱に乗じて奴隷市場から脱出するぞ」

　トルテとルファナが首しゆ肯こうを返したところで、ラグラスは階下に降り、階段前にいた守衛二人の首を斬きり裂さいて誰だれにも気づかれることなく殺害する。

　火がついても、ものの数秒で消失する爆ばく魔ま石せきで遺体を吹ふき飛ばし、仮かり初そめの火事を起こしながら「火事だ！」と叫び、トルテたちと上階で助けた三人の奴隷に合図を送る。と同時に、その叫び声を聞いてやってきた、廊ろう下かの出入り口を護っていた守衛二人を爆魔石で爆殺した。

　トルテたちと合流した後、ラグラスは道化の仮面を外して「火事だ！」と喚わめき散らしながら玄関広間に飛び出し、目もく論ろ見みどおりに起こった混乱に乗じて奴隷市場から脱出した。







　奴隷市場を出て宿の荷物を回収した後、ラグラスたちはすぐさまルネグラを脱し、ゴブリンと戦った炭鉱がある山さん麓ろくの湖に身を落ち着けた。

　太陽が沈しずみ始めたせいか、それとも緊きん張ちようの糸が切れたのか。焚たき火をつけて五分もしないうちに、トルテが、ラグラスにしがみついたまま健すこやかな寝ね息いきを立て始める。

　その様子を見て、ルファナは双そう眸ぼうに殺気を湛たたえながら、慇いん懃ぎんにラグラスの頬ほおを引きつらせる言葉を吐はいた。

「さて、死神さま。お話を始める前に、貴方あなたさまの骨を二ふた桁けたほどへし折ってもよろしいでしょうか？」

「そのことについてもちゃんと話しますから、ほんと勘かん弁べんしてください」

　ルファナのあまりの迫はく力りよくに、思わず敬語で謝るラグラスだった。

　見た目ほどは怒おこっていないのか、ルファナは一つ息をつくだけで怒ど気きを鎮しずめ、

「でしたら、洗いざらい話していただきましょうか、死神さま。そのお名前も含ふくめて」

　そして、ラグラスは話した。自身の名前を。奴隷に堕おとされてゾラの館に連れてこられたトルテを助けたことを。その際、トルテの心が壊こわれかけていたことを。「わたしを殺して」と懇こん願がんしてきたため、やむなく復ふく讐しゆうを焚きつけて思いとどまらせたことを。そのためにトルテに暗殺術を教えていることを。そうまでしてラグラスがトルテの面めん倒どうを見ているのは、トルテが生き別れた妹とそっくりだからであることを……洗いざらい話した。

「まさかトルテさまの御お心こころが、変わってしまったどころか、壊れる寸前まで追い詰つめられていたなんて……」

　努めて冷静さを保っているものの、ルファナの声こわ音ねはエウガイン王国に対する怒いかりに充みち満ちていた。

「やっぱ今のトルテは、あんたからしたら変わっちまって見えるのか？」

「控えめで慎つつましやかで優しくて愛くるしい、元々の素敵極きわまる性格はそこまで変わってはいません。強しいて言えば、普ふ段だんよりもさらに控えめになったかもしれないという程度です。ですが……」

　ルファナは逡しゆん巡じゆんするように沈ちん黙もくを挟み、言葉をつぐ。

「ラグラスさまが、オークション会場にいたウジ虫未満の方々を皆みな殺ごろしにした時のことです。いくら気き丈じようなトルテさまといえども、目の前であれだけの虐ぎやく殺さつが行なわれたら、悲鳴は堪こらえど、青ざめるなり震ふるえるなりして恐きよう怖ふを露あらわにしていたところです。ですが、あの時のトルテさまは全く何も感じていないご様子でした。いったいなぜ、トルテさまはあそこまで人の死に無む頓とん着ちやくになってしまわれたのですか？　御心が壊れかけたという理由だけでは、どうにも納得ができません」

「それは……たぶんだが、人の死に無頓着でいなければならないと、トルテが思い込んでるせいにあると思う」

「それはどういう意味です？」

　その疑問に答えるには、さしものラグラスもそれなり以上の覚かく悟ごが必要だった。しかし、だからといって答えないわけにもいかず……短い沈黙を挟んでから重い口を開いた。

「トルテはこう言っていた……この手で二人の姉を殺した、と」

「なっ!?　あり得ませんっ!!」

　さすがのルファナも動どう揺ようを抑おさえきれず、大声を上げてしまう。

　その声に反応するようにトルテが身じろぎするのを見て、起こしてしまったと思ったラグラスとルファナは揃そろって息を吞のむ。が、夢見がいいのか、トルテは「ふむ～」と寝言なのか寝息なのかよくわからない声を漏もらしただけで、目を覚ます気配はなかった。

「……すみません。つい取り乱してしまいました」

「いや、さすがにこれはしゃあねえだろ。赤の他人の俺でも、トルテの口からこの話を聞いた時は死ぬほど驚おどろいたからな」

　と、ルファナをフォローしつつも、トルテが姉たちのことを嬲り殺しにしたことについては、彼女には話さない方がいいだろうとラグラスは思う。

「トルテさまは二人の姉君を……オセリアさまとユルハさまを心の底から愛し、お二人もトルテさまのことを心の底から愛されておいででした。トルテさまがお二人を殺すなんて……いえ、あの優しいトルテさまが人を殺すなんてあり得ません。ですが……」

「人死にに無頓着になった理由としては腑ふに落ちる。だろ？」

　否定したいという思いが強かったのか、ルファナが返した首肯は、ひどくぎこちないものだった。

「俺は、トルテが何者かの手によって姉たちを殺させられたと思っている。神聖魔法に禁術が存在するように賢皇魔法に人間を操あやつる禁術があるのか、魔法を超こえた超ちよう常じようの力を持つ神遺物オーパーツでも使ったのか、単純に誰かの命と引き替かえに姉殺しを強要させられたのか……いずれにせよ、真っ当な手段でないことだけは確かだろうな」

「そしてもう一つ確かなことが、事が起きた日……ですね」

「話してくれるのか？」

「正直思い出したくないことばかりですが、トルテさまのためになるのであれば……」

　黙もく祷とうを捧ささげるように瞑めい目もくしてから、ルファナは語る。

「ラストロンツ城が陥かん落らくしたあの日、城門の守りを破ってエウガインの兵士たちが城に雪崩なだれ込んできた時、わたくしはトルテさまを含めた王女さまたちを逃がすために、死ぬつもりで敵の足止めを買って出ました。その際に、トルテさまが泣いて一いつ緒しよに逃げてと言ってくださったことは、大変光栄であり、大変嬉うれしかったのですが……そのお言葉に甘えていい状況ではありませんでしたので、後で必ず追いつきますとトルテさまに嘘うそをつき、方々とともに逃げていただきました。……考えられるとしたら、その後です。その後に、トルテさまは……！」

　トルテの心情を慮おもんぱかり、溜たまりかけた目め尻じりの滴しずくを指先で拭ぬぐう。

「最終的にトルテさまを捕とらえたのは、城しろ攻ぜめの指揮をとっていたエウガイン王国の第四王子──ハイヴェ・ロウン・エウガインだと聞き及およんでいます。この男が元げん凶きようかどうかはわかりませんが、少なくとも、トルテさまが味わった地じ獄ごくについて知っている可能性は高いと思います」

「ハイヴェ・ロウン・エウガインか……こりゃいよいよもって、エウガイン城にお邪じや魔まする必要が出てきたな」

　その言葉を聞いて、ルファナは確信を得たような目でラグラスを見み据すえる。

「認めたくはありませんが、ラグラスさまがトルテさまに慕したわれていることは事実。ラグラスさまが、トルテさまに慕われるだけの情を注そそいでくださっていることも事実。そして、今の言葉……ラグラスさまは、トルテさまに仇かたきを……エウガインの国王を討うたせるつもりはサラサラないとお見受けしてよろしいですね？」

　その問いに対し、ラグラスは眠ねむっているトルテに視線を落としてから答える。

「仇っつうか、トルテに人を殺させたくないってのが本音だな。トルテの手は姉たちを殺したことで血に染まっちまってるかもしれねえが、自分の意志で殺したわけじゃねえ。でないと、心が壊れる寸前まで罪の意識に苛さいなまれるわけがないからな。自分の意志で人を殺したのなら、その時点で罪の意識なんざ大なり小なり崩れるもんだ」

「確かに、ラグラスさまの仰おつしやるとおりかもしれませんね。わたくしもエウガイン兵を足止めした際に、自らの意志で、初めて人を殺しましたが……罪の意識などというものは、感じる間もなく崩れ去っていったように思えます」

「それが一線を越こえるってことだ。核かくがなけりゃ一から十まで人間の天敵であるモンスターを殺すのとはワケが違ちがう、明確な一線がな。俺はトルテに、その一線を越えさせたくねえんだ。この子は、俺みてえな外げ道どうに片足突つっ込んでる人間とは違う。もっと真っ当に生きるべき人間だ。まかり間違っても〝こちら側〟には来ちゃいけねえ」

「トルテさまに真っ当に生きてほしいという点には同意しますが、貴方さまが外道に片足を突っ込んでいるという点に関しましては同意しかねます。本当に貴方さまが外道ならば、トルテさまがここまでお慕いになるはずがありませんから。それに……わたくしも、貴方さまがそんな人間ではないと思っておりますので」

　後半の言葉を、かろうじて聞き取れる程度の小さな声音でなおかつ早口で言い切った後、わざとらしく咳せき払ばらいをしてから話を戻もどす。

「とにかく、トルテさまに人を殺させたくないという点においては、わたくしも貴方さまと同意見です。その一点に関しましては喜んで協力いたしましょう。暗殺術の特訓に関しましては正直お止めしたいところですが、トルテさまを護まもる人間がわたくしとラグラスさましかいない現状において、戦う力を得ることは決して悪いことではありません。それに、トルテさまの御心がどこまで回復しているかわからない以上、復讐の手段となる暗殺術の特訓を無理矢理やめさせるのは、おそらくは避さけた方がいいでしょうしね。ですが──」

　不意に、ルファナの双眸に殺気が籠こもる。

「最後に、これだけは言っておきます。いくらトルテさまがお慕いしているとはいっても、もし、万が一、トルテさまに手を出された場合は、貴方さまの股またにぶら下がっているケダモノを焼いて刻んで磨すり潰つぶして差し上げますので、努ゆめ々ゆめお忘れなきよう」

「ハイ……ワスレマセン……」

　ルファナのあまりの迫力に、無む駄だに片言になってしまうラグラス。トルテの全身をくまなく洗ったという秘密は、墓まで持っていこうと心に誓ちかう。

「ところで、最後にってことは、トルテの話はこれくらいでいいんだな？」

「ええ。あくまでも今日のところはですが」

「なら、今度は俺の方からいくつか訊きいてもいいか？」

「ご自由にどうぞ。まあ、だいたい察しはついてますけど」

「なら話は早い。リコリス・エンフィールドって名前、見聞きした覚えはねえか？」

「ありませんね」

「はえぇな、おい!?　思い出す努力くらいはしてくれよ!?」

「思い出すことに努力する必要などありません。メイドたる者、人の顔と名前は一目で記き憶おくして然しかるべきですから。それに先程ラグラスさまが仰っていたとおり、リコリスさまがトルテさまとそっくりであるのなら、なおさら忘れるはずがありませんから」

「ごもっとも」

　と言いつつ、深い深いため息をついてしまう。ルファナを救出したことで、諸もろ々もろの情報収集ができないままルネグラを発たつことになってしまった。

　勿もち論ろんそのことについてとやかく言うつもりはないが、一縷の望みルフアナが完全な空から振ぶりに終わってしまったことには、さすがにラグラスも落らく胆たんを覚えずにはいられなかった。

　そんなラグラスを見かねたのか、それとも自分のせいで妹の手がかりを探すことすらできなかったことに負い目を感じているのか、ルファナは少しだけ気き遣づかわしげにラグラスに話しかける。

「他に訊きたいことはありませんか？　できうる限りの協力は致いたしますので」

「それなら……この国の奴ど隷れい売買を取り仕切っている、総元もと締じめについて何か聞いてないか？　そいつを締め上げて帳ちよう簿ぼを手に入れりゃ話がはえぇんだが、どうにも全然尻尾しつぽを見せなくてな。情報屋の話だと、ルネグラに行きゃ総元締めの手がかりくらいは掴つかめるかもって話だったんだ」

　あまり期待せずに訊たずねてみると、

「総元締めですか？　それなら手がかりどころか顔も名前も知ってますよ」

　まさかの大当たりに、ラグラスは驚きよう愕がくを露あらわにする。

「マジでか!?」

「マジです。わたくしをオークションに〝出品〟しようとしたミジンコデブが、うっかり漏らしていたところを他の奴隷商に窘たしなめられていたので、まず間違いないかと。実際、ミジンコデブが窘められるのも、ラグラスさまが尻尾すら掴むことができなかったのも、納得できる人物ですから」

　答えを言われる前に総元締めの正体に気づいたラグラスは、先程とは別の意味で驚愕を露わにする。

「確かに……考えてみりゃ、国全体にこうも見事に箝かん口こう令れいを敷しける奴やつなんざ一人しかいねえが……おいおい、マジかよ。大たい抵ていの王族は商売なんて卑いやしい人間のやることだのなんだのと、ボロクソに言ってやがるってのに」

「ラグラスさまのご想像どおり、大マジです。この国では、国王──オーラン・ルマ・エウガインが直々に、奴隷売買などという卑ひ賤せんで下げ賤せんな商売を取り仕切っているようです」

「ッ……ククッ……ハハハ……ッ」

　堪こらえきれず、笑ってしまう。トルテたちの国を滅ほろぼした元凶であり、エウガインの奴隷売買を取り仕切る総元締めでもある男、オーラン。笑ってしまうくらいに生かしておく理由が見つからなかった。殺す理由しか見つからなかった。

「神よ……普ふ段だんはどうしようもねえくらいに性しよう悪わるだってのに、珍めずらしく粋いきなことしてくれるじゃねえか、ええ？」

　ひとしきり笑った後、ラグラスは、

「元々ルネグラの用事が済んでからやるつもりだったが、あえて宣言させてもらうぜ」

　そう前置きした上で、ルファナに告げる。

「エウガイン国王オーランは〝道どう化けの死神〟が殺す。それで構わねえな？」

「構いません。おそらくそれが、トルテさまにとっても最善だと思いますので。ですが、どのようにしてオーランを殺すおつもりなのです？」

「んなもん、城に直接乗り込んでに決まってんだろ。連れてくわけにはいかねえから、トルテを一人残していかなきゃならないのが悩なやみの種だったが、あんたのおかげでそれも解決できたしな」

　事もなげに言うラグラスに、ルファナは呆あきれたように言う。

「ラグラスさまが〝道化の死神〟と呼ばれる所以ゆえんが、わかったような気がします」

「褒ほめ言葉だと受け取っておくよ」

　そう言ってヘラヘラ笑いながらも、心の中で静かに苛か烈れつに、もう一人の標的に対する殺意を燻くゆらせる。

　ハイヴェ・ロウン・エウガイン。

　トルテが姉たちを殺した秘密に最も近い男。

　オーランの息子であり、トルテたちの城を攻せめ落とした軍を指揮していた時点で、この男もまた生かしておく理由が見つからない。

　そしてもし、この男が、トルテに地獄を味わわせた張本人だった場合は、

（まともな死に方ができると思うなよ。ハイヴェ・ロウン・エウガイン）

　殺意は燻る。

　あくまでも静かに。どこまでも苛烈に。








第三章　許されざる者









　平原を流れる川の畔ほとりで、喜色に満ちたルファナの声がこだまする。

「さすがです、トルテさま！　一度説明しただけで賢けん皇のう魔ま法ほうを使ってみせるなんて！　おまけに両適性で神聖魔法も使えるなんて……さすがです！　さすがです！」

　感極きわまって泣き出さんばかりの勢いで、トルテに頬ほおずりをするルファナ。再会した侍じ従じゆう兼けん護衛のお姉様が全く変わっていないことに、トルテは内心嬉うれしくて仕方なかったが、

「さすがです！　さすがです！　さすがです！」

　しつこすぎるところも全く変わってないのは、正直ちょっとだけ鬱うつ陶とうしいと思うトルテだった。

（わたしの方は……変わっちゃったのかな……？）

　三日前、奴ど隷れいオークションを潰つぶした後に言っていたルファナの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

『トルテさまの御お心こころが、小さく、されど大きく、変わってしまっているのは、いったいどういった成り行きですか？』

　正直まるでピンとこなかった。こなかったから以前の自分が何を考え、何を感じて日々を過ごしてきたのか思い出そうとしたけど……今とあまり変わっていないような気がした。

　以前との違ちがいを一つあげるとすれば、〝あの時〟以来散々わたしの心を締しめ上げている鎖くさりの存在くらいのものだ。

　その鎖は今はもうすっかり緩ゆるくなっているけど、いまだ消えずに心に巻きついている。

　でも、それだけ。それだけだから、わたしは何も変わってない。

　変わってないけど……ラグラスの前だと、たまにわたしがおかしくなる時がある。

　ラグラスのことを考えると、心がモヤモヤしたりポヤポヤしたりする。

　ラグラスの前だと、ルファナはたまに声を小さくすることがあって。

　そんなルファナを見てたらなんでかわからないけど、ラグラスを誰だれにも渡わたしたくないとか思って。

　そういう時は、決まってやってることと言ってることがおかしくなっちゃって。

　でも、おかしくなってるのに、それならそれでいいかなって思うわたしがいて。

　よくわからなくなる。

　よくわからないけど、それが心地ここちよくて、幸せな気分になって──……そんな自分が、許せなくなる。

　ラグラスと一いつ緒しよにいるのは楽しい。ルファナが一緒にいてくれるのは嬉しい。

　けど、それじゃダメ。

　オセリアお姉様とユルハお姉様をこの手で殺したくせに。

　一人だけ幸せな思いをするなんて、許されない。

　わたしがラグラスと出会ったことには意味がある。

　そしてそれが、わたしの生きる意味でもある。

　だからもう、わたしを殺してなんて絶対に言わない。

　やり遂とげなくちゃいけないことが、あるから。

　お父様を、お母様を、お兄様を殺し、国を滅ほろぼした、エウガイン国王オーランを。

　わたしにお姉様たちを殺させたあいつを。

　わたしはこの手で必ず────…………

（…………────っ）

　なぜか、いつも、そこから先の言葉を紡つむぐことができなくて。

　なんだかそれが無む性しように情けなくて。悔くやしくて。

　ルファナが頬ずりしてくる中、きつく、きつく、唇くちびるを噛かみ締めた。




　　　　◇　◇　◇




　ルファナの腕うでを見込み、暗殺術の特訓の一いつ環かんとしてトルテに初歩的な賢皇魔法を修得させたその日の昼。この三日間、トルテの手料理が食べたいだのなんだのと言って、頑かたくなに料理を作ろうとしなかったルファナのことを怪あやしいと思ったラグラスは、

「ルファナ……あんた、まさかとは思うが、王族の侍従のくせに料理ができねえのか？」

　そんな露ろ骨こつな挑ちよう発はつに対し、ルファナは鋭するどい眼光で応じる。

「その言葉、後こう悔かいすることになっても知りませんよ？」

　そしてその言葉どおり、ラグラスは後悔した。




「まっず……ッッッッ!!!?!!!?」




　多少まずいくらいならば、眉まゆ一つ動かすことなく食べられる自信があったラグラスが、思わず呻うめいてしまう。奇くしくもルファナが作った料理は、トルテが初めて作ってくれた料理と全く同じ。川魚の塩焼きと、同じく川魚を使った野草のスープだった。そしていずれも、料理と称しようすること自体が烏お滸こがましいほどにまずかった。

　焼魚は、ラグラスが捕つかまえた、脂あぶらがたっぷりとのった魚を調理したはずなのに、いったいどうやったらここまで見事に脂を蒸発させることができるのかと感心するほどにパサついていた。いや、パサついているだけならまだいい。まだ充じゆう分ぶんに食べられる。

　恐おそろしいことに、ルファナが焼いた魚はパサつくだけでは飽あき足らず、咀そ嚼しやくする度たびに絶ぜつ妙みように食しよく欲よくを奪うばう、もっさりとした食感をラグラスに提供していた。

　おまけに無む駄だにふんだんに振ふられた塩はやたらとムラがあり、うっかり塩の密集地帯に触ふれた上唇がひりついた痛みを訴うつたえてくる。

　そして、焼魚以上にまずいのがこのスープだ。野草のえぐみを凝ぎよう縮しゆくしたそれは、別段辛からいわけでもないのに、一口啜すする度に喉のどが灼やけるような刺し激げきをラグラスにお届けする。

　スープに入れられた川魚の切り身は焼魚と違ってしっかりと脂がのっていたが、その脂が野草のえぐみと絶妙に絡からみ合い、胃にズシンとくる重さと胃がムカムカする気持ち悪さを増ぞう幅ふくさせている。素材の味を殺すだけでは飽き足らず、ゾンビとして蘇らせたかのような悪夢の一品だった。

「だから言ったでしょう。後悔することになっても知りませんよ、と」

「よくドヤ顔で言えんな、あんた……」

[image: ]

　川の水で口をゆすぎながら、ラグラスは呻く。

「考えてもみてください。ただの富ふ豪ごうに仕える侍従ならば料理もこなす必要があるかもしれませんが、わたくしが仕えていた方々は王族です。城には専属の料理人が雇やとわれているのも、わたくしの手料理が宴えん会かい芸以外には出番がないのも当然の話でしょう」

「当然じゃねえよ!?　つうか宴会芸扱あつかいかよ!?」

　ツッコみを入れるラグラスの傍かたわらで、トルテが無表情をそのままにプルプルと震ふるえていた。

　余人から見れば、どうしてトルテが震えているのかさっぱりわからないだろうが、ラグラスからすれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　トルテは笑うのを堪こらえているのだ。そして、今の今まで事態を静観していたことを鑑かんがみるに、トルテがこの状じよう況きようを面おも白しろがってルファナを止めなかったのは火を見るよりも明らかだった。さしものラグラスも、ちょっとイラッときてしまう。

「トルテ……お前……」

　ゾンビのような足取りでトルテに近づき、両手でほっぺたを摘つまむ。赤ちゃんのようなもっちりとした感かん触しよくに毒気を抜ぬかれながらも、ラグラスは恨うらみ節を吐はき出した。

「知ってたんなら止めてくれよ、マジで……！」

「いふぁい……」

　トルテのほっぺたを上下左右に動かす。ちょっと病やみつきになりそうな柔やわらかさだった。

　そんなラグラスの頬を、

「わたくしの目の前で、トルテさまをイジメるとは良い度胸ですね」

　ルファナが引っ張った。というか引き千ち切ぎろうとしていた。

「いだららららららッ!!　もへるッ!!　もへるッ!!」

　道連れが一人増えたことで随ずい分ぶん賑にぎやかになったな──と、感かん慨がいに耽ふける余よ裕ゆうもなく、頬の痛みに悶もん絶ぜつするラグラスだった。

　そんなこんなで移動を続けること一週間。

　ラグラスたちは次の目的地となる町──スレガの目と鼻の先にある岩場で、町に入る前の打ち合わせをする。

「わたくしたちの〝設定〟は、修道女に憧あこがれる良家のお嬢じよう様とメイド、その二人に付きまとわれている牧師という感じでいくのは、いかがでしょうか？」

　三人の表向きの素す性じようについて提案するルファナに、ラグラスは首しゆ肯こうを返す。

「他に良さそうな案もねえしな。それでいこう」

　そして、トルテに気づかれないようルファナに目配せをしてから話を続けた。

「今回は、俺の野暮用次第じゃちょっとスレガに長居することになっちまうかもしれねえ。場合によっちゃトルテとルファナ、お前さんたち二人だけで行動する状況になることもないとは言い切れねえ。そうなったらさっきの〝設定〟は使えねえから、トルテには修道服以外に変装に使えそうな服を見み繕つくろっておいた方がいいのかもしれねえな」

　ラグラスはスレガでの野暮用が済み次第、一人でエウガイン国王オーランの暗殺に向かうつもりでいる。それについては当然ルファナも承知しており、場合によってはどころか必然的にトルテと二人だけで行動することになることも承知していた。ゆえにルファナは、何かと聡さといトルテに悟さとられないよう少し考える素そ振ぶりを見せてからラグラスに応じる。

「確かに、その方がいいのかもしれませんね」

「とゆうことは……服屋さんに行くの……？」

　今の今まで黙だまって話を聞いていたトルテが、目をキラキラと輝かがやかせながら訊たずねてくる。

「まあ、そういうことになるな」

　トルテはますますキラキラと目を輝かせると、

「行こ……！　早く行こ……！」

　急にラグラスを急せかし始めた。今トルテが着ている修道服を見繕ったのは彼女の心が壊こわれかけていた時だったため、そういった素振りは一切見られなかったが、トルテもどうやら年とし頃ごろの少女たちと同様お洋服選びが大好きなようだ。

　そんなトルテが微笑ほほえましくて、ラグラスはつい頬ほおを緩めてしまうも、

「トルテさま……！　ああ……！　トルテさま……！」

　微笑ましさを打ち消して余りあるルファナの興奮っぷりに、緩んだ頬を引きつらせてしまうのであった。

　気を取り直して移動を再開し、三人はスレガに到とう着ちやくする。

　建ち並ぶ家屋はこれまで立ち寄ったヘリガス、ルネグラと同様に三角屋根だが、心なしか外観が見み窄すぼらしく、通りに敷しき詰つめられた石いし畳だたみも妙にでこぼこしていた。

　町の規模も小さいと言うほどではないが、並みと言うにはもう一声足りない。

　エウガイン有数の町と比べるのは酷こくかもしれないが、ヘリガス、ルネグラよりも大きく格落ちしている印象が否いなめない町だった。

「だが、店はまあまあ揃そろってるし、意外に飯も旨うまい。エウガインにとっちゃ、通りの舗ほ装そうにすらまともに金を出さない程度に扱いが雑なのも良い。役人はおろか、兵士すら駐ちゆう留りゆうしてねえからな。しばらくとまではいかねえが、腰こしを落ち着けるには打ってつけの町ってわけさ」

　でこぼこした石畳を歩きながら、ラグラスはスレガについて説明する。

「随ずい分ぶんお詳くわしいんですね」

「エウガインを訪れた当初は、ここを拠きよ点てんに情報収集してたからな。この町にいる情報屋が、良い感じにエウガインに不満を持ってたもんだから重宝させてもらったよ。……まあ、不満よりも、こっちの足元を見ることの方が大事だったみてえだけどな」

　そうこうしている内に、三人は町の宿屋にたどり着く。

「一応訊きいとくが、借りる部屋は二部屋。部屋割りは男女別でいいな？」

「ええ」

「やだ……！」

　トルテ一人だけが、やけに力強い声こわ音ねで反対した。

「わたし……ラグラスと一緒に寝ねたい……！」

　瞬しゆん間かん、ルファナは鬼おにのような形相でラグラスを睨にらむも、

「ルファナと一緒に寝たら……夢の中でルファナに追いかけられるから、やだ……！」

　続けて出てきた言葉に、一転して涙なみだ目めになる。一人で眠ねむったら〝あの時〟の夢を見るという話を聞き、この三日間は本人たっての希望によりルファナがトルテと添そい寝していたわけだが、どうやら別の悪夢にうなされる結果になってしまっていたようだ。

「ト──じゃなくて、お嬢さま!?　そ、そんなに夢の中でわたくしに追いかけられるのが嫌いやなのですかっ!?」

「論点そこかよ!?」

「夢の中のルファナ……なんか、ハァハァ言って追いかけてきて……ちょっとこわかった……」

「なんだ、いつもと変わらねえじゃね──めぱッ!?」

　ルファナに足を払はらわれたラグラスが、潰つぶれたカエルのように地面に激げき突とつする。

「夢の中のわたくしには後できつく注意しておきますので、どうか……どうか今宵こよいもわたくしに、お嬢さまと添い寝する栄えい誉よをくださいませ！」

　その言葉を聞いた瞬間、トルテは怯おびえたようにフルフルとかぶりを振る。

「そんなことされたら……夢の中でルファナが二人になる……二人のルファナに追いかけられる……」

　きっぱりと拒きよ絶ぜつされ、ルファナの顔に絶望の影かげが落ちる。この世の終わりを目まの当たりにしたかのような、笑ってしまうくらい見事な絶望っぷりだった。

「な、ならばせめて……同じ部屋で眠ることをお許しくださいませ！　寝ね床どこは床ゆかの上でも構いませんので！」

　結局ルファナの熱意に負け、宿の二階にある、ベッドが二台ある部屋を一つ借りることにしたラグラス御ご一いつ行こうであった。







　ラグラスはトルテたちと別れ、野暮用を済ませるために一人、スレガの情報屋のもとを訪れる。

「そろそろ来る頃だと思ってやしたぜ。死神の旦だん那な」

　町外れにある池で釣つりに興じていた情報屋の男は、ラグラスに向かって脂やに下さがった笑みを浮うかべた。

　ヘリガスの情報屋の時とは違ちがってトルテという連れがいなかったこと、正体を明かした方が話がスムーズに進みそうな手合いだったことから、この情報屋には会った時点で自分が〝道どう化けの死神〟であることを口止め料とともに伝えている。ゆえにラグラスは死神の名を持ち出されても特段気にすることなく、普ふ段だんどおりの調子で男に応じた。

「さすがに耳がはえぇな」

「それが飯のタネなもんで。とはいえ、ゾラの件といい、ルネグラの騒そう動どうといい、旦那の仕し業わざだって見当はついても、旦那がやったっていう確たる証しよう拠こについては、な～んにも情報が掴つかめないもんだから……いやはや、ほんと恐れ入りやしたよ」

「世辞を言うフリして、耳の良さ自じ慢まんしてんじゃねえよ」

　うんざりとしたように言いながら、ラグラスは男の隣となりに腰を下ろす。

「それで、総元もと締じめについての情報は掴めやしたかい？」

「おかげさまでな。ったく、税が高いだの、地方の町には金をよこさないだの、あんま有能じゃねえだの、国王のことボロカスに言ってたくせに、総元締めについて訊ねた際はアホみてえな値段ふっかけやがって」

「アッシは今の国王のことが大でぇ嫌きれぇですが、それ以上に自分の命と金が大でぇ好きなもんで。ま、あの時に、リスクに見合うだけの金を用意できなかった旦那が悪かったということで」

「つうことは、リスクに見合うだけの金を用意したら、何だって調べてくれるってことだよな？」

　そう言いながらラグラスは、懐ふところから取り出した金かね袋ぶくろを男に渡わたす。

　男は中を検あらためると、あくどい笑みを浮かべながら頷うなずいた。

「そりゃ勿もち論ろん。この業界は信用で成り立ってやすからね。吐いた唾つばを飲み込むような真似はしませんぜ。で、どのような情報をご所望で？」

「エウガイン城の見取り図だ」

　男は一瞬目を見開くも、すぐにあくどい笑みを深めた。

「理由はあえて聞かないでおきやしょう。まぁ、アッシにとっても愉ゆ快かいな理由なのは間違いなさそうでやすが」

　男は金袋を懐に収めながら、ラグラスに言う。

「一週間ほど待っていてくだせえ。原本だろうが写しだろうが、見取り図そのものを手に入れるのはそう難しくはないと思いやすが、足がつかねえようにするには、ち～っと骨が折れるかもしれやせんので」

「りょ～かい」

　と答えながら、ラグラスは立ち上がる。

　野暮用は済んだので、男のもとを離はなれて市街地へ戻もどり、スレガに入る前に話していたとおり、トルテの変装に使える服を見繕うために服ふく飾しよく店へ向かう。

　トルテが行きたがっていたので、あらかじめルファナと二人で服飾店へ向かわせ、ラグラスが情報屋と会っている間に買う服を決めてもらうという手て筈はずになっているが、

（まあ、アレだな。絶対決まってねえな）

　服飾店にたどり着き、中に入ると、確信どおりの光景が視界に飛び込んでくる。

「やはり、わたくしの見立ては正しかった！　大変よく似合ってらっしゃいますよ、お嬢さま！　どんなお洋服でも完かん璧ぺきに着こなすとは、さすがです！　素敵です！」

　いかにも良家のお嬢様が着ていそうなドレスに身を包むトルテに、ルファナは惜おしみない賞賛を送る。その奥で、老ろう齢れいの店主が微笑ましそうにトルテたちを見守っていた。

（まあ、アレだな。爺じいさんからしたら、孫二人がはしゃいでるような感覚なんだろうな。……いや、はしゃいでるのは実質一人か）

　とはいえ、変装に使えるという前提条件は忘れておらず、ルファナが選んだドレスは派手すぎでもなければ地味すぎでもない、どんな町でも自然と溶とけ込むことができる絶ぜつ妙みような一品だった。

　トルテに対する態度があんまりにもあんまりなせいで、つい忘れてしまいそうになるが、ルファナは王族の侍じ従じゆう兼けん護衛を務めていた女性。

　やるべきことはきっちりとやっている点に関しては、さすがとしか言いようがなかった。

「あ……」

　こちらに気づいたトルテが、トテトテと駆かけ寄ってくる。ラグラスの目の前で立ち止まると、少しだけモジモジしてから、意を決したように、上うわ目め遣づかいで訊ねてくる。

「どう……？　似合ってる……かな……？」

　遅おくれてこちらに歩み寄ってきたルファナが、「ぐはっ」と呻うめきながら左胸を押さえ、立ち止まる。どうやら今のトルテの仕草は、ルファナには少々刺し激げきが強かったらしい。

　ラグラスはトルテの頭をワシワシと撫なで、

「よく似合ってるぜ。それにするか？」

「んーん……」

　かぶりを振ふるトルテに、ラグラスは目を丸くする。わざわざ似合ってるかどうか訊たずねてきたくらいだから、てっきり今着ている服を気に入っているものだとばかり思っていた。

「他に欲しい服でもあるのか？」

　トルテはコクリと首しゆ肯こうし、傍そばにいたルファナの、メイド服の裾すそを摘つまむ。

「わたし……ルファナと同じ服が着たい……」

　その言葉に、ルファナは「ごはっ」と呻きながら片かた膝ひざをつく。

　どうやら今のトルテの言葉は、ルファナには相当刺激が強かったらしい。

「し、しかし、お嬢さま。なぜメイド服を？」

「この服を着てるルファナが好きだから……わたしも着てみたいなって思ったの……」

　その言葉に、ルファナは「ぶほぉっ」と吐と血けつしながら倒たおれ伏ふす。いよいよ心停止したのかと思いきや、無む駄だにトルテを心配させたくなかったルファナはすぐさま起き上がり、

「身に余るお言葉、ありがとうございます……ありがとうございます……！」

　感極きわまった様子で咽むせび泣き始めた。

　そのあまりの仰ぎよう々ぎようしさに、ラグラスは頬を引きつらせる。

（ま、まあ、お姫ひめ様がメイドに変装してるなんてエウガインの連中は思いもよらないだろうし、ルファナに合わせるという意味でも全然有りなんだが……この店、どう見てもメイド服なんて置いてねえよな？）

　ラグラスは「しゃあねえな」とため息をつき、老齢の店主にメイド服を取り寄せられるかどうかを確認した。




　　　　◇　◇　◇




　ラグラスたちがスレガを訪れてから、五日の時が過ぎた夜。エウガイン城内にある国王の執しつ務む室で、大臣からとある報告を受けたオーランは眉まゆをひそめた。

「スレガの情報屋が、我が城の図面を引いた建築士と秘ひ密みつ裏りに接せつ触しよくしていただと？」

「はい。トルテ捜そう索さくのために使っていた情報屋が『どうにも臭におう』と言って報告してきたので、オーラン様のお耳にもお入れした方がいいのではと思い、夜分に失礼させていただきました」

「そうか。ふむ……」

　オーランは顎あごに手を当て、思案する。商売という行こう為いを卑いやしいと見なす他国の公族への体面を考こう慮りよして、自分が奴ど隷れい売買の総元締めを務めていることについては、それを知る者──国内にいる全ての奴隷商と、全ての情報屋に箝かん口こう令れいを敷しいた。

　総元締めとしてあげた利益が国庫を潤うるおしていることや、総元締めであるがゆえに公族向けの奴隷を調達するのが容易であることなど、国王でありながら総元締めを続けるメリットについては今は脇わきに置いておくとして。

　箝口令を敷いた際にオーランは知った。情報屋には二つの人種がいることを。

　一つは、権力に媚こびへつらうことで甘い汁しるを吸おうとする卑しい人種。

　一つは、表向きは権力に媚びへつらいながらも、裏では権力に刃は向むかう者どもに情報を売り、そこからも甘い汁を吸おうとする卑しい人種。

　スレガの情報屋は、後者である可能性が極めて高かった。なぜならスレガは、ヘリガスやルネグラとは違ってこの国になくてはならない町ではなく、金をかける価値もない町だからだ。そんな町で活動している情報屋など後者しか考えられず、そんな人間がエウガイン城の図面を引いた建築士と秘密裏に接触していたとなると、

「確かに臭うな」

　ルネグラの奴隷市場で火事が起きたこと、その際にトルテの侍従兼護衛だったルファナを含ふくめ、多くの奴隷が逃にげ出して行方ゆくえ知れずになったことはオーランも聞き及およんでいる。火事が原因で奴隷商が数人焼け死んだことも、当然聞き及んでいる。

　自慢の息子であり、世よ継つぎでもあるハイヴェは言っていた。

〝道化の死神〟なる暗殺者がトルテを連れ去った可能性が高く、これからこの国で起きるであろう奴隷商殺しを追っていけば、トルテにたどり着けるかもしれないと。

　その言葉どおりだった場合、トルテに依い頼らいされた〝道化の死神〟が、ルネグラの奴隷市場を襲おそい、ルファナを救出するついでに火事に見せかけて奴隷商たちを殺したとしても何ら不思議ではない。

　その後にルファナが、愚おろかにもこの偉い大だいなる国王を暗殺するよう〝道化の死神〟に依頼したとしても何ら不思議ではない。

　そして、暗殺のためにエウガイン城の見取り図を欲ほつした〝道化の死神〟が、スレガの情報屋に仕事を依頼したとしても何ら不思議ではない。

　確証はない。が、辻つじ褄つまは合う。トルテの行方を知る手がかりが全くない現状を考えると、思い切って飛びついてみるのも悪くない。それにスレガの情報屋のような人間を野放しにしていたのも、今この時のように、この偉大なる国王に刃向かう輩やからを釣り上げるため。

　愚か者が餌えさに食いついた以上躊ちゆう躇ちよする理由は、ない。

「兵を一〇〇人集め、準備ができ次第スレガに向かわせろ」

「一〇〇人も……ですか？」

「愚ぐ昧まいめ。もう忘れたのか？　ゾラはトルテを護まもるために五〇人もの護衛を雇やとったにもかかわらずトルテを奪うばわれた挙句、護衛ごと皆みな殺ごろしにされてしまったのだぞ。半はん端ぱな数では、当たりを引けたとしてもトルテを奪った不届き者に返り討うちにされるだけだ。多少大おお仰ぎようになっても構わん。一〇〇人全員に馬を持たせ、さっさと出しゆつ立たつさせろ」

「ハ、ハッ！」

　慌あわただしく一礼し、大臣は執務室を辞していく。

「ふん。ラストロンツの小こ娘むすめに振り回されるのも、もうこれで終しまいにしたいものだな」

　大臣の背中を見送りながら、オーランはつまらなさげに鼻を鳴らした。




　　　　◇　◇　◇




　一週間前に取り寄せを依頼した、トルテのメイド服が届いたという報しらせを昨夜の内に聞いたラグラスたちは、朝食を済ませ次第三人で服飾店へ向かった。

　服飾店に着き、メイド服を受け取るなりトルテが今すぐ着てみたいと言い出したので、試着室を借りて着き替がえさせてみたところ、

「これはこれは……」

　ラグラスは、不覚にも緩ゆるみそうになった頬ほおを掌てのひらで押さえつける。

　メイド服姿のトルテは、妹にそっくりだという贔ひい屓き目めを抜ぬきにしても可愛かわいかった。というか可愛すぎた。ラグラスの隣となりにいたルファナが、感動のあまり天に召めされかけるほどに。

　どうやらトルテはメイド服をいたく気に入ったようで、店内にある姿すがた見みの前で、スカートの端はしを両手で摘まみながら右に左に体を振って、メイド服姿の自分を堪たん能のうしていた。

　ほんのわずかとはいえ、頬が緩みっぱなしになっているのがなんとも微笑ほほえましい。

「お嬢じようさまのこのようなお姿を拝めるなんて……ぅぅ……生きててこれほどよかったと思えた日はございません……」

　ちょっと前まで天に召されかけていたルファナが、喜びと感動のあまりに流れた涙なみだをハンカチで拭ぬぐう。そんなルファナを見て、ラグラスは疲つかれたようなため息をついた。

（今さらだが、この大おお袈げ裟さなリアクションも矯きよう正せいした方がよかったのかもしれねえな。ルファナに関しちゃ、絶対スレガの住民に顔覚えられちまってるぞ）

　もっとも、トルテに対する溺でき愛あいっぷりを考えると、矯正しようとしたところで無駄骨に終わる予感しかしないが。

（どのみち俺たちは、今日の内にスレガを発たつ。そう神経質になることもねえか）

　そう結論づけながらも、確かめるように、懐ふところに忍しのばせていた四つ折りの紙に触ふれる。

　この紙は、奇くしくもトルテのメイド服が届いた翌日──今日の未明に情報屋から受け取った、エウガイン城の見取り図だった。

　いつでも発てるよう、準備はこの一週間の内に済ませてある。あとは、

（トルテに気づかれないよう、一人でスレガを発つだけだな）

　下手へたに嘘うそをついて別行動をとろうとした場合、人の心の機き微びに聡さといトルテに嘘を見抜かれる恐おそれがある。ゆえにラグラスは、暗殺者らしく、何気なく、気づかれることなく、ひっそりと国王暗殺に向かうことを決断していた。

　ルファナに目配せ──などという余計なことはせずに、あくまでも自然に、眠ねむたそうにラグラスは言う。

「今日もちょいと野暮用に行ってくる。たぶん今日明日くらいに目め処どが立つと思うから、お洋服遊びが終わったら、いつでもここを発てるよう準備しとけよ」

　服ふく飾しよく店を出て宿の部屋に戻もどったラグラスは自身の手荷物を回収し、トルテの目を欺あざむくために用意したダミーの雑ざつ嚢のうを代わりに置いて、部屋を後にする。

　散歩するような何気ない足取りで宿屋を後にし、スレガを出た瞬しゆん間かん、

「さて……さっさとお城に向かうとしますか。《魔まを打ち破りし祝福よ　我に宿れ》」

　身体能力強化魔法を発動して、凄すさまじい速さで走り出した。

　その速さ以上に心が急せくのは、今もなお溜たまり続けている国王オーランに対する殺意ゆえか、それとも一秒でも早くトルテを復ふく讐しゆうから解放してやりたいという思いゆえか、あるいはトルテのもとを離はなれる寂さびしさゆえか……考えても仕方がないと思ったラグラスは、ただエウガイン城を目指すことだけに集中して走り続けた。
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　昼前。トルテが現状最大の課題である体力づくりのために、宿の裏手の広場を走っていた頃ころ。ルファナは、ラグラスが宿の部屋に残していったダミーの雑嚢を処分し、トルテが戻ってくるのを待った。

　しばらくして、トルテが部屋に戻ってくる。汗あせを拭い、動きやすい服装からメイド服に着替えたところで、トルテは「ん……？」と小首を傾かしげた。

「ラグラスの荷物がないけど……どこかに行ったの……？」

　ものの数分でトルテが気づいたことに、ルファナは内心冷ひや汗あせをかく。

　国王暗殺のために、トルテに気づかれることなくラグラス一人がスレガを発つための段取りについて話し合った際、荷物のダミーを用意するという彼の案を聞いた時は、正直そこまでやる必要はないと思っていた。だが、

（まさかトルテさまが、こうもすぐにお気づきになるとは……）

　ラグラスの懸け念ねんが正しかったことに内心驚おどろきを覚えると同時に、ラグラスの方がトルテのことをわかっていたことに悔くやしさを覚える。

（この借りは、わたくしの手料理を振ふる舞まうことで、丁重にお返しして差し上げるとしましょう）

　などと、ラグラスにとっては不ふ穏おん極まりない決意をしながらも、ルファナは気を引き締しめ直す。ラグラスとの話し合いにより、彼が発った四し半はん日にち後にトルテを連れて別の町に移動する手て筈はずになっている。つまりルファナは、ラグラスと別々に行動する理由をでっち上げたうえで、トルテを納得させる説明をしなければならないのだ。

　正直、トルテに嘘をつくことには多大な抵てい抗こうを覚えるが、復讐という呪じゆ縛ばくからトルテを解放するためにも、トルテに人殺しという業ごうを背負わせないためにも、今は心を鬼おににしなければならない。

　覚かく悟ごを固めたルファナは、あくまでも自然に、いつもどおりの調子でトルテに応じる。

「この町に来てから、ラグラスさまが事あるごとに野暮用と言っていたのは、お嬢さまもご存じですよね？」

「うん……確かに、何度も言ってた……」

「その野暮用というのが、エウガイン城についての情報を集めるために、スレガの情報屋に接せつ触しよくすることだったのですが……なにやら情報屋が下手を打ったらしく、その報せを聞いたラグラスさまはすぐに宿を発ち、情報屋のフォローに向かった次第になります」

　嘘と真実を交えつつ、ルファナは続ける。

「ラグラスさまは、こうも仰おつしやっていました。情報屋に調べさせたものがものだから、このままスレガに留とどまるのは危険だと。ですので、すぐに宿を引き払はらって町を離れ──」

「ルファナ……！」

　突とつ然ぜんトルテが強い語気で言葉を遮さえぎってきて、思わず口ごもってしまう。

「トルテさま……？　いかがなされました？」

「それは、わたしの台詞せりふ……！　どうして……どうして今、嘘をつくの……！」

　確信を持った物言いで指し摘てきされ、ルファナは息を吞のむ。

　自画自賛になるが、今の自分の嘘に手抜かりがあったとは思えなかった。

　仕草や表情から嘘が漏もれないよう細心の注意も払った。はずなのに、こうも容易たやすく看破されてしまったことに、ルファナは驚きを禁じ得なかった。

「なぜ、嘘だと思ったのです？」

「今のルファナの目……〝あの時〟、わたしとお姉様たちを逃にがしてくれた時と、同じ目をしてるから……〝あの時〟ルファナが、後で追いつくって言った時と同じ目をしてるから……わたしのために、何か嘘をついてるって、わかった……」

　トルテの目め尻じりに、じわりと涙が滲にじみ始める。そんなことを言われた上に涙まで見せられてはもう、嘘をついていたことを認めるしかなかった。

　何より、愛いとしい主さまにこれ以上の不実を重ねることなど、ルファナにはできない。

（申し訳ございません、ラグラスさま。わたくしには、トルテさまを泣かせてまで嘘をつき通すことはできません）

　嘘をついていたことを認め、トルテに本当のことを話す決心をつけた直後のことだった。

　外がにわかに騒さわがしくなり、ルファナはトルテに「すみません」と一言断りを入れてから、壁かべに身を隠かくしつつ窓から外の様子を覗のぞき見て……瞠どう目もくする。

　眼下では、数十ではきかない数のエウガインの兵士たちが一いつ軒けん一軒家屋に踏ふみ入り、必死に〝何か〟を探している様子が見て取れた。この状じよう況きようで兵士たちの探す〝何か〟がトルテではないと思えるのは、底抜けの楽観者くらいだろう。

（まさか、本当に情報屋が下手を打ったとでもいうのですか!?）

　その真しん偽ぎを確かめている暇ひまはない。

　階下ではすでに、兵士たちの無ぶ遠えん慮りよな足音が轟とどろいていた。

「ルファナ……どうする……？」

　最も早はや変装で誤ご魔ま化かせる状況ではないと悟さとったトルテが、自分も戦えるとアピールするようにスカートの右側を捲まくり、太ふと股ももに固定したダガーを見せつけてくる。

　ルファナは「いえ」と、かぶりを振り、

「強きよう行こう突とつ破ぱは最後の手段です。とりあえず、トルテさまはベッドの下に隠れていてください。やり過ごせるなら、それに越こしたことはありませんから」

「わかった……！」

　すぐさまトルテはベッドの下に潜もぐり込み、そのわずか数秒後に部屋の扉とびらをノックする音が聞こえてくる。

（住民の誰だれかが、わたくしたちについて話していても詰つみ。兵士の誰かが、わたくしの顔を知っていても詰み。トルテさまには、ああ言いましたが、覚悟を決めておいた方がよさそうですね）

　数瞬瞑めい目もくし、覚悟を固めると、ルファナは意を決して部屋の扉を開けた。




　　　　◇　◇　◇




　ラグラスは走って走って走り続け……西の空が茜あかね色に染まり始めたところで、あらかじめ立ち寄る予定だった町──アヴグラに到とう着ちやくする。

　アヴグラはそれなりに栄えた町だが、エウガイン城から離れた場所にあるせいか国からは軽視されており、スレガ同様、役人や兵士は駐ちゆう留りゆうしていない。

　それゆえに身を休めるには打ってつけの町なので、今日のところはアヴグラの宿屋で一泊ぱくし、明日の朝一番に出発する──と、今もなお急せいている心に言い聞かせた。

　確実に国王オーランを暗殺し、帳ちよう簿ぼを手に入れ、トルテの件について第四王子ハイヴェに真相を確かめるためにも、体力はできる限り温存しておく必要がある。強行軍に及およんだ結果、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態でエウガイン城に到着してしまっては本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。

　だから休むべき時は休む──と、急く心を理性で抑おさえつけたラグラスは、宿の部屋を押さえた後、朝以降何も口にしていなかった胃い袋ぶくろを食堂ダイナーで満たし、早めに就しゆう寝しんするために、さっさと宿に戻ってベッドの上に寝ね転ころがった。

（しっかしまあ、我ながら随ずい分ぶん本気マジになっているというかなんというか）

　眠りが訪れるのを待ちながら、ぼんやりと思う。トルテに入れ込みすぎていることは、とうの昔に自覚している。が、それを差し引いても、たった一人の少女のために一国の王を暗殺しようとしている自分のことを、我が事ながらおかしく思う。

（いや、まあ、奴ど隷れい売買の総元締めだわ、リコリスの手がかりを得るためにも帳簿が必要だわで、トルテのことは関係なしに生かしておく理由がねえ──って、いちいち言い訳を探してる時点で駄だ目めだな、こりゃ）

　自分が今トルテに抱いだいている感情を、恋こいや愛などと呼ぶにはどうしても違い和わ感を覚える。

　そもそも、公言しているとおりガキは好みじゃない。むしろルファナの方が好みに近いとさえ言える。

　感覚的には、リコリスとは別にもう一人妹ができたような感じだった。が、トルテが、今のラグラスと同じくらいの年ねん齢れいにまで成長した時、同じ感覚でいられる自信は正直なかった。牧師の自分がこんなことを言うのもアレだが、トルテがそれくらいの年齢になる頃には絶対にいい女になっているという確信がある。賭かけてもいいくらいだった。

　兎とにも角にも、トルテに抱く感情は一言では表しきれないほどに複雑。

　だが、トルテのことを大事だと思う感情だけは、理り屈くつなど必要ないほどに、違たがえようがないほどに、はっきりとしていた。

（なら、それでいいじゃねえか）

　心の底から、そう思う。

（大事な女のため……一国の王を殺す理由としちゃ上等すぎるくらい上等だ。なあ、あんたもそう思うだろ？　神よ）

　当然、返事はかえってこない。期待もしていない。

　そうこうしている内に睡すい魔まが思考を遮り始め、全く抵抗する気がなかったラグラスは瞬またたく間に眠ねむりの底に落ちていった。

　そして翌朝。

　まだ食堂ダイナーが開いていないどころか太陽が出てもいない時間帯だったので、干し肉で腹はら拵ごしらえをし、準備を整えるとすぐさま部屋を引き払って宿の外に出た。その直後のことだった。

「ああッ！　ちょうどいいところにッ！」

　薄うす闇やみの中、朝一番に市場に農作物を届けに来たと思われる農夫が、ラグラスに向かって切せつ羽ぱ詰つまった声を上げる。

「牧師なら神聖魔法使えるだろッ!?　怪け我が人がいるんだ！　助けてやってくれ！」

　適性の問題で全員がとは言わないが、〈教会〉に属する聖職者の多くは神聖魔法を修めている。ゆえに、こと外傷に関しては医者よりも頼たよりにされることが多いわけだが、

（さすがに今は付き合っちゃいられねえ。神聖魔ま法ほうの適性はないってことにして、さっさとずらかると──）

「冗じよう談だんのように聞こえるかもしれねえが、傷だらけのメイドが行き倒だおれてんだッ！　一いつ緒しよに来てくれッ！」

　傷だらけのメイド。そして、スレガ側の方角に向かって走り出す農夫。

　偶ぐう然ぜんと呼ぶにはあまりにも符ふ号ごうが一いつ致ちしすぎている状況に、ラグラスはすぐさま翻ほん意いし、農夫を追って走り出した。

（まさか、一手遅おそかったっていうのかよ……!?）

　スレガに一週間も滞たい在ざいした上に、そこの情報屋にエウガイン城の見取り図を手に入れるよう頼たのんだ時点で、エウガインにこちらの尻尾しつぽを掴つかまれる恐おそれがあることは覚悟していた。接触した情報屋全てに口止め料を払ったといっても、絶対ではないことも理解していた。

　その上で、スレガにエウガインの手が及ぶのはまだもう少しかかると踏んでいた。少なくとも、ルファナの手に負えなくなるほど本格的な動きを起こすことはないと踏んでいた。

（俺の読みが甘かったってわけか！　クソ！）

　次々と湧わいてくる後こう悔かいを噛かみ殺し、農夫の後を追って大通りをひた走る。

　やがて、東の空が明るくなり始めた頃ころに町の端はしにたどり着き……予想どおりルファナが、予想以上に傷だらけになって地面に倒れ伏ふしていた。特に右みぎ腕うでの傷がひどく、メイド服の袖そでは血の赤に染まっていた。ルファナの意識がないことに悪寒を覚えたラグラスは、すぐさま脈を確かめ……安あん堵どの吐と息いきを漏らす。

「脈はしっかりしてんな……よし。《大いなる慈じ愛あいの光よ　汝なれを癒いやせ》」

　ラグラスが上級回復魔法を施ほどこす様子を見守りながら、農夫がおずおずと訊たずねてくる。

「大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「ああ。大丈夫だ。けど、すぐには目を覚まさねえだろうから、彼女を寝ねかせる場所が欲しい。わりぃけどあんた、さっき俺が出てきた宿屋に戻もどって、また俺が部屋を借りるってこと伝えてきてくれねえか？」

「わ、わかった！」

　走り去っていく農夫を見送った後、ラグラスはルファナを抱だき起こそうとするも、彼女の手に布の包みが握にぎられていることに気づき、中断する。

　気になったラグラスは布の包みを検あらため、目を見開いた。

「こいつは……！」

　包みの中に隠れていたのは、ラグラスがトルテに買ってあげたダガーだった。

　傷だらけのルファナ一人しかいない時点でわかりきっていたことだが、こうしてトルテの持ち物のみを目まの当たりにしていると、否いやが応でも現実を思い知らされる。

　トルテが、エウガインに捕つかまってしまったという現実を。

「……クソッ」

　誰とはなしに悪態をつくと、ルファナを抱き上げ、重い足取りで宿屋に戻る。

　宿屋の女将おかみと一緒に待っていた農夫は、ラグラスの到着を確認するとすぐさま仕事に戻っていく。あらかじめ農夫から話を聞いていた女将は、ルファナの着き替がえと、血と汚よごれを拭ぬぐうための水みず桶おけと布を用意していてくれた。

「女将さん、頼めるか？」

「任せときな。このメイドさんも、男に体を拭ふかれたかないだろうしね」

「ないどころか、バレた時点でぶち殺されるだろうな」

「知った風なこと言っちゃってるけど、もしかして知り合いなのかい？」

「まあな。こんなところで、こんな形で出会うとは思わなかったけどな」

　ルファナが目を覚ましたらすぐにバレることなので、知り合いであることを明かしながらも肩かたをすくめた。

　ルファナを女将に任せ、待つこと一時間。血と汚れを落として寝しん衣いに着替えさせたルファナを、ラグラスが借り直した部屋に運び、そっとベッドに寝かせる。

「わりぃな女将さん。世話になっちまって」

「良いって良いって。出て行ったと思ったお客さんが、戻ってきてまた部屋を借りてくれるってんだ。こっちとしちゃ願ったり叶かなったりさね」

　豪ごう快かいに笑いながら部屋を出ていく女将を見送った後、ラグラスは、ルファナがしっかりと寝息を立てていることを確認してから、彼女の額に人差し指の先を当てた。

「本当にすまねえが、お前さんの主あるじ様のためにも、ゆっくり寝かせてやる時間はねえ。だからもう起きてもらうぜ、ルファナ。《夢の住人よ　目覚めよ》」

　眠っている人間を覚かく醒せいさせる神聖魔法を発動し、ラグラスの指先に灯ともった光がルファナの額の内側に沈しずんでいく。額から指を離はなすと、ルファナの瞼まぶたがゆっくりと開き始めた。

「よっ。おはよーさん」

　軽い調子で話しかけてみるも応答はなく、ルファナはゆっくりと上体を起こし、ゆっくりと周囲を見回してラグラスを認めると、

「う……ぅぅ……うえぇ……」

　双そう眸ぼうからポロポロと涙なみだを零こぼし始め、ラグラスは吃きつ驚きようする。直後、

「うええええええええええええええええええええんっ!!」

　ルファナは大声を上げて泣き出した。

　トルテのような美少女ならともかく、ルファナのような美人に大泣きされてはさしものラグラスもどうしていいのかわからず、ただただ狼狽うろたえてしまう。当然泣き声は女将の耳にも届いており、少し前に閉まったばかりの部屋の扉とびらが勢いよく開いた。

「ど、どうしたんだい!?」

「ア、アレだ、アレだ！　安心して泣いたってやつみたいだ！　だだだから、まあ、アレだ！　ま、まずは落ち着いてくれ！」

「いや、まずはあんたが落ち着いた方がいいと思うけど!?」

　そんなやり取りを交わしながらも女将には出ていってもらい、一〇分後にようやく泣き止やんだルファナは、すんすんと洟はなを鳴らしながらラグラスに向かって頭を下げた。

「申し訳ございません。わたくしが付いていながら、エウガインにトルテさまを……トルテさまをぉ……」

「いや！　ルファナは悪くねえ！　エウガインの動きを読み切れなかった俺のミスだ！」

　再び泣き出しそうになるルファナを慌あわてて慰なぐさめる。

　どうにもルファナは、トルテが絡からむと感情の振ふれ幅はばが異常に激しくなるようだ。

「だから、まあ、誰だれが悪いとかそういうのは今は置いといて、トルテが捕まった時の状じよう況きようを詳くわしく教えてくれねえか？」

「……わかりました。詳しくというほどの内容でもありませんが……」

　そう前置きした上で、ルファナは語る。

「ラグラスさまがスレガを発たった後、そろそろわたくしたちも発った方がいいと思って、トルテさまに本当のことを話そうとした時のことでした」

　先が気になるが、どうしても聞き捨てならない言葉があったのでラグラスは訊ねる。

「本当のことって、まさか俺が国王暗殺に向かったことをトルテに話そうとしたのか？」

「はい。どうやらわたくしは、わたくしが思っている以上にトルテさまに想おもわれていたようです。わたくしの嘘うそなど、一いつ瞬しゆんで見み抜ぬかれてしまいました」

　この時ばかりは、ルファナの声こわ音ねも少しだけ嬉うれしげだった。

「ほんと、人の心の機き微びに聡さといな。トルテは」

「その聡さも、ラグラスさまに対してはポンコツ気味なのが、正直腹立たしいんですけどね。勿もち論ろんラグラスさまのことがですが」

「なんでそうなる!?」

　思わず、ラグラスは後ずさる。そんなラグラスを見て、ルファナはため息をつき、

「無む駄だ話はさておき、エウガインの兵士がスレガにやってきたのはその時でした。わたくしが見た限りになりますが、数は一〇〇近くいたと思われます」

「一〇〇人だと!?」

　思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　ラグラスといえども、トルテを護まもりながらとなると少々厳しい人数だった。

「連中は、スレガにトルテがいることを確信してたってのかよ!?」

「いえ、確信には至ってなかったみたいです。少なくとも、宿の部屋にやってきた兵士たちは、わたくしのことをご存知ないご様子でしたから。トルテさまがスレガにいることを確信していたのであれば、ルネグラでわたくしが救出されたことも知っているはず。その場合、わたくしがトルテさまとともに行動していることも、知っていて然しかるべきだとは思いませんか？」

「確かに、誰がトルテの傍そばにいるのかもわかってねえくせに、トルテがスレガにいることだけはわかってるってのも変な話だからな。だが、それならなおさら、ガキ一人捕まえるのに一〇〇人も動かすのは不自然だろ」

「これはわたくしの推測ですが、エウガインが一〇〇人もの兵士を揃そろえたのは、ラグラスさまを警けい戒かいしてのことだと思います。ラグラスさまがトルテさまをお救いした際、相当な数の護衛をお仕留めになられたのでしょう？」

「まあ……そうだな」

　ゾラの館で殺した護衛の数は、およそ五〇人。

　それが〝道化の死神ラグラス〟の仕し業わざだという確証は得ていないだろうが、それだけの数を殺した人間がトルテを攫さらっただろうという情報は得ている。そう考えると、エウガインがその倍の数を揃えるのも、そうおかしな話ではないように思えてくる。

「とにかく、力ちから尽ずくで押し通るのは無理だと判断したわたくしは、ベッドの下にトルテさまを隠かくし、どうにかしてやり過ごそうと思ったのですが……兵士たちはこちらの言葉に耳を貸さず、わたくしを押しのけて部屋に入ってきたので──」

「強きよう行こう突とつ破ぱに出るしかなくなったが、数に押され、トルテが捕まっちまったってわけか」

　ルファナの言葉を奪うばうように、ラグラスは言う。

「情けない話ですが、応戦しようとしていたトルテさまが兵士に気絶させられたのを見て動どう揺ようしてしまい、その隙すきを突つかれて不覚をとってしまいました」

　そう言って、ルファナは右上じよう腕わんに手を添そえる。

　メイド服の袖が血の赤に染まっていた箇か所しよが、まさしくそこだった。

「あの状況で、片腕をやられてしまったのは致ち命めい的でした。ですからわたくしは、床ゆかに落ちていた、トルテさまが大事になされていたダガーを回収してからその場を脱だつし、ラグラスさまにこの事態を報しらせるために、恥はじを忍しのんでスレガから……おめおめと……逃にげて参りました……」

　涙を堪こらえるように、悔くやしさを堪えるように、唇くちびるを噛み締しめる。

「いや、まあ、アレだ……そう自分を責めるな。そんなやべえ状況から逃げ切っただけでも、たいしたもんなんだからよ」

「向こうはトルテさまを捕まえ、本人であることを確認した時点で目的を達成していましたからね。無理してわたくしを追う必要など、どこにもありません」

　フォローしたつもりが余計に落ち込ませてしまった──かと思いきや、

「ですので、この屈くつ辱じよくは、絶対にこの手で返させていただく所存であります」

　突とつ然ぜんルファナの眼光が鋭するどくなり、その目で睨にらまれたラグラスは思わずたじろいでしまう。

「トルテさまが攫われた以上、わたくしも国王暗殺に付き合わせていただきます。嫌いやだと言っても勝手について行きますので、どうかあしからず」

「わかったわかった」

　と、両手を上げて降参の意を示した後、ラグラスは凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべた。

「それなら、連中に思い知らせてやろうじゃねえか。一国の王だろうがなんだろうが、俺たちのお姫ひめ様を攫うなんて舐なめた真似をしたら、どうなるかってことをな」




　　　　◇　◇　◇




『やめて……！　お願いだから……！』

　わたしの意思を無視して、わたしの右手が、握にぎっていたナイフをオセリアお姉様に向かって振り下ろす。ナイフはお姉様の右みぎ腕うでに突き刺ささり、引き抜ぬいた際に噴ふき出した血がわたしの頬ほおを濡ぬらした。

　わたしは今、床に倒たおれているお姉様を組み敷しき、お姉様の手足を何度も、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度もナイフで突き刺していた。

　わたしに心配をかけまいと、お姉様が必死になって悲鳴を堪えているのが、胸が引き裂さかれそうなくらいにつらかった。

『お願いします……！　なんでも言うことを聞きますから……！　もう……！　もう、これ以上は……やめてぇ……お願いぃ……』

　泣きじゃくりながらあいつに懇こん願がんする。この地じ獄ごくを生み出したあいつに。

『なんでも言うことを聞く、か』

　誰よりも尊大な物言いであいつは呟つぶやく。

　その後にあいつが言うことは、あいつがやることは、知っている。

『ならば、己おれの言うとおりにしてもらうとしよう』

　やめて……！

『トルテ・リアム・ラストロンツよ』

　そこから先はもう……！

『其方そなたの姉、オセリア・マロイ・ラストロンツの腹に刃やいばを突き立て、かき回せ』

　もう見たくないの……！

『そして、オセリアが事切れた後は』

　だから……！

『ユルハ・レーム・ラストロンツの腹を裂き』

　お願いだから……！

『その手で腸はらわたを引きずり出せ』

　やめ────




「────…………っ」




　最悪の中でもとりわけ最悪の瞬間を迎むかえる寸前で、トルテは目を覚ます。

　寝ね床どこは安宿のベッドですら上等に思えるほどに硬かたく、冷たかった。

　すぐに状況を確認する必要があると思ったトルテは、頬を伝っていた涙を拭ぬぐいながら上体を起こし、周囲を見回す。

　鉄の格子で仕切られた一面を除き、床も、壁かべも、天てん井じようも、冷たい石で構成された殺風景な部屋。どうやら自分は牢ろう屋やに放り込まれ、床の上に寝かされていたらしい。

　スレガの宿屋で気絶させられ、目を覚ました時にはもう馬車の中だったことは覚えている。そして、その後すぐに誘ゆう眠みん魔ま法ほうをかけられ、再び眠ねむらされたことも憶おぼえている。

　憶えているからこそ、血の気が引く思いだった。

　記き憶おくのどこを探しても、彼女の無事を確認できる要素が見当たらなかったから。

「ルファナ……!!」

　自分と一いつ緒しよにいたはずの彼女──ルファナのことが心配で心配で堪たまらなくなり、鉄格子の隙すき間まから顔を出して周囲を見回す。

　目の前を横切る一本の廊ろう下かを挟はさむ形で無数に設けられた牢部屋の一つ一つを確認してみるも、少なくともトルテの目が届く範はん囲いでは、ルファナはおろか、自分以外に牢に閉じ込められている人間は一人として見つけることができなかった。

　トルテの牢部屋の前で立りつ哨しように務めている、牢番の兵士が二人いるだけだった。

「なんだ。目を覚ましたのか」

　トルテから見て右側に立つ牢番が話しかけてきたので、首しゆ肯こうを返し、

「捕つかまったのは、わたしだけなの……？」

　言葉を選んで、毅き然ぜんとした声音を繕つくろって訊たずねてみる。

「ああ、そうだ。一緒にいたメイドは、薄はく情じようにもお前を置いて逃げたって聞いたぜ」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべながら、右側の牢番は答える。左側の牢番は退たい屈くつそうに欠伸あくびを漏もらしているだけで、会話に参加する気はない様子だった。

「……そう……」

　と、素っ気ない返事をかえした後、鉄格子の反対側にある壁に背を預けてペタンと床に座り、安あん堵どする。どうやらルファナは、あの状況から逃げ出すことができたらしい。それについては素直に喜ばしいけど、

（どうしてわたし……あの時……）

　自己嫌けん悪おせずにはいられなかった。あの時、ベッドの下に隠れていたところを、宿の部屋に押し入ってきたエウガインの兵士たちに見つけられ、ダガーを抜いて応戦しようとしたけど……なぜか体が動いてくれなかった。

　実戦はこれまでの特訓で、モンスターを相手に何度かこなしてきた。

　だから、実戦そのものに対する恐きよう怖ふはなかったけど、

（わたし……人と戦うのが……こわいの……？）

　体が動かなくなる直前、ラストロンツ城に大勢のエウガイン兵が攻せめ込んできた時の光景が脳のう裏りに浮かんだ。浮かんだら、体が動かなくなった。

（少しは……強くなれたと思ったのに……！）

　結局、わたしは弱いままだった。みんなの仇かたきをとるつもりでいたのに、弱いままだった。

　ラグラスは、わたしの心が強いって言ってくれたけど、全然そんなことない。

　今だって、久しぶりに一人で寝た途と端たんに〝あの時〟の夢を見て、泣いていた。

　こんなわたしが、強いわけなんて──

「あ、あなた様は!?」「どうしてここに!?」

　牢番の二人が、畏い敬けいと畏い怖ふが入り混じった声を上げる。ほどなくして足音もなく鉄格子の前に現れたあいつを見て、トルテの心が、体が、恐怖で硬こう直ちよくする。

「ほう……まさか、まだ心が壊こわれていなかったとはな」

　金きん髪ぱつ金眼の、牢番の兵士よりも一回りも二回りも大きな体のあいつ──ハイヴェ・ロウン・エウガインを前に、トルテは悟さとる。どうしようもないほどの己おのれの弱さを。

（わたしにお姉様たちを殺させたあいつが……目の前にいるのに……いるのに……！）

　首から下の感覚が消え失せたように、体が動いてくれなかった。

　……いや。厳密には、体はほんの少しだけ動いていた。動き続けていた。

　ハイヴェに恐怖した体が、カタカタと音を立てて震ふるえていた。

（こんなわたしが……強いわけなんてない…………ないよぉ……ラグラスぅ……）

　震え続ける体は言葉よりも雄ゆう弁べんに、少女の弱さを語り散らしていた。




　　　　◇　◇　◇




　トルテが攫われた経けい緯いを聞いたラグラスは、ひとまずルファナを寝かしつけ、その間に彼女の着き替がえ──さすがにメイド服は目立つので適当に旅装を見み繕つくろい──と、移動のための馬を調達する。昼過ぎにルファナが目を覚ますと、ひとまず昼食を摂とり、それから馬に乗ってアヴグラを発たった。

　そして二日後の昼。王都アヴゴーン近きん郊こうにある森にたどり着いた二人はそこで身を隠し、休きゆう憩けいがてら国王暗殺とトルテ救出の段取りを詰つめることにする。

「言うまでもねえが、決行は深夜だ」

　地面に拡ひろげたエウガイン城の見取り図を睨みながら、ラグラスはルファナに告げた。

「知ってのとおり、エウガイン城は巨きよ大だい湖この真ん中らへんを埋うめ立てた上に築いてるから四方が水で囲われており、表向きは跳はね橋が城に至る唯ゆい一いつの道になっている。まあ、跳ね橋に関しちゃ下りていようがいまいが、俺たちが通れる要素なんてねえから無視するとしてだな。この手の城は、敵が攻めてきた際に守るのには適しているが、万が一城内まで敵に攻め込まれた場合、まさしく自分たちを守っていた湖が逃とう亡ぼうの妨さまたげになっちまう」

　そう言いながらラグラスは見取り図に描えがかれた、外に延のびている通路を指でさした。

「だからこそ、こういった城には必ず隠かくし通路というものが存在する。奴ど隷れい商の館にあるようなチャチなやつじゃなくて、もっと立派なやつがな。ルファナ、お前さんにはこの隠し通路から城内に侵しん入にゆうし、トルテの救出に当たっ──」

「異議ありですね。スレガにトルテさまがいることを突つき止めたエウガインが、わたくしたちが城の見取り図を手に入れたことを突き止めていたとしても不思議ではありません。隠し通路から侵入しようにも、城側の出入り口が堅かたく閉ざされているか、大勢の兵士に待ち伏ぶせされているかの、どちらかだと思います」

「だから、お前さんに行ってもらうんだよ。出入り口が堅く閉ざされていたとしても、賢けん皇のう魔法を使えば楽に吹ふき飛ばせるからな。兵士の待ち伏せについても気にしなくていい。いたとしても、せいぜい一人か二人くらいだろうからな」

「なぜ、そう言い切れるのです？」

「〝道どう化けの死神〟が正面からお邪じや魔まして、待ち伏せどころじゃなくなっちまうからさ」

「正面からって……正気ですか!?　エウガイン城には何百人もの兵士が常じよう駐ちゆうしているんですよ!?」

「わかってるわかってる。見取り図にも描かいてあるとおり、城の下階は兵舎になってるからな。どんだけ兵士がいるかわかったもんじゃねえ。だから、とりあえず俺が一人で突っ込んで──」

「陽動をかけるとでも言うつもりですか!?　それはいくらなんでも無む謀ぼうすぎます!!」

　ラグラスは、にへらと薄うすっぺらい笑みを浮うかべ、茶化すように言う。

「なんだ？　俺のこと心配してくれんのか？」

「……っ。べ、別にそういうわけでは……」

　声こわ音ねを小さくして視線を逸そらすルファナに、ラグラスは笑みを柔やわらかなものに変える。

「大だい丈じよう夫ぶ。無謀でもなんでもねえから正面突とつ破ぱを選んだんだよ。さらに言えば、陽動はついでだついで」

「ついでとは、どういう意味です？」

「俺が、エウガインに与くみするクズどもを皆みな殺ごろしにするついでさ」

　事もなげに言うラグラスに、ルファナは息を吞のむ。

「雑ぞう兵ひようが相手でも、誰だれかを護まもりながらとなると一〇〇人どころかその半分でも正直しんどいが、ただ殺すだけなら俺にとっちゃ一〇〇人も一〇〇〇人も大差はねえ。〝殺し〟は死神の得意分野だからな。まあ、強しいて問題点をあげるとすれば、死体まみれで足の踏ふみ場に困ることと──」

　不意に、ラグラスの顔から笑みが消える。

「神遺物オーパーツと、その適合者の有無くらいだな」

「神遺物……魔法をも凌りよう駕がする、その名のとおり神の遺物としか思えない〝力〟を内包した、現代の技術では再現不可能と言われている道具ですか」

　そのとおりだと言わんばかりに、ラグラスは首肯する。

「大たい抵ていの国は、神遺物を〝国宝〟という形で保管している。持ち主不明の神遺物は〈教会〉が回収しちゃいるが、エウガインが〈教会〉の目を盗ぬすんで手に入れている可能性も否定できねえ。まあ、神遺物は使い手を選ぶから、後者に関しちゃ宝の持ち腐ぐされで終わっている可能性があるが、〝国宝〟に関しちゃそういうわけにはいかねえ。〝国宝〟として扱あつかわれている神遺物は、得てしてその国の公族から使い手──適合者が現れるからな」

「神遺物オーパーツの相手は、ラグラスさまでも厳しいのですか？」

「一度でも神遺物を使った適合者は、その力の源となるエーテルが神遺物専用に変質しちまって魔法が使えなくなるデメリットがあったりするから、やりようはいくらでもある。だからまあ、厳しいってよりも面めん倒どうって感じだな。それこそ、雑兵一〇〇〇人の相手をしてた方が楽なくらいには」

「兵士一〇〇〇人分以上の〝力〟ですか……それなりに腕うでに覚えがあるつもりでしたけど、正直、少々自信がなくなりそうな次元の話ですね」

「いやまあ、一〇〇〇人ってのはちょっと盛りすぎたかもしれねえから、真に受けないでくれると助かる。ただ、数の利を覆くつがえす程度には厄やつ介かいな代しろ物ものってだけの話さ」

　ラグラスは、おどけたように言うと、脇わきに置いていた雑ざつ嚢のうをまさぐり、

「とにかくだ。俺が暴れている間にルファナがトルテを救出し、脱だつ出しゆつする。そんでもって俺は、国王をぶっ殺して帳ちよう簿ぼを回収するって段取りで頼たのむわ」

　中から取り出した、鞘さやに収められたトルテのダガーをルファナに差し出した。トルテを救出した時にでも渡わたしてやってくれ──と、言わんばかりに。

　ルファナはしばしの間ラグラスを見つめた後、諦あきらめたようにため息をつき、ダガーを受け取った。

「無謀ではないにしても、ラグラスさまの負担が大きすぎるのは気になりますが……いいでしょう。優先すべきは、あくまでもトルテさまの救出。そのためにラグラスさまを馬車馬の如ごとく働かせるのは、確かに悪くない話ですね」

「おうよ！」

　と、元気よく答えた後「おぅよ？」と首を捻ひねる。そんなラグラスの疑問を無視するように、ルファナが「ところで」と前置きしてから訊ねてくる。

「ラグラスさまは、どうやって湖をお渡りになるおつもりですか？」

「ああ。それなら心配すんな。湖を走って渡るから」

「……はい？」

　今日一番のとんでも発言に、ルファナにしては珍めずらしい間の抜ぬけた声が口から漏れた。







　深夜。エウガイン城から北西に五〇〇メートルほど離はなれたところにある、隠し通路の入口にルファナを向かわせた後。道化の仮面と漆しつ黒こくの外がい套とうに身を包んだ〝道化の死神ラグラス〟は、身体能力強化魔ま法ほうを自身に施ほどこしてから湖の畔ほとりに移動する。

　視線の先に見えるのは、カラクリ仕じ掛かけの跳ね橋が橋の役割を休止して天を衝つく姿と、その向こうに見える、堅く閉ざされた大門と堅けん牢ろうな城じよう壁へきに囲われた、荘そう厳ごんかつ巨大な石造りの城──エウガイン城。

　ゆらり、と外套に包まれた体を前ぜん傾けいさせたのも束の間、砕くだかんばかりの勢いで地を蹴けり、ラグラスは走り出した。ほどなくして足裏が湖面を捉とらえ、足が沈みきる前に湖面を蹴ることで、平地と変わらぬ速さで湖の上を駆かけていく。

　城壁の上で歩ほ哨しように務めていた兵士が、湖面が毛羽立っていることに気づき、その数すう瞬しゆん後に死神と思おぼしき影かげが湖の上を走っていることに気づき、自分が寝ねぼけていることを疑いながら何度も眦まなじりを擦こする。

　湖上を駆けながら、しっかりとその兵士に気づいていたラグラスは、城にたどり着くや否いなや逆巻く風のように城壁を駆け上がり、瞬またたく間に壁へき上じように到とう達たつする。

　兵士はいよいよ自分が寝ぼけていないことに気づくも、出会い頭がしらに投とう擲てきされた死神の刃やいばが心臓を貫つらぬき、覚めることのない眠ねむりの底へと落ちていった。

　ラグラスはそのまま壁上の回かい廊ろうを駆け抜け、死を運ぶ風さながらに歩哨の兵士を一人残らず斬きり捨てていく。

　壁上の護りを無力化したところで城壁を駆け下り、大門と城を繋つなぐ前庭に着地する。

　城の入口となる、門と形容しても差し支つかえないほどに巨大な扉とびらの前にいた四人の兵士が、唐とう突とつに現れた死神に驚おどろきながらも剣けんを抜く。が、その時にはもうラグラスはダガーの届く間合いまで踏み込んでおり、舞まうようにその場で旋せん転てんして振ふるった双そう刃じんが、剣を構える暇ひますら与あたえずに四人の喉のど笛ぶえを斬り裂さいた。

　四人が喉から血を噴ふき出しながら仰ぎよう臥がする中、ラグラスは強化魔法によって増強された脚きやく力りよくに物を言わせて巨大扉を蹴け破やぶる。うんざりするほど煌きらびやかな玄関広間エントランスホールに足を踏み入れると、取る物も取りあえず駆けつけた兵士の群れがラグラスを出で迎むかえた。

　現状、相対する兵士の数は二〇にも満たない。だが、玄関広間の奥から「敵てき襲しゆうッ!!」と叫さけぶ声が何度も何度も響ひびき渡っていることを考えると、これからその数が何十倍にも膨ふくれ上がっていくのは火を見るより明らかだった。

「貴様何しに来たッ!?」「こんなふざけた真似をして、生きて帰れると思うなよッ!?」

　目を血走らせながら叫ぶ兵士たちに向かって、ラグラスは仮面の下で冷笑を漏もらす。

「事ここに及およんで『何しに来た』とは、随ずい分ぶんと悠ゆう長ちような話じゃねえか」

「あぁッ!?」

　と、悪漢じみた声を上げる兵士たちを無視し、ラグラスは右う刃じんを掲かかげ、その切っ先を天てん井じようの向こうにあるオーランの寝しん室しつに向ける。

「俺の目的は、愚ぐ王おうオーランの暗殺。そして、愚王に与する愚おろか者どもの戮りく殺さつってところだ。抵てい抗こうするってんなら死ぬ気で来い。そうすりゃ、一秒くらいは長生きできるかもしれねえからな」
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　ラグラスが玄関広間エントランスホールで兵士たちを戮殺していた頃ころ。

　ルファナは隠し通路の終点──両開きの分厚い鉄てつ扉ぴの前までたどり着いていた。

　当然と言えば当然の話だが、鉄扉は、ルファナ一人どころか、大の男が複数人でかかってもこじ開けられそうにないほどに堅く閉ざされていた。

「これは……生なま半なかな魔法では打ち破れそうにありませんね」

　多少音を立ててしまうが強めにいくしかない──そう判断したルファナは、すぐさま鉄扉から距きよ離りをとり、掌てのひらを前にかざして上級爆ばく炎えん魔法を詠えい唱しようする。

「《炎ほのおの華はなよ　狂くるい咲ざけ》！」

　直後、ルファナの掌から放たれた巨大な火球が鉄扉に直ちよく撃げきし、爆発する。

　その衝しよう撃げきで吹き飛んだ鉄扉が城内の何かを巻き込んだらしく、爆発によって生じた煙けむりの向こうで、多少では済まないけたたましい音が鳴り響いた。

「……少々やりすぎてしまいましたね」

　さしものルファナも、冷ひや汗あせを垂らしながら城内に足を踏み入れる。

　見取り図によると、隠かくし通路の出入り口が設けられている場所は、城の地下にある武器庫の最さい奥おう。それが正しかったことを証明するように、鉄扉によって蹴散らされた武器の数々が床ゆかに散乱していた。

　その中に混じっていた、不幸にも鉄扉の直撃を受けて首があらぬ方向に曲がった男の死体は、隠し通路の出入り口の見張りをしていた兵士と見てまず間ま違ちがいないだろう。

　兎とにも角にもこれだけ盛大に音を立ててしまった以上、他の兵士に気づかれるのは必ひつ定じよう。ゆえにルファナは武器庫にやってきた兵士に奇襲をかけるべく、鉄扉に巻き込まれていない槍やり立ての蔭かげに身を隠した。が、

「……誰も来ませんね」

　一向に兵士が現れない事実に、先程とは別種の冷汗が頬ほおを伝う。

　城の見取り図によると、武器庫を出た先には階段があり、さらにその先には兵舎となる区画に繋がっていた。

　よほど間の抜けた兵士でないかぎり自分の武器は手元に置いているため、敵襲を受けたからといって兵士が武器庫にやってくることはまずない。だが、兵舎と直結している武器庫でこれだけの大音を鳴らしたとなれば話は別だ。大音は確実に兵舎まで届き、それを聞いた兵士が確実に武器庫にやってくる。はずなのに、一人の兵士も来ない。

　その理由は、考えられるとしたら一つしかない。

　今、兵舎には誰もいないのだ。陽動の可能性を気にする余よ裕ゆうがないほどの、兵舎にいる全ての兵士を動員しなければ止められないほどの脅きよう威いが、城に攻せめ入っているのだ。

〝道どう化けの死神〟という、絶対たる脅威が。

「本当に、陽動はついでだったのですね。ラグラスさま」

　素直に畏い敬けいの念を覚えながらも、ルファナは兵士の死体に駆け寄り、兵服を脱ぬがす。

　ラグラスが兵士のほとんどを引きつけてくれているとはいっても、城にはまだ、大臣や召めし使つかい、王族の護衛などが残っているはず。その者たちの目を欺あざむくために、ルファナは旅装を脱ぎ捨てて兵服に袖そでを通し、エウガイン兵に変装した。

　武器庫を出て階段を上がり、兵舎の区画に人の気配がないことをあらためて確認してから、戦せん闘とうの喧けん噪そうが微かすかに聞こえてくる廊ろう下かを何食わぬ顔で歩いて行く。

　向かう場所は、兵舎の区画を出てすぐのところにある、地下へ下りる階段の先にある牢ろう屋や。業ごう腹はらにも程があるが、トルテを奴ど隷れいに堕おとしたエウガインならば、彼女を牢屋に幽ゆう閉へいしている可能性が高いというのが、ルファナとラグラスが導き出した結論だった。

　捕ほ虜りよや犯罪者を拷ごう問もんした際に上階に悲鳴が聞こえないようにしているのか、牢屋に通じる階段は武器庫に通じる階段よりもはるかに長く、はるかに深かった。

　まだ牢屋までたどり着いていないにもかかわらず、上階の音がほとんど聞こえなくなっていたので、もしかしたら状じよう況きようから取り残された牢番が、何も知らずに牢を守っているかもしれないと気を引き締しめる。

　やがて、終点となる片開きの鉄扉にたどり着く。

　鉄扉を開いて中に入り、左右を無数の牢部屋に挟はさまれた廊下を歩いて行く。

　歩きながら横目で牢部屋の一つ一つを確認するも、空からの部屋が続くばかりで、トルテの姿はおろかそれ以外の人間の姿も見当たらない。唯ゆい一いつ確認できた人間は、廊下の向こうで立りつ哨しように務めている牢番の兵士二人だけだった。

　牢番が残っているのは面倒だが、逆説的に考えれば、牢番が立っている部屋にトルテが囚とらわれているかもしれない──そんなルファナの期待は、牢番の傍そばまでたどり着いたところで脆もろくも崩くずれ去った。牢番が立っている牢部屋も、ご多分に漏れず空だった。

（いえ、まだです）

　牢番が牢屋の出入り口ではなく、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな位置で立哨を続けているということは、この牢部屋にトルテが囚われていた可能性は充じゆう分ぶんにあり得る。

　希望的観測かもしれないが、トルテは何かしらの理由で一時的に牢部屋を離れているだけで、また戻もどってくる手て筈はずになっているため、牢番はここから動けないでいるという可能性も充分にあり得る。

（上手うまく立ち回れば、この二人から情報を引き出せるかもしれません……！）

　牢番の二人がこちらに気づいて顔を向けようとした瞬間、機先を制するように、ルファナは男っぽく取り繕つくろった声こわ音ねで訊たずねた。

「オーラン様に、トルテ・リアム・ラストロンツを連れてくるように言われたのだが……ここにはいないのか？」

　牢番の二人は顔を見合わせ、逆に質問を返してくる。

「オーラン様がトルテを？」

「しかも、こんな夜中にか？　ハイヴェ様じゃあるまいし。一体どういう了りよう見けんだ？」

　ハイヴェの名が出てきたことに少なからず動どう揺ようしながらも、会話の感かん触しよくから、この牢部屋にトルテが幽閉されていたことを半ば以上に確信する。

「ここにいたら全く音が聞こえないからわからないだろうが、敵襲があってな」

「「敵襲ッ!?」」

　と、声を揃そろえる牢番を無視して、ルファナは話を続ける。

「その敵というのが、トルテを取り戻しに来たラストロンツの残党だとオーラン様はお考えのようで、敵にトルテを渡わたさぬよう、速すみやかに連れてこいと言われたのだ」

「なるほど、そういう了見か。なら心配いらねえ。トルテはハイヴェ様が直々に自分の部屋に連れて行ったからな。オーラン様にはそう伝えておけばいいと思うぜ」

「あの方は何を考えているのか、さっぱりだからな。同どう僚りようとして忠告しておくが、間違ってもハイヴェ様の部屋に行ってトルテがいるかどうか確認しようだなんて思うなよ？　あの方の不興を買ったら、同じ王族であっても命はないからな」

　と言ったところで、牢番の一人は眉まゆをひそめる。

「そういやお前、見たことない顔だな。なんか顔つきも女みた──」

　転瞬、ルファナは牢番の顎あごと頭頂部を両手で掴つかみ、円を描えがくようにして思い切り捻ひねって頸けい椎ついを破は壊かいする。

「てめえ、何しやがる！」

　もう一人の牢番が剣を抜ぬこうとするも、それよりも早くに柄つか頭がしらに掌しよう底ていを叩たたき込んで抜ばつ剣けんを阻そ止し。と同時に、足を払はらって床に転がし、

「《氷よ　穿うがて》」

　掌から放った氷ひよう槍そうで牢番の心臓を貫き、即そく死しさせた。

　ルファナは一つ息をつき、眉をひそめる。

「なぜ、ハイヴェがトルテさまを？」

　トルテが二人の姉を殺した件の真相に、最も近い男。

　その男の部屋に、こんな夜中に、トルテが連れて行かれた……暗雲と呼ぶにはあまりにもドス黒い予感が、ルファナの心を蝕むしばんでいく。

　城の見取り図を完かん璧ぺきに記き憶おくしていたルファナは、当然ハイヴェの部屋の位置も記憶している。急がなければ──そう思ったルファナは、牢番の死体をそのまま捨て置き、ハイヴェの部屋を目指して走り出した。
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　死神が通り過ぎた跡あとに残るのは、死体だけだった。

　玄関広間エントランスホールを、階段を、国王の寝室に通じる回廊を、屍し山ざん血けつ河がで埋うめ尽つくし、死神は征ゆく。圧あつ倒とう的な数の差を嘲あざ笑わらうように、圧倒的な強さをもって数百いた兵士を肉にく塊かいに変えていく。

　この世のものとは思えぬ死神の力に恐おそれをなした兵士が、大門を開き、跳はね橋を下ろして逃にげたことを誰だれが責められようか。

　殺して、殺して、殺し尽くして。死神──ラグラスは、とうとう国王の寝しん室しつにたどり着く。個人の寝室としてはあまりにも馬ば鹿かげた広さの部屋に、雑ぞう兵ひようとは意い匠しようの異なる兵服に身を包む、八人の親衛隊が待ち受けていたが──……

「《慈じ愛あいの光よ　降り注げ》」

　ラグラスが範囲回復魔ま法ほうを発動した直後、ダガーで額にかすり傷を負わされていた親衛隊が血と脳のう漿しようを撒まき散らしながら一いつ斉せいに倒たおれ伏ふす。

　国王の親衛隊でさえも、〝道化の死神〟の前ではただの雑兵に成り下がっていた。

「そ、そんな馬鹿なッ!!　儂わしの親衛隊がこうも簡単にッ!?」

　回復超過オーバーフローのことなど全く知らない国王オーランは、死神の業わざに恐れ戦おののきながらも、天てん蓋がい付きベッドの蔭に逃げ込もうとする。逃とう亡ぼうはおろか隠れることさえも許す気はなかったラグラスは、ダガーを投とう擲てきしてオーランの両太ふと股ももを貫つらぬいた。

「ぐああああああああああああああッ!!」

　痛みのあまり絶ぜつ叫きようしながら尻しり餅もちをつくオーランに、ラグラスはダガーを回収しながらゆっくりと歩み寄る。トルテの国を滅ほろぼした張本人を前に、仮面の隙すき間まから見えるラグラスの双そう眸ぼうは、これ以上ないほどにまで凍いてついていた。

「リコリス・エンフィールドって名前の少女は知ってるか？」

　視線に負けず劣おとらず凍てついた声音で、拒きよ否ひ権のない問いを投げかける。

「リ、リコリス!?　そんな名前、聞いたこともな──ぐぅぅッ!?」

　期待外れな返答をよこすオーランの右みぎ腕うでに、容よう赦しやなくダガーを投擲する。

「覚えがねえなら、今までこの国で行なわれた奴隷売買の帳ちよう簿ぼの在処ありかを教えろ」

「帳簿？　いったい何の話──ごがぁッ!?」

　白しらを切ろうとするオーランの左腕に、慈じ悲ひなくダガーを投擲する。

「お前が総元締めだってことはわかってる。帳簿の在処を教えろ」

　ダガーを回収しながら質問を繰くり返すラグラスに、オーランはこれが返事だと言わんばかりに忌いま々いましげな舌打ちを返した。

「なかなか強ごう情じようじゃねえか。……《慈愛の光よ　汝なれを癒いやせ》」

　淡たん々たんと回復魔法を発動し、回復超過オーバーフローによってオーランの四し肢しが爆ぜ、声にならない悲鳴が王の寝室に響ひびき渡る。

「言っとくが、悲鳴を上げていれば誰かが助けに来てくれると思ってるなら諦あきらめた方がいいぞ。お前の悲鳴が聞こえる範囲にいるのは死体だけだからな」

「それはどうかな？　この城にはまだハイヴェがいる。ハイヴェの手にかかれば貴様なんぞ、それこそただの道化に過ぎん。くっくっくっ……そうだ……儂はハイヴェが来るまで、貴様の責せめ苦くに耐たえるだけでいい……！」

「俺の責苦に耐える？　お前如ごときがか？」

「舐なめるなよ。このオーラン・ルマ・エウガインは王の中の王。四肢は砕くだけても、我が心までは砕けぬと知れ！」

　事ここに及およんで腹をくくったのか、それとも一国の主あるじとしての矜きよう持じか。

　意地を見せるオーランを前に、

「そうか」

　ラグラスは鼻で笑った。くだらないと言わんばかりに。

「ならお前に、本物の責苦ってやつを味わわせてやるよ」

　外がい套とうの下から、細長い黒色のケースを取り出す。

　中には、傍はた目めには何の変へん哲てつもない小こ槌づちが入っていた。

　ラグラスは小槌を手に取ると、オーランの胸を蹴けって床ゆかに仰ぎよう臥がさせ、股を開かせる。

　腰こしを落とし、股に向かって小槌を振ふり上げた瞬間、全てを悟さとったオーランが悲鳴に近い声で懇こん願がんした。

「ま、待ってく──ぎゃあああああああああああああああああああッ!!」

　あえて懇願を無視したラグラスは容赦なく小槌を振り下ろし、オーランの〝種〟の一つを叩き潰つぶす。

「き、貴様ッ!!　よくも……よく──もがあああああああああああああああッ!!」

　悪態など聞いてやるつもりはないと言わんばかりに、残りの一つも叩き潰す。

　のたうち回ろうにも回復超過オーバーフローで四肢が砕かれているため、オーランは芋いも虫むしのように身じろぎすることしかできなかった。

　散々泣き叫さけび、苦く悶もんを吐はき出した後、肩かたで息いきをしながら勝ち誇ほこった笑みを浮うかべる。

「た、耐えきったぞ……貴様の言う……本物の責苦というやつをな……！　くっくっくっ……残念だったな。もう潰すべき〝種〟はなく、大事な〝種〟はもうすでにこの世に残してある！　どうだ！　貴様とは人としての格が違ちがうのだよ！」

　と、粋いきがるオーランを無視し、

「知ってるか？」

　ラグラスは淡々と語り始める。

「この小槌には、回復魔法の効果を飛ひ躍やく的に向上させる洗礼儀ぎ式しきが施ほどこされている。部位が完全に欠損していない限りは、多少の致命傷を負ったとしてもたちまち完治させちまうほどに、効果を向上させる儀式がな」

「な、何が言いたい？」

「俺の責苦がたったの二回で終わると思ったか？　《大いなる慈愛の光よ　汝を癒せ》」

　癒しの光がオーランを包み、神の御み業わざさながらに、叩き潰された〝種〟が回復──否いな、復元されていく。常時ならば失われた〝種〟が復活したことを喜ぶべきところだが、今この瞬間に限れば、それはただの恐きよう怖ふでしかなかった。なぜならば、あの、死んだ方がマシだと思えるほどの激痛を、死ぬまで永遠に味わわされることを意味しているのだから。

「もう一度だけ訊きく。帳簿の在処を教えろ。素直に答えれば、今すぐこの地じ獄ごくから解放してやる。お前の死をもってな」

「あ、あ、あ、あ、あ……」

　またあの激痛を味わわなければならないことに絶望したのか、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっているオーランの目の前で、小槌を振り上げる。

「わわわかりましたッ!!　今すぐ教えますッ!!　帳簿はわたくしめの執しつ務む室の隠かくし部屋に保管しておりますッ!!　ででですからッ!!　もうこれ以上の責苦は勘かん弁べんしてくださいぃいいぃいぃいぃいいぃッ!!」

　涙なみだと鼻水を垂らしながら懇願するオーランに、ラグラスはあくまでも冷静に、冷れい酷こくに、応じる。

「その隠し部屋は、城の見取り図には描かかれてなかったな。詳くわしく教えろ」

「は、はひぃぃいいいいいぃいッ!!　隠し部屋の入口は、執務机の下に隠しておりますぅううぅううぅッ!!」

「そうか……なら、最後にもう一つだけ答えろ。トルテ・リアム・ラストロンツは、今どこにいる？」

「ちちちち地下の牢ろう屋やですですですがッ!!　も、もしかしたら、今はハイヴェの寝室にいるかもしれませんんッ!!」

「……なんでそこで、ハイヴェが出てくる？」

「そ、それは……」

　言い淀よどむオーランに、ラグラスはこれ見よがしに小槌を振り上げる。

「ひぃいいぃいぃいぃッ!!　ハハハハイヴェは、なにやらトルテの心が壊こわれていないことを気にしておりましたッ!!　もしかしたら、またトルテの心を壊すた──ぺ？」

　心の奥底から噴ふき上がった衝しよう動どうに突つき動かされるように、オーランの眉み間けんにダガーを突き立てる。

「また、だと……？」

　その言葉は、まさしくハイヴェが、トルテを心が壊れかけるまで追い込んだ張本人だという証左に他ならなかった。

　そして、そのハイヴェが、またトルテの心を壊そうとしている。

　だが優先すべきは妹、リコリス。その手がかりとなる帳簿を調べるのが先決──などという冷静な思考は、怒いかりの炎ほのおで灼やき切れていた。

　ハイヴェ・ロウン・エウガイン。

　今宵こよい最後の獲え物ものを求め、死神はオーランの寝室から飛び出した。




　　　　◇　◇　◇




　宴会場パーテイールームと見み紛まがうほどに広いハイヴェの寝室に連れてこられ、天蓋付きのベッドに座らされたトルテは、目の前で繰り広げられた光景にただただ恐怖していた。

「ふん……やはりこの城にいる人間は、揃そろいも揃って愚ぐ昧まいばかりだな」

　ハイヴェは足元に転がる、大臣と護衛の兵士たちの死体を見下ろしながら吐き捨てるように言う。

　トルテがハイヴェに連れられて寝室を訪れた、そのすぐ後のことだった。

　何者かが城に攻せめ込み、次々と兵士たちを殺しているという報しらせを聞いた大臣たちは、護衛とともにハイヴェの寝室に雪崩なだれ込み、護まもってほしいと懇願した。

　それに対してハイヴェが、

「己おれの邪じや魔まをするな」

　と返した直後、護衛たちが突とつ然ぜん剣けんを抜ぬき、護るべき大臣ものたちを斬きり殺し、大臣たちを殺し尽つくしたところで、今度は護衛同士で殺し合い……最後に残った一人は、その手に持った剣で自分の喉のどを刺さし貫いて自決した。

　やめてください。許してください。彼らはそう何度も何度もハイヴェに懇願しながら、殺し、殺された。〝あの時〟と、トルテが二人の姉──オセリアとユルハを嬲なぶり殺しにさせられた時と同じように。

　ハイヴェの指から伸のびた光の〝糸〟が体に差し込まれた瞬しゆん間かん、誰も彼もが自分の意思では体を動かすことができなくなり、自分の意思とは関係なしに体が勝手に動くようになる。

　どれだけ泣き叫んでも、勝手に動いた体は止まってくれず〝殺し〟を強制させられる。

　たとえその相手が、どれほど大切な人であったとしても。

〝あの時〟のことを思い出せば思い出すほどに、トルテの心に巻きついていた鎖くさりが、緩ゆるんでいたはずの鎖が、強く強く心を締しめ上げていく。少しずつ少しずつトルテの心を壊していく。体が、トルテの意思とは関係なく震ふるえていく。

「だが、其方そなたの〝芯しん〟は揺ゆらいでいない」

　こちらの心を見み透すかすようなハイヴェの言葉に、トルテは息を吞のむ。

　トルテの体にはすでに〝糸〟が差し込まれ、身動きを封ふうじられている。その〝糸〟を通じてこちらの感情を読み取ったのではないかと思えるほどに、的を射た言葉だった。なぜならトルテの心は、まだ完全には絶望に染まってなかったから。

　大臣たちは、何者かが城に攻め込んできたと言っていた。

　根こん拠きよはないが、その何者の正体は、絶対にラグラスだとトルテは確信していた。

　ハイヴェのことが、こわくてこわくてたまらないけど、それ以上にラグラスは誰だれにも負けないと信じている。だから、ハイヴェの言う〝芯〟が揺らがずに済んでいた。

（ラグラスが助けに来てくれたことは、すごく嬉うれしい……けど……）

　なおさら自分の弱さを痛感させられて、情けなくて、自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　国王と、今目の前にいるあいつを殺すために特訓を積んだのに、ただ恐怖で震えることしかできない自分が嫌いやで嫌で仕方なかった。

「〝芯〟が揺らがないのは、やはり、城に攻め入ってきた輩やからが其方そなたの仲間だからか？」

　独り言のようなハイヴェの問いに、トルテの心臓が飛び跳はねる。

「……なるほど。その者が、其方の〝芯〟の支え手というわけか」

　そう言って、ハイヴェは笑みを浮かべる。ただ顔に笑みという形を貼はり付けただけの、人間味が欠片かけらほども感じられない不気味な笑みだった。

「さて、扉とびらの向こうにいるのは其方そなたの支え手か否か？」

　誰とはなしに問いながら、寝しん室しつの入口の扉に抜き身の刃やいばのような視線を向ける。

「白を切ろうなどとは思わんことだな。其方の気配には覚えがある。さっさと入ってくるがいい、トルテのメイドよ」

　わずかな沈ちん黙もくを挟はさみ、扉を開けて部屋に入ってきたのは、

「ルファナ……！」

　エウガイン兵の兵服に身を包んだ侍じ従じゆう兼けん護衛のお姉様を見て、トルテは思わず、少しだけ弾はずんだ声を上げてしまう。

　ルファナは眼光に敵意を滲にじませながらも、あくまでも慇いん懃ぎんにハイヴェに応じた。

「憶おぼえていてくださり光栄でございます、ハイヴェ・ロウン・エウガインさま。不ぶ躾しつけで申し訳ございませんが、トルテさまをお返しした上でぶち殺されるか、トルテさまをお返しせずにぶち殺されるか……お好きな方をお選びくださいませ」

「不躾などとは思わん。メイドの戯ざれ言を真に受けるほど狭きよう量りようではないからな」

「そうですか。ならば──」

　掌てのひらを頭上に掲かかげ、ルファナは叫ぶ。

「遠えん慮りよなくぶち殺させていただくとしましょう！　《氷の陣じんよ　蹂じゆう躙りんせよ》！」

　直後、ルファナの周囲に十に及およぶ氷の槍やりが具現する。

「ほう……上級魔ま法ほうが使えるのか。ラストロンツを滅ほろぼした日に、其方そなたを捕つかまえるのに兵たちが随ずい分ぶんと手を焼かされたとは聞いていたが、これなら頷うなずける話だ」

　余よ裕ゆうを見せるハイヴェに向かってルファナは掌を振ふり下ろし、十の氷ひよう槍そうを発射する。

「だが、己おれの相手を務めるにはまるで足りんな」

　突とつ如じよ、床ゆかに転がっていた大臣と護衛の死体が九体起き上がり、ハイヴェの盾たてになる。

　それだけでは上級氷槍魔法を完全に防ぐには至らなかったものの、氷槍の軌き道どうを変えるには充じゆう分ぶんすぎるほどの役割を果たしていた。肉の盾によって狙ねらいが逸そらされた十の氷槍が、ハイヴェの脇わきを、頭上を通り過ぎ、窓側の壁かべに突き刺さる。

「ルファナ後ろ……!!」

　トルテの叫びを聞いた瞬間、ルファナは半ば反射的に床を蹴けって真横に飛ぶ。

　その半はん瞬しゆん後に、ルファナの背後の床から生え伸びた光の〝糸〟が、彼女がいなくなった空間を矢のような速さで突き抜けていった。

「この〝糸〟は!?」

「気をつけて……！　その〝糸〟を差し込まれたら……体が言うことを聞かなくなるから……！」

　トルテの助言を聞き、何かに気づいたようにルファナは瞠どう目もくする。

「そして〝糸〟を差し込んだ者は、貴方あなたさまの意のままに操あやつることができる……そういうことですか、ハイヴェさま？」

「そういうことだ」

　ハイヴェはこれ見よがしに両手を持ち上げ、五指に嵌はめられた指輪と、そこから伸びる光の〝糸〟をルファナに見せつける。

「エウガイン王国の〝国宝〟にして神遺物オーパーツ──〝運命糸モイライ〟。この〝糸〟を差し込んだものを、己おれの意のままに操ることができる己おれだけの〝力〟だ」

　神遺物。ラグラスをして、雑ぞう兵ひよう一〇〇〇人を相手にしている方が楽だと言わしめた、超ちよう常じようの〝力〟。

　それを前にしてルファナの内に湧わいたのは、緊きん張ちようでもなければ恐怖でもない──心を灼き尽くさんばかりの激しい怒りだった。

「意のままに、ですか。その〝力〟を使って、トルテさまにオセリアさまとユルハさまを殺させたとお見受けして、よろしいですね？」

「ああ、そのとおりだ」

　ハイヴェがあっさりと認めた瞬間、ルファナの頭の奥で何かが切れる音がした。

「《炎の華はなよ　狂くるい咲ざけ》ッ!!」

　ハイヴェに向かって掌から巨きよ大だいな火球を放つと同時に床を蹴り、その後を追う。

　上級爆ばく炎えん魔法で仕留められれば、それで良し。避よけられたり防がれたりしても、その隙すきを突いて相手に肉にく薄はくし、投げと賢けん皇のう魔法で仕留める。中～遠えん距きよ離りの敵に対してルファナが好んで使う、必殺の連れん携けいだった。が、

「甘いな」

　ハイヴェは〝運命糸モイライ〟を一本だけ飛ばし、迫せまり来る巨大火球に差し込むことで容易たやすく受け止めてみせる。

　これにはさすがのルファナも驚おどろいてしまい、両りよう脚あしで床を噛かんで強ごう引いんに踏ふみ止とどまった。

「己おれは言ったぞ。この〝糸〟を差し込んだものを、己の意のままに操ることができると」

　まさか──と思うよりも早くに〝運命糸〟によって操られた巨大火球が、ルファナに向かって突っ込んでくる。ギリギリのところで横に飛んで回かい避ひするも、火球はすぐさま軌道を変え、背後から再びルファナに襲おそいかかる。

「く……っ！」

　またしてもギリギリのところで床を転げて回避するも、火球は当たり前のように軌道を変え……上級下級関係なく真っ直すぐ前に飛ばすことしかできない爆炎魔法の術理を無視し、火球は縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回って執しつ拗ようにルファナを攻め立てた。

　このままでは、いつかやられる──そう思ったルファナは、

「《炎よ　爆はぜろ》！」

　飛び下がりながら巨大火球に向かって爆炎魔法をぶつけ、誘ゆう爆ばくを引き起こす。

　どうにか巨大火球を潰つぶせたものの、それによって生じた爆発で吹ふき飛ばされてしまい、床を転げ、トルテのいるベッド近くの壁にぶつかったところで勢いを止める。

「ルファナ！」

　悲鳴じみた声を上げるトルテに「大だい丈じよう夫ぶです！」と応じながら、立ち上がろうとしたその時、膝ひざを突ついた体勢のまま体が微び動どうだにしないことにルファナは戦せん慄りつする。

　ルファナの足には〝運命糸モイライ〟が一本、差し込まれていた。

　爆発で吹き飛ばされ、壁にぶつかった時に差し込まれた一本だった。

「チェックメイトだ」

　左手から伸びる、トルテに差し込んだ人差し指の〝糸〟と、ルファナに差し込んだ中指の〝糸〟をこれ見よがしに見せつけながら、ハイヴェは言う。

「いいえ、まだです！　《雷いかず──あぐぅっ!?」

　呪じゆ文もんを唱えようとした瞬間、全身に激げき甚じんな痛みが迸ほとばしる。

　ルファナは思わず苦く悶もんを漏もらしてしまい、再びトルテの口から悲鳴が上がった。

「無む駄だだ。〝運命糸モイライ〟を差し込まれた者は体の自由だけではなく、魔法を使う自由も奪うばわれる。呪文にエーテルを込めた瞬間に、大の男でも一〇秒足らずで廃はい人じんに追い込まれるほどの激痛を味わわせることでな。よしんば耐たえられたとしても、魔法が発動できるほど正確に呪文を唱えることなどできはしない」

　まさしく、その激痛を味わったルファナは、

「そのよう……ですね……」

　と、苦しげに返すことしかできなかった。

「あ……あぁ……」

　ルファナが〝運命糸〟に捉とらえられ、傷つく様を目まの当たりにしたトルテの顔色が、加速度的に青くなっていく。

「良い顔になってきたな、トルテよ」

　トルテの顔色を見て、ハイヴェが不気味な笑みを浮うかべた直後のことだった。




「何がそんなにおかしい」




　部屋の入口から、氷よりも凍いてついた声が聞こえてくる。ハイヴェがそちらに視線を向けると、入口には、道どう化けの仮面と漆しつ黒こくの外がい套とうに身を包んだ死神が立っていた。

「ほう……その名のとおり、まさしく〝道化の死──ッ」

　死神の両手が霞かすんで見えたのも束の間、神速と呼ぶにふさわしい速度で放たれた二本のダガーが、ハイヴェの眉み間けんと心臓目がけて空を斬きり裂さく。

　ほぼ同時に反応していたハイヴェは、剣けんを抜ぬいて死神の刃を弾はじいた。

　死神は中空に弾かれたダガーを魔法のように掌しよう中ちゆうに引き戻もどし、床を蹴って瞬またたく間にハイヴェとの距離を潰す。

　直後、眼前で旋せん風ぷうが巻き起こったかのような凄せい絶ぜつな連撃が、ハイヴェに襲いかかる。

「ぬぅ……ッ！」

　ハイヴェは国王の親衛隊をも凌りよう駕がする剣技をもって連撃を防いでみせるも、それはあくまでもかろうじてにすぎず、このままでは死の旋風に吞み込まれるのも時間の問題だった。

「ならば……ッ！」

　ハイヴェは死体に差し込んでいた八本の〝運命糸モイライ〟を引き抜き、実体がないのをいいことに床と天てん井じようの中を移動させ、上下左右後ろから死神を襲わせる。が、まるでそれを読んでいたかのように、死神は八本の隙すき間まを縫ぬうようにして飛び下がって回避。と同時に、両手のダガーを投とう擲てきした。

　ハイヴェは、すんでの所でダガーを弾いてみせるも、

「なってねえな。〝糸〟の扱あつかいが」

　すぐ傍そばから凍てついた声こわ音ねが聞こえた瞬間、激げき烈れつな衝しよう撃げきがハイヴェの頬ほおに突き刺ささった。

　ダガー投擲後にすぐさま踏み込み、ハイヴェがダガーを弾いた一瞬の隙を突いて繰くり出した死神の拳けん打だ──それが衝撃の正体だった。

　声音とは裏腹の熱量を内包した拳打は、ハイヴェの巨きよ体たいを吹き飛ばし、調度品を蹴け散ちらしていく。

　死神はダガーを掌中に引き戻し、仰ぎよう臥がするハイヴェにとどめを刺すべく床を蹴──

「ちぃ……！」

　死神は、仮面の下で忌いま々いましい舌打ちを漏らしながら踏み止まった。

〝運命糸モイライ〟で操られたトルテとルファナが、目の前に立ちはだかったがゆえに。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　トルテは、ポロポロと涙なみだを零こぼしながら死神に謝る。

　ルファナは、悔くやしさを堪こらえるように、血が滲にじむほどにまで唇くちびるを噛み締しめていた。

「やはり其方そなたが、トルテの〝芯しん〟の支え手だったか。〝道化の死神〟」

　仰臥していたハイヴェが、ゆっくりと起き上がり、折れた歯を血とともに吐はき捨てる。

「しかし、まさか死神に人ひと質じちが効きくとはな。下手へたな喜劇よりも笑える話ではないか」

　そう言う割に、ハイヴェは微笑すら浮かべずに剣を鞘さやに収め、右手の人差し指を死神に向ける。そして、

「かわしたらどうなるかは、わかっているな？　死神」

　その指に嵌められた指輪から〝運命糸モイライ〟を飛ばし、死神の脇わき腹ばらに突き刺した。




　　　　◇　◇　◇




　ラグラスは、こんな奴やつには負けない。でも、わたしが弱いせいで……負ける。

〝あの時〟の姉たちと同じように〝運命糸〟に捉えられ、身動き一つとれなくなったラグラスとルファナを前に、トルテはただ涙を流すことしかできなかった。

「さて、死神。まずはこちらに来て──……ほう？」

　ハイヴェの口から、感心と驚きが混じった吐と息いきが漏れる。

「神聖魔法で身体能力を強化しているのか？　よもや〝運命糸〟にここまで抗あらがえる人間がいるとはな。どれだけ力を込めても動かせん。だが……」

　人間味を感じさせない笑みを浮かべ、勝ち誇ほこったように言葉をつぐ。

「それが限界のようだな、死神。体を動かされることに抵てい抗こうはできても、自ら体を動かせないことが〝糸〟を通じて伝わってくるぞ」

　ラグラスが、仮面の下で舌打ちを漏らす音が聞こえてくる。

　音そのものは小さいが、トルテを絶望させるには充じゆう分ぶんすぎるほどに大きな音だった。

　そんなトルテの様子に気づいたハイヴェが、笑みを深める。

「〝あの時〟と同じだな。トルテよ」

　ハイヴェが〝あの時〟という言葉を引き合いに出したことに、トルテはさらなる絶望を覚える。ハイヴェが自分に何をさせようとしているのかが、わかってしまったから……。

「〝あの時〟と同じく、其方そなたのための贄にえが二人もいるぞ」

　言いながらハイヴェは部屋を見回し、先程ルファナがぶつかった壁かべの傍に落ちていた、鞘に収められたダガーを見つけ……いよいよ笑みが悪あく魔まじみたものに変じていく。

「メイドの持ち物にしては、柄つかがやけに小さい。ということは──」

　ぐりんと、こちらに顔を向ける。そのあまりにもモンスターじみた挙動に、トルテの口から悲鳴が漏れそうになる。

「あれは其方そなたの得え物ものだな？　トルテよ」

　訊たずねてきた割には確信を持っているのか、ハイヴェは〝運命糸モイライ〟でトルテを操あやつり、床ゆかに落ちていたダガーを拾わせる。確かに、間ま違ちがいなく、このダガーはトルテがラグラスに買ってもらったものだった。

　最も早はや、考えるまでもない。あいつは、わたしに二人を嬲なぶり殺しにさせる道具として、このダガーを……ラグラスが買ってくれたダガーを使わせるつもりだ……！

「どうして……」

　体だけではなく、言葉までもが、トルテの意思に関係なく漏れ出す。

「どうして、わたしに……わたしにばかり……こんなひどいことをするの……!?」

　悲しさと、悔しさと、怒いかりと、疑問と、絶望が綯ない交ぜになった言葉を、ハイヴェにぶつける。

「まさか、この期ごに及およんでまだ理解していなかったとはな」

　ハイヴェは呆あきれたようにため息をつくと、狂きよう気きすら感じるほどに真しん摯しな眼まな差ざしでトルテを見つめ、耳を疑う言葉を吐き出した。




「其方のことを愛しているからだ」




「……え？」

　言っている言葉の意味が、これっぽっちもわからなかった。

　あいつは、わたしを愛しているから、わたしにオセリアお姉様とユルハお姉様を嬲り殺させ、今度はラグラスとルファナを嬲り殺しにさせようとしているの？

　わからない……わけがわからない……！

「なんですか、それは……！」

　今の今まで必死に悔しさを堪こらえていたルファナが、怒りに満ちた言葉を吐き出す。

「ふざけるのも大たい概がいにしてくださいッ!!　トルテさまにあれだけの地じ獄ごくを味わわせて、何が『愛している』ですかッ!!　貴方あなたはッ!!　貴方のやっていることの悍おぞましさがわからないのですかッ!!　ハイヴェッ!!」

　下に無礼がつくことはあれど、常つね日ひ頃ごろから慇いん懃ぎんな態度を崩くずさないルファナが、ハイヴェのことを呼び捨てにしながら激げき昂こうする。こんなにも怒おこっているルファナを見たのは、トルテも初めてのことだった。

　ルファナの激昂を前に、ハイヴェはくだらんと言わんばかりに鼻を鳴らす。

「わかっていないのは其方そなたの方だ。〈教会〉の聖典の一節にもあるだろう。『人の子よ。人の数だけ愛の形があることを知れ』と」

「愛する人を地獄に叩たたき落とすことが、貴方の愛の形だとでも言うつもりですかッ!?」

「そのとおりだ」

　微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく即そく答とうし、

「己おれはトルテを愛している」

　淡たん々たんと、

「だから傷つけたい」

　耳を塞ふさぎたくなるような言葉を、

「己おれはトルテを愛している」

　告白と呼ぶにはあまりにも悍ましい何かを、

「だから悲しませたい」

　紡つむいでいく、

「己おれはトルテを愛している」

　それこそまるで、

「だから絶望させたい」

　愛を囁ささやくように。

「だったらッ!!」

　聞くに堪たえないとばかりにルファナは叫さけび、さらなる怒りをハイヴェにぶつける。

「トルテさまを愛しているのならッ!!　なぜトルテさまを奴ど隷れいに堕おとしたのですッ!?　なぜトルテさまを他国に売り払はらおうとしたのですッ!?」

「心が壊こわれ、己おれの愛を受け止められなくなったと思ったからだ」

　まるで玩具おもちやが壊れたから捨てたと言わんばかりの言い草に、いよいよルファナの怒りが臨界点を超こえる。

「トルテさまの身も心も弄もてあそんで……許さない……！　お前だけは絶対に許さないッ!!」

「言こと葉ば遣づかいが乱れてるぞ、メイド。それともそれが其方そなたの地じ金がねか？」

　立場がわかっていないようだな──とでも言いたげな物言いだった。

「まあいい。其方が己おれのことをどう許さないのか──」

　不意に、トルテの体が勝手に動き出し、ダガーを抜いて鞘を投げ捨てる。

「──じっくりと拝見させてもらうとしよう」

　そして、ゆっくりと、ルファナに向かって歩き出した。

「やだ……やめて……」

　ダガーの切っ先をルファナに向けたまま、トルテの体は勝手に歩いていく。

「お願いだから……」

　後ろに下がろうとしても、ダガーを握にぎる手の力を緩ゆるめようとしても、トルテの体はトルテの言うことを無視して、ルファナに刃やいばを突つき立てるために歩いていく。

　ルファナも必死に体を動かそうとするも、その場に立ち尽つくす以上のことはできなかった。頼たのみの綱つなのラグラスも、二人から離はなれた位置で、ただ立ち尽くしているだけだった。

「ハイヴェ……あなたの愛を受け止めます……だから……だからぁ……やめてぇ……」

「ほう……己おれの愛を受け止めてくれるのか？」

　ハイヴェの口角が悪魔的に吊つり上がる。

　それを見てトルテは、〝あの時〟と同じ過あやまちを犯してしまったことに気づく。

「ならば、そのメイドにも受け止めてもらうとしよう。刃という名の、其方そなたの愛をな」

　顔から血の気が引いていく。

「やだ……やだ……！」

「案ずるな。其方の姉たちを嬲った時に、人間の内臓の位置は大方把は握あくできた」

　澎ほう湃はいと涙が溢あふれてくる。

「だから、ゆっくり、じっくり、メイドの柔やわ肌はだに刃を突き立ててやるがいい。姉たちを嬲った時よりも長く、溢れんばかりの己の愛を、其方に堪たん能のうさせてやろう」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、トルテの心を縛しばっていた鎖くさりが、かつてないほどの強さで彼女の心を締め上げた。

「あぁぁあああぁあぁあぁあぁぁぁぁあああああぁあああぁあぁぁぁあぁああぁっ!!」

　断だん末まつ魔まの声にも似た絶ぜつ叫きようが耳をつんざく。

「やだやだやだやだやだやだやだやだやだやだやだやだやだっ!!　あんなことはもうしたくないっ!!　したくないぃっ!!」

　泣きじゃくるトルテを見て、ハイヴェの笑みに恍こう惚こつが入り混じる。

「やはり其方そなたは素晴らしい。その絶望に歪ゆがんだ顔が、声が、心が、どうしようもないほどに己おれを惹ひきつける。其方ほど、我が愛を注ぐにふさわしい女はいない」

　いよいよルファナの眼前までたどり着いたトルテは、その手に持ったダガーの切っ先を、ゆっくりと彼女の腹部に近づけていく。

「やめてぇええぇぇええええええぇぇええっ!!　お願いだからっ!!　お願いだからぁあぁああぁぁっ!!」

　絶望に歪むトルテを正視できず、ルファナが目を伏ふせ、ハイヴェがいよいよ声を上げて笑い出し、ダガーの切っ先がルファナの腹部に触ふれようとした、その時だった。




「…………………………え？」




　トルテは、その手に持っていたダガーを取り落としながら尻しり餅もちをつく。

　突とつ然ぜん思い通りに体が動いたことに、ただただ呆あつ気けにとられていた。

　ルファナも、一歩後ずさった後、唐とう突とつに体の自由を取り戻もどしたことに困こん惑わくしていた。

「貴様ああああああああああああああああああああああああああああぁッ!!」

　不意に、ハイヴェの怒ど声せいが響ひびき渡わたり、トルテとルファナは揃そろってそちらを見やる。

　二人の視界に映ったのは、

「どうした？　言葉遣いが乱れてるぞ。それともそれがお前の地金か？」

　左手を斬きり落とされて激昂するハイヴェと、

「ハイヴェ・ロウン・エウガイン」

　その身に燐りん光こうを宿す〝道化の死神〟──ラグラスだった。




　　　　◇　◇　◇




　時は、ほんのわずかに遡さかのぼる。

〝運命糸モイライ〟なる神遺物オーパーツの〝力〟に捉とらえられ、身動きを封ふうじられたラグラスは、力ちから尽ずくによる抵てい抗こうが可能な時点で対抗手段を思いついていた。

　しかしそれを実行に移すには、神聖魔ま法ほうの中でも最も長い呪じゆ文もんを唱える必要があり、どうにかしてその隙すきを見み出いだす必要があった。

　そして、呪文を唱える隙が──否いな、呪文を唱えても気づかれない瞬間が訪れた。

「あぁぁあああぁあぁあぁあぁぁぁぁあああああぁあああぁあぁぁぁあぁああぁっ!!」

　聞いているこちらの胸が張はり裂さけそうになるほどに悲痛な、トルテの悲鳴。

　それに合わせてラグラスは、

「《我が身を護まもりし戒いましめよ──》」

　呪文にエーテルを込めた瞬間に走った激痛をものともせず、

「《──我が望みに応じ──》」

　叫び続けるトルテの悲鳴を隠かくれ蓑みのに、

「《──その力の全てを解き放て》」

　神聖魔法の禁術が一つ──限げん解かい魔法を発動。

　ラグラスの体に燐光が宿り、身体能力のリミッターが外される。

　すでに施ほどこしてある身体能力強化魔法は、魔法そこに込められたエーテルによって、元から備わっている身体能力に上乗せする形で強化するもの。

　そして限解魔法は、元から備わっている身体能力のリミッターを外すもの。

　その相乗効果と、極限以上にまで鍛きたえ上げたラグラスの肉体が、〝運命糸モイライ〟の〝力〟を力尽くでねじ伏せる。

　異変に気づいたハイヴェが馬ば鹿か笑いを止めるも──もう遅おそい！

　ラグラスは床ゆかを蹴けり砕くだき、音を置き去りにするほどの速さでハイヴェに肉にく薄はく。剣けんで防ぼう御ぎよする暇いとますら与あたえずに、トルテとルファナを操る左手をダガーで刎はね飛ばした。

「貴様ああああああああああああああああああああああああああああぁッ!!」

　痛みよりも怒いかりを露あらわにするハイヴェを、ラグラスはそれ以上の怒りを滲にじませた目で睨にらみつける。トルテを救うためにトルテを利用せざるを得なかったことに、ラグラスは自分に対しても、ハイヴェに対しても、腸はらわたが煮にえくりかえるほどの怒りを覚えていた。

　気づいた時にはもう、先程ハイヴェ自身がルファナに言っていた言葉を浴びせていたのは、まさしくラグラスの怒りの表れだった。

「どうした？　言葉遣いが乱れてるぞ。それともそれがお前の地金か？　ハイヴェ・ロウン・エウガイン」

　言い終わると同時に、残った右手を刎ね飛ばさんとダガーを振ふるおうとするも、

「！」

　攻こう撃げきを中断し、即そく座ざに飛び下がる。

　刹せつ那な、半瞬前までラグラスが立っていた床から、巨きよ大だいな石せき槍そうが突き上がった。

　ラグラスが床に着地した瞬間、床、壁かべ、天てん井じようから、その身を吐はき出すようにして無数の石矢が発射され、ラグラスはその悉ことごとくを、かわし、殴なぐり砕き、凌しのぎきってみせる。

　突然城そのものが牙きばを剥むいたかのような猛もう攻こうはしばらく続き、ラグラスとハイヴェの距きよ離りが充じゆう分ぶんに開いたところでピタリと止まった。

　この距離ならば、今のラグラスの踏ふみ込みにも対応できると踏んだのか、ハイヴェは傍かたわらの壁に掛かけられていたランプを絨じゆう毯たんの上に叩き落とすと、燃え広がっていく炎ほのおに手首から先を失った左手を突っ込んで傷口を焼いた。顔色一つ変えることなく凄せい絶ぜつな止血を終えると、落ち着きを取り戻した声こわ音ねでラグラスに話しかける。

「〝運命糸モイライ〟の激痛をものともしない輩やからが現れるとは思わなかったが、それ以上に、死神の分際で神聖魔法の禁術を使えるとは思わなかったぞ。いや、むしろ死神だからこそか」

「そういうお前の〝運命糸それ〟。神遺物オーパーツにしては随ずい分ぶんしょうもない〝力〟だと思ってたが、どうやら今のが真の〝力〟のようだな」

「ど、どういう意味です？」

　トルテを護るように抱だき締しめていたルファナが、ラグラスたちの会話に割って入る。

「あいつは今、エウガイン城そのものを操ってんだよ。今まで〝糸〟が散々床や壁をすり抜ぬけていたことを考えると、標的にしていない物質に対しては透とう過かする性質を持ってるといったところか？」

　ルファナの問いに応じながら、ラグラスはハイヴェに問う。

　ハイヴェは「概おおむねそのとおりだ」と認め、城の床と繋つながっている〝糸〟を、その起点となる右手中指の指輪を顔の前に掲かかげた。

「その気になれば、この城を巨大なゴーレムに仕立て上げることもできるが、肝かん心じんの敵が内側にいるのでな。此こ度たびは、こういう使い方で我が慢まんさせてもらうとしよう」

　ハイヴェの背後にあった壁が、幾いく千幾万に及およぶ石の針に変へん貌ぼうする。

「質より量ってか？　王族の割には随分頭のわりぃ手じゃねえか」

「合理的と言ってほしいものだな……！」

　言い終わると同時に、石針がラグラスに殺さつ到とうする。圧あつ倒とう的物量を前に、ラグラスは両手を垂れ下げるようにしてダガーを持ったまま、悠ゆう然ぜんと歩き出し……直後の出来事に、ハイヴェの口から驚きよう愕がくが吐き出された。

「な……にぃッ!?」

　幾千幾万に及ぶ石針が、ラグラスに届く手前で一本残らず砕け散っていったのだ。

　トルテとルファナはおろか、ハイヴェでさえも視認できない神速のダガー捌さばきで、自身に当たる針のみを砕き散らしたのだ。

　このままではまずいと思ったのか、ハイヴェは、針に変えたことで壁がなくなった背後に飛び下がる。と同時に、飛び下がった先にあった部屋の壁を、今度は無数の石矢に変え、ラグラスに向かって射出した。

　ラグラスは床を蹴り砕き、ダガーと拳けん打だで石矢を砕きながら瞬またたく間にハイヴェとの距離を潰つぶす。ハイヴェはたまらず、眼前に壁をせり上がらせて盾たてにするも、

「あめえよ」

　ラグラスは飛び蹴りで壁を粉ふん砕さいし、その背後にいたハイヴェをも蹴り飛ばした。

　限解魔法により極限まで脚きやく力りよくが高められた飛び蹴りの威い力りよくは、凄絶の一語に尽つきるものだった。ハイヴェは壁を盾にしたにもかかわらず、その巨きよ体たいを砲ほう弾だんさながらに飛ばされてしまい、壁を二枚ぶち抜いたところでようやくその勢いを止める。

「ぐ……かは……ッ」

　飛び蹴りを腹部に受けて内臓をやられたのか、立ち上がろうとしていたハイヴェの口から血が吐き出される。

「自ら後ろに飛んで衝しよう撃げきを逃にがしたか。死期が少し遅おくれるだけだってのに、よくやる」

　一枚目の壁の穴をくぐり、ゆっくりと歩いてハイヴェに近づきながらラグラスは言う。

　声音は依い然ぜんとして凍いてついているが、その内にはいまだ衰おとろえを知らぬ怒りがマグマのように煮えたぎっていた。

「死神め……！」

　屈くつ辱じよくを滲ませて睨んでくるハイヴェを見て、また何か仕し掛かけてくると思いながらも、二枚目の壁の穴をくぐった瞬間、

「！」

　ハイヴェの体が、まるで水の中に落ちていくかのように床の中に沈しずみ、ラグラスの目の前から姿を消す。ラグラスは、すぐさまハイヴェが消えた床をまさぐるも、掌てのひらに伝わる感かん触しよくはまさしく石造りのそれ。床そのものに変わった点は見受けられなかった。

「つうことは、これも〝運命糸モイライ〟の〝力〟ってわけか……！」

　理り屈くつはどうあれ〝運命糸〟にはそういう〝力〟があると割り切ったラグラスは、足元の床を踏み砕き、階下に飛び降りる。が、降りた先にハイヴェの姿はなく、ラグラスは忌いま々いましげに舌打ちした。

「この期ごに及んで逃げる気かよ……！」

　階下にハイヴェがいるのを気配で察知したラグラスは、再び床を踏み砕いて飛び降り、その下にあった床も踏み砕いてまた飛び降り……ついには城の玄関広間エントランスホールまで飛び降りる。

　ラグラスが殺し尽くした、兵士たちの死体に塗まみれた床に着地し、改めてハイヴェの気配を探るも、

「なッ!?」

　今度は、ハイヴェの気配がかなりの速さで上階──トルテたちがいる階まで上がっていくのを察知し、仮面の下で瞠どう目もくしながらも頤おとがいを上げた。

　次の瞬しゆん間かん、ラグラスはおろか玄関広間そのものを押おし潰さんと天井が落ちてくる。

「あの野や郎ろうッ!!」

　煮えたぎる怒りを爆ばく発はつさせるように、ラグラスはダガーを握にぎり締めながら拳を振り上げ、落ちてきた天井を殴り砕いた。続けて、壁という壁が無数の石矢に変じ、こちらに目がけて発射されるのを見て、いよいよハイヴェの狙ねらいを確信する。

「逃げると見せかけて、俺をトルテたちから引き離はなすのが狙いか！」

　クソッ──と悪態をつきながらも、石矢の雨を超ちよう人じん的な体捌きでかわしきる。

　だが、ハイヴェの攻撃はそれだけでは終わらず、床から巨大な石の腕うでが何本も生え伸のび、兵士たちの死体を蹴散らしながら襲おそいかかってくる。この場にハイヴェがいないにもかかわらず石腕が正確にこちらを狙ってくるのを見て、ラグラスは気づく。

「いまだに〝糸こいつ〟を差し込んだままにしているのは、そういうことかよ……！」

　吐き捨てながら、いまだ体に差し込まれている〝運命糸モイライ〟を仮面の隙すき間まから睨みつけた。

　強化魔法と限解魔法の掛け合わせにより、〝運命糸〟でラグラスを操あやつることはもはや不可能。体を動かす際に余分な負荷がかかるが、動きそのものに支障をきたすほどではない。そのことはハイヴェも〝糸〟を通じてわかっているはずだ。

　にもかかわらず、ラグラスに差し込んだ〝糸〟をそのままにしているのは、視界からいなくなったラグラスの居場所を〝糸〟を通して把は握あくするために他ならない。

　そうでなければ、いくら城を操っているといっても、こうも正確に、こうも執しつ拗ように攻撃を仕掛けることなどできはしない。

　攻撃そのものを凌ぐことは難しくないが、今すぐトルテたちのいる上階に戻もどるのは困難だと言わざるを得ない。このままでは二人が危ない！

　ラグラスは、次々と襲い来る石の腕を粉砕しながら上階を目指す。それを妨ぼう害がいせんと、ハイヴェに操られたエウガイン城は、どこまでも執拗にラグラスを攻せめ立てた。




　　　　◇　◇　◇




　トルテはルファナに抱き締められたまま、ラグラスたちが消えていった方角を見つめていた。

「どうやら、遠くへ行ったみたいですね」

　独りごちるようなルファナの言葉に、トルテは首しゆ肯こうを返す。

　先程まで耳をつんざいていた戦せん闘とう音は、もうほとんど聞こえなくなっていた。

「それにしても、本気のラグラスさまは想像を絶する強さでしたね」

　ラグラスが蹴り砕いた床に、幾千幾万の石針に変えられたことで壁が消失した空間に、その向こうに見える壁の穴に視線を巡めぐらせながら、ルファナは言う。

　その声音は、畏い怖ふというよりも呆あきれたような響ひびきに充みち満ちていた。

「だって、ラグラスだから……。わたしと違ちがって……物もの凄すごく強いから……」

「……トルテさま？」

　トルテの言い回しに違い和わ感を覚えたのか、ルファナは怪け訝げんな表情を浮うかべる。直後、




「確かに強いな、あの死神は。この己おれでさえも、まともにやり合うのは危険なほどに」




　どこからともなくハイヴェの声が聞こえてきて、トルテはビクリと硬こう直ちよくし、ルファナはトルテを抱き締めていた手に力を込める。

　ほどなくして、水面みなもから這はい上がるように、床ゆかの中からハイヴェが姿を現した。

〝運命糸モイライ〟は、差し込んだ対象が無機物であった場合、その材質を変異させる〝力〟を有している。ハイヴェは、柱、壁、天井、床の材質を、自身の体に触ふれている部分のみを液体に近い材質に変異させ、その中を泳いでトルテたちのもとに戻ってきたのだ。

　そんなことなど知る由よしもないトルテは、再び姿を現した仇かたきにただただ恐きよう怖ふし、ただただ震ふるえていた。その震えを直じかに感じたルファナは、より一層強くトルテを抱き締めながらハイヴェを睨にらみつける。

　ハイヴェはルファナの視線を鼻で笑い飛ばすと、二人に向かって右手を掲げ、宣言するように言った。

「ゆえに、確実に勝てる手でいかせてもらうとしよう」

　転瞬、右手から放たれた三本の〝運命糸〟が、矢のような速さでトルテとルファナに襲いかかる。

「く……ッ！」

　ルファナは、トルテを抱きかかえながら横に飛んで〝運命糸モイライ〟を回かい避ひ。トルテを護まもるために背中から床に落ち、その痛みで端たん整せいな顔立ちがわずかに歪ゆがんだ。

「ルファナ……！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　これくらい！」

　己おのれを奮い立たせるように叫さけびながらルファナは起き上がり、かばうようにトルテの前に立って再びハイヴェを睨みつける。これ以上、愛いとしい主あるじさまをお前の好きにはさせないと言わんばかりに。

　恐怖で足あし腰こしが震えていたトルテは、床に手を突ついて上体を起こしたまま、決して大きいとは言えないルファナの背中を見つめることしかできなかった。

「どうやらまだ、自分の置かれている立場がわかっていないようだな。メイド」

　ラグラスと城に差し込んだ分を除き、残り三本だけになった〝運命糸〟を自身の周囲にうねらせながら、ハイヴェは言う。

「言っておく。左手を失った己おれになら勝てると思っているのであれば大間違いだ。己おれを前にして其方そなたにできることは、己おれの愛をトルテに注ぐための贄にえとなること。そして〝道どう化けの死神〟に対する人ひと質じちとして使われること。この二つだけだ」

　人質──この言葉を聞いて、ルファナはハッとした表情を浮かべる。

「まさか、確実に勝てる手というのは……！」

「そのまさかだ。トルテと其方そなたを再び〝運命糸モイライ〟で捉とらえ、人質にする。確実に死神を殺すためにな」

　その言葉を聞いて、数瞬、トルテの体の震えが止まる。

　ここでまた〝運命糸〟に捉えられてしまったら、今度こそラグラスは殺されてしまう。

　そう思った途と端たん、かつてないほどの恐怖がトルテを襲った。

　それはハイヴェに抱いだいた恐怖ものよりもはるかに大きく、はるかに許容できないものだった。

　今ここで人質にされてしまったら、ハイヴェはトルテたちを人質として最大限に利用し、ラグラスを殺すだろう。

　ラグラスを殺した後は、今度こそルファナを、トルテの手で嬲なぶり殺しにさせるだろう。

　それが恐こわくて、あまりにも怖こわくて……震えることしかできなかったトルテを突き動かす。

　恐怖で動けなかった体を、それを上回る恐怖で無理矢理動かす。

　床に落ちていた、ラグラスが買ってくれたダガーを拾って立ち上がる。

「ルファナ一人で勝てないなら……わたしも一いつ緒しよに戦う……！」

　力強く宣言したつもりだったけど、声こわ音ねはまだ震えていて……そのせいで、ハイヴェの失笑を買ってしまったけど……それでも構わない……！

　だってわたしは、今この瞬間もハイヴェのことがこわいから……！

　んーん……！　それだけじゃない……！

　人と戦うこと自体がこわい……！　だって、ラストロンツ城に大勢の兵士たちが攻め込んできた時のことを思い出すから……！

　こわいことがいっぱいだけど……今ここで何もしなかったら、もっとこわいことが起きるから……絶対にそんなことは起きてほしくないから……！

「わたしも戦う……！　ラグラスも……ルファナも……絶対に死なせない……！　《魔まを打ち破りし祝福よ　我に宿れ》……！」

　強化魔法を発動した瞬間、体だけじゃなく心も強くなったような気がして、わたしの心を縛しばっていた鎖くさりが音を立てて砕くだけていくのが、はっきりとわかった。

「トルテさまっ！」

　その一方で、トルテの成長にルファナは感極きわまっていた。

　あの控ひかえめな主さまが、こんなにも強く自己を主張しながら、一緒に戦うと宣言してくれた。

　侍じ従じゆう兼けん護衛としては止めるべきところなのかもしれない。

　だけど、そんなことをしてしまったら、今まさに花開かんばかりの成長を見せるトルテの決意を踏ふみにじることになる。

　だから、愛しい主さまにかける言葉はこの一つだけでいい。

「そうです……そうですねっ！　一緒に戦って、あの腐くされ外げ道どうに目にもの見せてやりましょう！」

「気に食わんな」

　水を差すように、ハイヴェが口を挟はさみ、

「二人で戦えば、この己おれに勝てるとでも思っているのか？」

　右手を前にかざし、トルテとルファナに向かって〝運命糸モイライ〟を飛ばした。トルテたちは左右に散開してかわそうとするも〝糸〟もまた左右に散開し、二人を追つい尾びする。

（やっぱり……ルファナには〝糸〟が二本で、わたしには一本……！）

　当然といえば当然だが、ハイヴェにとって多少なりとも警けい戒かいする必要があるのは、トルテではなくルファナ。そのことはトルテも重々承知している。

　ハイヴェはルファナのことを弱者のように扱あつかっているが、トルテにとっては今この瞬間も頼たよりになる三人目のお姉様なのだから。

（だから……わたしはわたしにできることをする……！）

　トルテは〝糸〟の追尾をかわしながらハイヴェを注視する。それだけでハイヴェの内に苛いら立だちと焦あせりが渦うず巻まいていることを聡さとったトルテは、すぐさま口撃を仕し掛かけた。

「どうしたの……？　ラグラスあの人にやってたように……お城を操って、わたしたちを捕つかまえないの……？」

　挑ちよう発はつの言葉に対し、ハイヴェは何も答えない。が、この瞬しゆん間かんにおいて、沈ちん黙もくは肯こう定ていと同義だった。

「やっぱり、できないんだ……。さっきあなたは『二人で戦えば』って言ってたけど……そうじゃないよね……？」

　沈黙を保ったまま、ハイヴェは〝糸〟を操ってトルテとルファナを追つい撃げきする。〝糸〟の動きは少しずつ、着実に乱れていき、追撃の手が徐じよ々じよに緩ゆるくなっていく。

「あなたは今……ここにはいないあの人とも戦ってる……少しでも気を抜ぬいたら、すぐにあの人がこっちに戻ってくる……だから、わたしたち相手にお城を操る余よ裕ゆうがない……」

　ついに〝糸〟の追撃を振ふり切ったトルテが、ハイヴェに肉にく薄はくする。

「三本の〝糸〟さえも、まともに操る余裕がないくらいに……！」

　間合いに入ると同時に、ハイヴェの右手目がけて刺し突とつを繰くり出すも、

「舐なめるな！」

　ハイヴェは半身になって刺突をかわし、手首から先がない左ひだり腕うででトルテを殴なぐり飛ばした。が、トルテが身を挺ていしてつくった隙すきをルファナが見み逃のがすわけもなく、

「《氷の陣じんよ　蹂じゆう躙りんせよ》!!」

　二本の〝糸〟を振り切り、上級氷ひよう槍そう魔法を発動。

　先と違って死体の盾たてが使えないハイヴェ目がけて、十の氷槍を殺さつ到とうさせた。

「ぬぅ……！」

　屈くつ辱じよくを顔中に滲にじませながらハイヴェは真横に飛んで回避するも、氷槍を追って肉薄してきたルファナに、右手首を掴つかまれてしまう。

「お覚かく悟ごを！」

　ルファナは、掴んだ手首をねじ切らんばかりの勢いで思い切り捻ひねる。

　生命線である右手を潰つぶされるわけにはいかなかったハイヴェが、手首を捻る方向に合わせて宙返りを打ち、背中から床に落ちる。

　その結果、受け身もとれずに背中を痛打し、ハイヴェの呼吸が一瞬止まった。その隙にルファナは、ハイヴェの右手首を握にぎり締しめたまま直接爆ばく炎えん魔法を叩たたき込もうとするも、

「ルファナ……！」

　横合いからトルテに体当たりされ、その意図を理解したルファナはハイヴェの右手から手を離はなし、トルテと一緒に床を転げる。

　その一瞬後、ルファナを追尾していた二本の〝糸〟が、二人の頭上を突き抜けていった。

　さらにトルテを追っていた一本がこちらに向かってきたので、トルテとルファナはすぐさま起き上がり、散開して回避する。

　仕切り直しになったところで、床に仰ぎよう臥がしていたハイヴェはゆっくりと立ち上がり、

「貴様ら……」

　腰こしに下げていた剣けんを抜き、刃やいばの根元を握り締めると、

「この己おれを本気にさせたこと！　後こう悔かいさせてやる！」

　焼いて止血した左腕の傷口に柄つかを突き刺さし、肉が抉えぐれて血が流れるのも厭いとわずに力ちから尽ずくで根元までねじ込んだ。

　失った左手の代わりに剣を生やしたような、もはや人間というよりもモンスターに近い出いで立ちになったハイヴェを前に、トルテとルファナは揃そろって息を吞のむ。その隙を突くようにハイヴェは床を蹴けり、強化魔法なしとは思えない速さでルファナに肉薄する。

「手足の一、二本は覚悟してもらうぞ！」

　繰り出される斬ざん撃げき。踏み込み同様人間離ばなれした一いつ閃せんを、ルファナは右上じよう腕わんを薄うす皮かわ一枚斬きり裂さかれながらも後ろに飛んで回避する。が、ハイヴェはさらに一歩踏み込み、ルファナの右みぎ肩かた目がけて刺突を繰り出した。初撃は、ルファナの体勢を崩くずすための罠わなだった。

　避よけきれない──と、ルファナが覚悟した瞬間、いつの間にかすぐ傍そばまで駆かけつけていたトルテがダガーを思い切り振ふり上げ、刺突を上方に弾はじく。それによって軌き道どうが変化した刺突が、ルファナの顔のすぐ横を通り過ぎていった。

　危機が好機に転じた瞬間、ルファナはその場で旋せん転てんしながら巻き込むようにしてハイヴェの左前腕と襟えり首くびを掴み、

「ふ……ッ！」

　勢いをそのままに背負い上げ、ハイヴェの巨きよ体たいを前方に投げると同時に自らも跳ちよう躍やく。全体重をハイヴェの首に乗せ、脳天から床ゆかに叩きつけようとする。

　ハイヴェは首を曲げ、強ごう引いんに身をよじることで肩かたから床に激げき突とつ。

　頑がん強きような肉体のおかげで骨折や脱だつ臼きゆうには至らなかったものの、肩から発せられた不ふ吉きつな音色が無傷では済まなかったことをトルテたちに報しらせた。

　続けて背中が床に落ち、ハイヴェに乗っかる形で一緒に落ちたルファナが、抜け目なく鳩尾みぞおちに肘ひじを入れたことで落下の加重がその一点に集中し、ハイヴェの肺はい腑ふに残っていた空気が根こそぎ吐はき出される。

　このまま畳たたみかければ──と、トルテとルファナは勝利を確信するも、ハイヴェの前でそれを抱いだくのは、油断を抱くのと同義だった。

「きゃっ!?」

　突とつ然ぜん、人の頭ほどもある石の砲ほう弾だんが壁かべから射出され、立ち上がって追撃をかけようとしていたルファナの右腕に直ちよく撃げきする。骨がへし折れる音が耳じ朶だに触ふれたのも束の間、あまりの威い力りよくに吹ふき飛ばされたルファナの体は床を転がり、倒たおれ伏ふした。

　追おい詰つめられたハイヴェが、ラグラスへの攻こう撃げきの手が緩まるのを覚悟した上で城を操あやつり、ルファナに石の砲弾をくらわせたのだ。

「ルファ──っ……！」

　起き上がる気配のないルファナの名を叫さけぼうとするも、〝運命糸モイライ〟が左、右、上の三方から襲おそいかかってきたので、トルテはやむなく後ろに飛んで〝糸〟をかわす。まるで、先程ハイヴェの斬撃をかわした時のルファナのように。

　まさかと思った時にはもう、遅おそかった。こちらが飛び下がる速度をはるかに上回る、立ち上がる勢いを利用して放たれた刺突が右上腕に迫せまっていた。

　ルファナがやられ、利きき腕である右腕までやられてしまったら勝機は完全に潰ついえてしまう。刹せつ那なにも満たぬ間に思考したトルテの一手は、ハイヴェすらも瞠どう目もくせしめるほどに常じよう軌きを逸いつしていた。

　右上腕に剣の切っ先が迫る中、トルテは体を右に傾かたむけた。

　結果、右上腕を狙ねらったはずの刺突は、トルテの右胸に突つき刺さ──

「ぬおおおおおおおおおおおッ!!」

　ハイヴェは無理矢理剣を横に振り、刺突を横よこ薙なぎに変化させ、切っ先がトルテの右胸を浅く斬り裂いていく。

　己おれはトルテを愛している──そこからもたらされる狂きよう気きはともかく、ハイヴェがトルテを愛していたことに嘘うそ偽いつわりはなく、ハイヴェがトルテの命を奪うばうような真似をしたことは、実のところ今まで一度もない。トルテはそれを逆手に取り、ハイヴェの技量をも利用した上で自分の命を盾に使い、必敗の一刺を凌しのいだのだ。

（本当は、心臓を狙わせてもっと動どう揺ようさせるつもりだったけど……！）

　ハイヴェの刺突があまりに鋭するどくて、狙いを右胸にずらすのが限界だったが、結果自体は狙いどおり。

　そして、強引に刺突から横薙ぎに変化させたことでハイヴェの体が泳ぎ、〝運命糸モイライ〟の起点となる右手が目の前にやってきたのは狙い以上。

　だが、ハイヴェの底力は、トルテの狙いをも上回るほどに精強だった。

　ハイヴェの右手目がけて、トルテがダガーを振るおうとした瞬間、

「甘いわあああああああああああッ!!」

　ハイヴェは横薙ぎの勢いを利用し、その場で旋転しながら回し蹴りを繰り出した。

　天性の勘かんが事前にハイヴェの反はん撃げきを察知し、ギリギリのところで回し蹴りを防ぼう御ぎよする。

　けれど、絶望的なまでの体格差は如何いかんともしがたく、防御に使った左腕はへし折れ、石ころのように蹴り飛ばされてしまう。

　床を二度跳はね、背中から壁にぶつかり、倒れ伏す。

　折れた左腕は勿もち論ろん、全身が痛みを訴うつたえてきて、どうしても目め尻じりに涙なみだが溜たまってしまう。

「ふん、さすがは己おれの愛を受け止めるにふさわしい女と言うべきか。まさかここまで食い下がってくるとは思わなかったが、所しよ詮せんはそこまで。真の強きよう者しやたる己おれには勝てんよ」

　トルテはどうにか上体だけを起こし、ハイヴェに向かって、かぶりを振った。

「んーん……」

　そして見み据すえる。蹴り飛ばされる直前に、ダガーでハイヴェの右手につけたかすり傷を。

「わたしたちの勝ち……《慈じ愛あいの光よ──」

　トルテが右掌てのひらをかざした瞬間、ハイヴェの非ひ凡ぼんな戦せん闘とう勘が危機を察知し、〝運命糸モイライ〟を飛ばす。しかし、戦闘開始前にトルテが強化魔ま法ほうを使っていたのを見ていたせいで、魔法で攻撃されるという選せん択たく肢しを無意識の内に除外していた分、

「──汝なれを癒いやせ》」

　一手、トルテの方が早かった。

　回復超過オーバーフローを起こしたハイヴェの右手が爆はぜ、指が根こそぎ吹き飛び、指輪が床に散乱。トルテの眼前まで迫っていた〝運命糸モイライ〟が消失した。

「な……なにぃいいぃいいぃッ!?」

　ハイヴェの口から驚きよう愕がくが吐き出される。が、その響ひびきに苦く悶もんがほとんど感じられないものだから、つくづくあいつは人間じゃないとトルテは思う。

「何をしたトルテぇえぇえええぇッ!?」

　回復超過がどうとか、本当は賢けん皇のう魔法も使えるけどこの瞬間のためにあえて使わなかったとか、トルテのやった〝何〟を答えてやるのも吝やぶさかではないけれど、

「教えない……」

　そう言って、べ～っと舌を出す。それがトルテにできる、精いっぱいの意い趣しゆ返がえしだった。

「……そうか。だがッ!!　やはり其方そなたらでは己おれには勝てんッ!!　〝運命糸〟がなくとも、其方らを人質にとるなど造作もないことだからなッ!!」

「それは、無理……」

　きっぱりと断言し、トルテは嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

「だってもう……あの人は……ラグラスは来てるから……」

　直後、ハイヴェの後方にあった壁が吹き飛び、大穴が空く。

　そして、姿を現す。その身に燐りん光こうを宿した〝道どう化けの死神〟が──いや、

（わたしの……大好きな人が……！）

　ラグラスを失うことへの恐きよう怖ふと、心を縛しばっていた鎖くさりが砕くだけたことで、ようやく自覚できた思いの丈たけを心の中でぶちまける。

　でも、その行こう為いさえもトルテにとっては随ずい分ぶんと勇気がいることで。何かの間ま違ちがいで声に出そうものなら、恥はずかしさのあまり死んじゃう自信がトルテにはあった。

　そんなトルテの内心を露つゆほども知らないラグラスは、進しん退たい窮きわまってその場から動けずにいるハイヴェを無視し、まずはトルテに、次いで床に倒れ伏しているルファナに視線を巡めぐらせ、

「《大いなる慈愛の光よ　降り注げ》」

　上級範はん囲い回復魔法を発動し、トルテたちの傷を癒した。

　折れた右腕も含ふくめて粗あら方かた傷が癒いえたからか、気を失っていたルファナが目を覚まし、ゆっくりと上体を起こす。一目である程度の状じよう況きようを把は握あくしたルファナは、

「これはこれは……あれだけ大口を叩たたいていたのに随分な有り様になってますね、ハイヴェさま」

　慇いん懃ぎんに、されど声こわ音ねにはたっぷりと侮ぶ蔑べつを込めてハイヴェに言った。

　すでに死神ラグラスの間合いにいるハイヴェに言い返す余よ裕ゆうなどあるはずもなく、甘んじて侮蔑を受け入れることしかできなかった。

「トルテ。ルファナ」

　二人の名前を呼びながら、ラグラスはゆっくりとハイヴェに歩み寄っていく。

「こいつ、俺の好きにしていいか？」

　声音に滲にじんだ怒ど気きが、殺気が、トルテに確信を抱いだかせる。

　ラグラスなら、オセリアお姉様とユルハお姉様の、エウガインに殺されたみんなの無念を晴らしてくれる……！

　本当は自分の手で晴らしたかったけど、自分の実力では両手を失ったハイヴェにすら勝てる気がしなかった。だから、トルテは迷うことなく首しゆ肯こうを返した。

「うん……！」

「お任せします」

　どうやらルファナも同じ確信を抱いていたらしく、全く同時に答えたことに二人して微び苦く笑しようを浮うかべた。

「そういうわけだ。覚かく悟ごはいいな？　ハイヴェ・ロウン・エウガイン」

　怒気と殺気が混ざった視線がハイヴェを射い抜ぬく。

　その瞬しゆん間かん、ハイヴェは笑った。

「くっくっくっ……そうか。そういうことか。〝道化の死神〟……貴様は、神が己おれに与あたえた愛の試練ッ!!　己おれの愛の深さを試す試練に違いない……違いないぃいいぃいいぃッ!!」

　転瞬、ハイヴェはラグラスに向かって突とつ進しんの刺し突とつを繰くり出すも、

「!?」

　心臓を捉とらえたはずの刺突が空くうを切った挙句、突進の勢いをそのままにラグラスの体をすり抜けたことに、ハイヴェは瞠目し、

「な……ッ!?」

　いつの間にか四し肢しが深々と斬きり裂さかれていたことに驚愕しながら、床に倒れ伏す。

　最小限の動きで刺突をかわし、すれ違いざまに斬ざん撃げきを放ってハイヴェの四肢を斬り裂く──それを尋じん常じようならざる速度で実行した結果、ハイヴェの体がラグラスをすり抜けたように見えた。などという事実をこの場で把握しているのは、それを為なしたラグラスただ一人だけだった。

「神は確かにろくでもねえ野や郎ろうだが、お前のような人間に試練を与えるほど落ちぶれてもいねえよ。《大いなる慈愛の光よ　汝なれを癒せ》」

　呪じゆ文もんの内容とは裏腹に、慈愛の欠片かけらもない回復魔法をハイヴェに施ほどこす。

　斬り裂かれたハイヴェの四肢は瞬時に完治し、行き場のなくなったエーテルが臨界点を超こえて回復超過オーバーフローを引き起こし、傷口が爆ぜる。

　立ち上がろうとしていたハイヴェが再び倒れ伏しそうになるも、その前にラグラスは首根っこを掴つかみ、叩きつけるように床ゆかに仰ぎよう臥がさせた。

　続けて、右手のダガーを逆手に持ち、

「き、貴様何を──ッ!?」

　何か言おうとしていたハイヴェの口に靴くつの踵かかとをねじ込み、前歯をへし折りつつ黙だまらせてから、ダガーをハイヴェの腹に突き立て──斬り裂いた。

「～～～～～～～ッ!!　～～～～～～～～～～ッ!!」

　さしものハイヴェも腹を内臓ごと斬り裂かれる痛みには耐たえられないらしく、あまりの激痛に身み悶もだえる。

　だが、彼にとって本当の地じ獄ごくはここからだった。

　一〇センチ以上腹を裂いたところで、ラグラスはハイヴェの口から足を離はなし、ダガーを袖そでの中に引っ込め、代わりに取り出した、紋もん様ようが刻まれた石をこれ見よがしに見せつける。

「これが何だかわかるか？」

「爆ばく魔ま石せき……!?　ま、まさか貴様ッ!?」

「そのまさかだ」

　ラグラスは爆魔石にたっぷりとエーテルを込め、先程斬り裂いたハイヴェの腹の中にねじ込む。そして、

「《慈愛の光よ　汝なれを癒せ》」

　回復超過オーバーフローを起こさないよう回復量を調整し、腹の傷を完治させた。

　エーテルを込めた爆魔石を、腹の中に収めたままの状態で。

「貴様……貴様ぁあああああああああああああああああッ!!」

　怒ど号ごうをあげるハイヴェに構わず、首根っこを掴んで引きずっていく。

「爆魔石は一〇〇秒後に爆発するよう調節しておいた」

　死を宣告するように告げると、先程ラグラスが蹴け破やぶってできた壁かべの大穴──その向こうにある部屋の奥にハイヴェを放り投げた。

「その間、トルテたちに懺ざん悔げするか、命いのち乞ごいをするか、恨うらみ言を吐はくか……まあ、精々みっともねえ断だん末まつ魔まの声をあげるんだな。じっくりと聞き届けてやるからよ」

「死神ぃいぃいいぃいいいいいいいいいいいいぃいぃぃぃッ!!」

[image: ]

　血管がブチ切れんばかりに叫さけぶハイヴェに背を向け、ラグラスは歩き出す。

「許さんッ!!　許さんぞぉおおおおおおおおおおおおおおッ!!　己おれとトルテの愛を引き裂いたその罪ッ!!　貴様の死をもって贖あがなわせてやるッ!!」

　そんなハイヴェの怒号を聞いて何を思ったのか、ラグラスは足を止めて道化の仮面を外すと、底意地の悪い笑みを浮かべながらハイヴェのもとに歩み戻もどる。

　そして、耳打ちする。ハイヴェの愛を徹てつ底てい的に踏ふみにじる言葉を。

「勘かん違ちがいしてるようだから教えてやるが、トルテは俺の女だ。これまでも、これからも、お前のものになるなんてことは一瞬たりともありえねえんだよ」

　にへら、と笑みの形を薄うすっぺらいものに変えると、踵きびすを返し、「じゃあな」と言って軽く手を振ふりながら、今度こそハイヴェの前から去っていった。

「あ……あ……あああああああああああああああああああああああああああああ──!?」

　怒いかりと絶望に満ちた叫びを最後に、爆魔石が爆発する。

　こうして許されざる者は、凄せい惨さんにして悲惨な最さい期ごを遂とげたのであった。








終章　全てが終わり、全てが始まる









　夜が明け、瓦礫と化したエウガイン城で、ルファナはトルテとともに奴ど隷れい売買の帳ちよう簿ぼを探していた。ここから離れた、城の前庭で仰あお向むけにぶっ倒たおれている、自力では満足に動くことができないラグラスのために。

　今からおよそ三〇分前。ハイヴェを爆ばく殺さつした後、ラグラスたちは大急ぎでエウガイン城を脱だつ出しゆつした。ハイヴェが〝運命糸モイライ〟で城を操あやつった際、ラグラスに猛もう攻こうを仕し掛かけるために、城を構成する石の質量をラグラスの行く先に偏かたよらせ続けた結果、質量を減らされた床ゆか、壁かべ、天てん井じよう、柱が自重に耐えられなくなって崩ほう壊かいを始めたのだ。

　三人はなんとか脱出に成功するも、一息すらつく暇ひまはなかった。

　城が崩壊したことで、国王オーランの隠かくし部屋に保管されていた奴隷売買の帳簿が瓦が礫れきの下に埋うもれてしまった上に、城内を照らしていたランプと、城外を照らしていた松たい明まつが崩壊に巻き込まれたことで、瓦礫からチラホラと火の手が上がり始めたのだ。

　賢けん皇のう魔ま法ほうを使えるトルテとルファナは水属性の魔法で消火作業に勤いそしみ、ラグラスは隠し通路周辺の瓦礫を除去して逃とう走そう経路を確保した後に、記き憶おくしていた隠し部屋の位置からあたりをつけ、帳簿が埋もれていそうな場所の瓦礫の除去に勤しんだ。が、その途と中ちゆうに、限げん解かい魔法を維い持じするために消費し続けていたエーテルが底をついてしまい、魔法の効果が切れた途と端たんにラグラスの体は悲鳴を上げ……動くことすらままならなくなってしまった。

　限解魔法はあくまでも禁術。リスクもなしに使えるような代しろ物ものではない。

　身体能力のリミッターを外したことで体にかかった負荷が、限解魔法の効果が切れると同時にラグラスに牙きばを剥むいたのだ。

　限解魔法は持続させた時間が長ければ長いほど、体にかかる負荷は増大する。当然、回復魔法でどうこうできるものではない。

　今回はかつて経験したことがないほどに長い時間持続させたため、下手へたをすると二日くらいはこのままかもしれない──ラグラスは顔を引きつらせながら、そう言っていた。

　だからルファナとトルテは、動けないラグラスに代わって帳簿を探してあげることにしたのだ。

（トルテさまを、復ふく讐しゆうの呪じゆ縛ばくから解放してくださった借りもありますしね）

　誰だれとはなしに言い訳しながらも、ルファナは帳簿探しに勤しむ。

　ラグラスが瓦礫の多くを除去してくれたとはいっても、散らばっている書類の数が多すぎるせいで、なかなか帳簿を見つけることができなかった。おまけに、城が派手に崩壊したことで〝道化の死神ラグラス〟に恐おそれをなして逃にげた兵士たちが、いつ応おう援えんを引き連れて戻ってくるかもわからない状じよう況きようのため、時間はそうかけていられない。焦あせりばかりが募つのっていく。

　自分は駄だ目めでもトルテさまならば──と思ったルファナは、期待混じりの視線を彼女に向けると、

「トルテさま……!?」

　書類の束を持ったトルテが、その一番上にある一枚を食い入るように見つめながら色を失っているのを見て、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「ど、どうなされたのですか!?　お顔が真っ青ですよ!?」

「帳簿……見つけたんだけど…………これ……」

　心底心配するルファナに、トルテは声を震ふるえさせながら、持っていた紙の束を渡わたしてくる。ルファナはひどく嫌いやな予感を覚えながらも紙の束を受け取り、まさしく帳簿であることを確認してから目を通していき……愛いとしい主あるじさまが色を失った理由を嫌というほど理解してしまう。

　帳簿の〝商品〟の欄らんには、絶望的なまでによく知った名前が書き連なっていた。

「ルファナ……ここに書かれているの……みんなの名前……だよね……」

　今にも涙なみだが滲にじみそうな顔で、トルテは言う。

　みんなとは、ラストロンツ城でトルテたち王族に仕えていた大臣、兵士、執しつ事じ、侍じ従じゆうを含ふくめた全ての人間。トルテはその気き性しようゆえに、ルファナはその能力の高さゆえに、城にいた人々の顔と名前を完かん璧ぺきに記憶していた。だからこそ帳簿に書き連ねられた名前が、二人にとってかけがえのない人々のものであることに気づいてしまったのだ。

〝商品〟の欄の最上部。そこに書かれた生いけ贄にえ用という文字とともに。

　みんなをいったい何の生贄に使おうとしているのかなど、知る由よしもないし知りたくもなかった。ただ生贄などというくだらないことのために、みんなが物のように売り買いされたことが、どうしようもないほどに許せなかった。

「ルファナ……。わたしもっと……ラグラスに教えてもらわなくちゃ……いけないみたい……」

　泣いているとも笑っているとも怒おこっているともとれる曖あい昧まいな表情で、トルテは言う。

（トルテさまはつい今し方、復讐という呪縛から解放されたばかり。本来ならば止めるべきところですが……）

　そんなこと、できるわけがなかった。親しかった人たちが生贄奴隷として売買されたのだ。正直ルファナも、怒りで心が灼やき切れそうなくらいだった。

「どうやらこの取引は、エウガイン王国と、ヴィード商会なる奴隷売買組織との間で行なわれたもののようですね」

　激情に流されるがままに、トルテを止めるどころか諸もろ手てで背中を押すようなことを言ってしまう。それが後に、自分を苦しめることになるとも知らずに。

「ヴィード商会……」

　トルテはその名前を噛かみ締しめるように呟つぶやくと、帳簿の束の一番上にあった一枚を抜ぬき取り、ラグラスのもとへ走っていった。トルテがこの件についてラグラスに伝え、引き続き暗殺術の特訓をお願いしようとしているのは明白だった。

　トルテの小さな背中を黙だまって見送った後、ルファナは帳簿の束の中からヴィード商会の名が記されたものだけを抜き取り、そこに記された、ラストロンツのみんなを売買した奴隷商の名を記憶していく。

　みんなの全てが生贄奴隷にされたわけではないが、愛あい玩がんだろうが家政だろうが護衛だろうが、みんなを奴隷として売買している時点で同罪。許せる理由など、どこにもない。

　ゆえに記憶する。ヴィード商会に属する全ての奴隷商の名を。

　トルテに代わり、ヴィード商会に属する奴隷商たちを殺す──そんな決意を胸に湛たたえて。

　だが、

「…………え？」

　とある名前を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、ルファナの心を灼く怒りの炎ほのおは霧む散さんした。

　それは、奴隷商の名が記されている欄にあってはならない名前だった。

　聞いた話では奴隷のはずの、たかだか一六歳の少女にすぎないはずの、ルファナとトルテにとって恩人の妹であるはずの〝彼女〟の名が奴隷商として記されているなど、あってはならないことだった。

　ラストロンツ王国に仕えていたみんなを生贄奴隷として売りさばいた、ヴィード商会。

　そこに属する奴隷商の一人として〝彼女〟──リコリス・エンフィールドの名が、はっきりと書き記されていた。

　何かの間ま違ちがいかもしれない。あるいは、同じの名前の別人かもしれない。

　でも、それでも、

（こんなの、言えるわけがないじゃないですか……！）

　ラグラスには勿もち論ろん、今まさしくヴィード商会を新たなる仇かたきと定めたトルテにさえも。

　このことが二人に知られる前に、真相を確かめなくては──そう決心したルファナは、リコリスの名前が記された帳簿の一枚を人知れず破り捨てる。

　続けて、奴隷商の名が記された欄のみに限定して、持っていた帳簿の全てに目を通してみるも、破り捨てた一枚以外にリコリスの名が記されたものが見つかることはなかった。

　その結果に、ルファナはある一つの確信を得る。

（どうりでラグラスさまが、情報屋からもエウガインの国王からも、リコリスさまの手がかりを得ることができなかったわけですね）

　エウガインが直々に行なった取引となると、如い何かに情報屋といえども、その詳しよう細さいを調べ上げるのは困難を極きわめる。そして帳簿を見た限り、ヴィード商会はエウガイン以外──王国内にいる奴隷商と取引した記録はない。

　国王オーランは確かにエウガインの奴隷売買の総元もと締じめだが、直接取引するのはあくまでも下しも々じもの人間。取引先のヴィード商会の名前は記憶していても、実際に取引していた奴隷商の顔と名前は見聞きすらしていないだろう。

　そもそもラグラスの言うとおり、リコリスがトルテと相似ならば、エウガイン城内で多少なりとも噂うわさになっていたはず。それがなかったということは、リコリスは、直接的な取引は任されない代わりに書類仕事を押しつけられた奴隷商見習いか、その逆に、直接的な取引は部下に任せる立場にある大物奴隷商のどちらかだろう。

　もっともリコリスの年ねん齢れいを考えると、さすがに後者の可能性は低そうだが。

（とにかく、ヴィード商会に接せつ触しよくしないことには始まりませんね。ラストロンツ城の皆みな様さまをこれだけ大勢売買したということは、ラストロンツにヴィード商会の奴隷商が居残っている可能性は高いはず。トルテさまのお願いと合わせれば、次の目的地をラストロンツに仕向けることは、そう難しいことではないでしょう。……引き続き、ラグラスさまと行動を共にしなければならないのは大変遺い憾かんですが）

　大変遺憾というほど、表情に不快感の影かげすらないことはさておき。

　ルファナはいまだ混乱が収まらない心をどうにか鎮しずめ、帳簿の束を手にトルテたちのもとへ向かう。その足取りは、抱かかえた秘密に今にも押おし潰つぶされそうなほどに、ひどく重苦しいものになっていた……。




　　　　◇　◇　◇




　トルテから生贄奴隷についての話を聞かされ、取引の記録が記された帳簿を見せられ、とどめに引き続き暗殺術を教えてほしいと懇こん願がんされたラグラスは、漏もれそうになった舌打ちを噛み殺した。

（仇を殺やったそのすぐ後に、また新しい仇を用意するなんてな。……神よ。つくづく、あんたって奴やつは……！）

　折角トルテが〝こちら側〟に来る理由がなくなったというのに、間かん髪はつ入れずに別の理由を用意する。最も早はや神が、トルテが〝こちら側〟に来ることを望んでいるのではないかと疑いたくなるほどに残ざん酷こくな仕打ちだった。

　体ていよく仰ぎよう臥がしていることだし、空の向こうにいる神に向かって罵ば詈り雑ぞう言ごんという名の祈いのりを捧ささげてやろうかと思うも、今はぐっと堪こらえてトルテに応じることにする。

「……暗殺術は、引き続き教えてやる」

　そう答えた瞬間、トルテが喜色を浮うかべるように表情を緩ゆるませるのを見て、ラグラスは内心複雑な思いを抱いだく。

　今見せたトルテの表情は、わずかに、確かに、今までのトルテよりも豊かなものだった。

　おそらくは肉親の仇だったオーランとハイヴェが死んだことで、今や壊こわれかけとは言えないほどにまで回復した心がさらに癒いえたことで、わずかながらも表情が豊かになったのだろうとラグラスは思う。

　一方で、これほどまでに心が回復しているのに、そんなことで喜色を浮かべるトルテに危あやうさを覚えずにはいられなかった。トルテの心の内にある人として大切な〝何か〟が、もう回復する見込みがないほどにまで壊れてしまっているのではないかと思えるほどに。

　しかし、仮にそれが事実だったとしても、トルテは絶対に〝こちら側〟には来させない──改めてそう決意しながら、ラグラスは言葉をつぐ。

「だがそれは、なんちゃら商会の奴隷商を殺すためじゃねえ。生贄奴隷として売買された、お前さんの大切なみんなを救うためだ」

　言葉の意味がわからなかったのか、トルテは目をパチクリと瞬またたかせた。

　ラグラスはあえて、これ見よがしにため息をつく。

「あのな、生贄奴隷として売買されたからって、すぐに生贄として使われるわけじゃねえからな。さすがに帳ちよう簿ぼに書かれた全員が全員無事だなんて無責任なことは言わねえが、それでも、救える命があるのは確かだ」

　その時、先以上の喜色がトルテの顔に浮かぶ。

「本当……なの……？」

「本当だ。生贄だろうが何だろうが、奴隷の扱あつかいってやつはこの目で散々見てきたから間違いねえ。だから俺は、お前さんの大事なみんなを救うために、お前さんに暗殺術を教える。どうせ強くなるなら、殺すためよりも救うための方がいいだろ？」

　その問いに対し、トルテが迷うことなく首しゆ肯こうを返してくれたことに、ラグラスは内心安あん堵どした。が、

「でも……暗殺術なのに救う……？　命を……？」

　盛大に矛む盾じゆんしている部分を突つかれ、ラグラスは口ごもる。この流れで「実は場の雰ふん囲い気きと勢いで言いました」とは口が裂さけても言えない。

　そんなラグラスに助け船を出してくれたのが、

「いいではありませんか。命を救う暗殺術があっても」

　トルテよりも随ずい分ぶんと遅おくれてこちらに戻もどってきた、ルファナだった。

　さすがと言うべきか、ルファナの表情は常と変わらず、生贄奴隷の件についてはもう気持ちに折り合いをつけている様子だった。と思っていたら、

「ルファナ……大だい丈じよう夫ぶ……？」

　どうやらトルテにはそうは見えなかったらしく、気き遣づかわしげな視線をルファナに送る。

「トルテさまに隠かくし立てしても仕方がないので正直に申し上げますが、あまり大丈夫とは言えませんね。ですが、トルテさまがラストロンツの皆様を救うために頑がん張ばるとお決めになられた以上、わたくしだけが泣き言を言っているわけにはまいりません。ですからここは一つ、大丈夫ということでよろしくお願いいたします」

　先程のラグラスの言葉から色々察してか、「救う」と言った際は微び妙みように語気を強めながら、ルファナは恭うやうやしく頭を下げた。

　ルファナの言い分にまだ納得できない部分でもあったのか、トルテは気遣わしげな視線をそのままにしながらも「わかった……」と返した。

「それからラグラスさま。一つお願いしたいことがあるのですが……」

「ああ。わかってるわかってる。次の目的地をラストロンツにしてくれって話だろ？　帳簿を手に入れた以上エウガインにはもう用はねえから、別に構わないぜ」

　ラグラスの返答にルファナは目を丸くし、どうして次の目的地が自分の故郷になるのかまるでわかっていないトルテが小首を傾かしげる。

「そう仰おつしやっていただけるのは大変有り難いですが……どうして、わたくしのお願いしたいことがわかったのです？」

「トルテが持ってきた帳簿やつを見たところ、生いけ贄にえ奴隷の売買取引を行なってからまだ日が浅かったからな。お前さんなら、ラストロンツにまだなんちゃら商会の奴隷商が居残ってる可能性に気づくだろうと思ってな」

「……まったく、貴方あなたさまという人は……」

　呆あきれ半分感心半分といった風ふ情ぜいで、ルファナは小さくため息をついた。

「それより取る物も取ったことだし、ぼちぼちお暇いとましたいと思うんだが……わりぃけど俺のこと、運んでもらってもいいか？」

　それは、ルファナに向けて言った言葉だったが、

「わかった……《魔まを打ち破りし祝福よ　我に宿れ》……」

　トルテが身体能力強化魔法を発動し、フンスと息を吐はきながら仰臥していたラグラスを起こし始める。

「あの～、トルテさん？」

「大丈夫……ラグラスは、わたしが運ぶから……」

　そう言いながら、ラグラスを背中に担かつぎ、前に垂らさせた両手を掴つかんで立ち上がろうとするも……秒ともたずにベチャっと前のめりに倒たおれてしまう。

　わかりきっていたことだが、身体能力を強化してなお、トルテの矮わい躯くでラグラスをおんぶするのは文字どおりの意味で荷が勝ちすぎたようだ。

「……大丈夫……わたしが運ぶから……」

　立ち上がり、もう一度ラグラスをおんぶしようとしたところで、ルファナが慌あわてて止めに入る。

「ト、トルテさま！　トルテさまの小さくて可愛かわいらしくて素晴らしいお体で、ラグラスさまをお運びするのは無理がありますので、ここはわたくしにお任せ──ああっ!!」

　言っているうちに、トルテがまたしてもベチャっと前のめりに倒れ、ルファナの口から悲鳴じみた声が上がる。

　トルテは先程よりも長く地面に突っ伏ぷしてから、ノロノロと起き上がり、

「わかった……」

　と、不服そうに、少しだけ頬ほおを膨ふくらませながら言った。

　むくれているトルテが可愛らしすぎたせいか、ルファナの頬は今にも緩みそうなほどにひくついていた。生贄奴隷の件がなければ、盛大に頬を緩ませてトルテに頬ずりしていただろうとラグラスは思う。

　そんなこんなでラグラスはルファナにおんぶしてもらい、帳簿の束はトルテに持ってもらってこの場を後にする。

（それにしても……次の目的地、か）

　先程、自分自身が言った言葉を思い出す。

　引き続き暗殺術を教えてほしいとトルテに懇願された後とはいえ、この三人で旅を続けることが当たり前のような言い草をしていたことを、我が事ながらおかしく思う。

　どうにも長い付き合いになりそうだな──と、どこかうんざりとしたような物言いとは裏腹に、ラグラスの頬にはどこか楽しげな微び笑しようが浮かんでいた。
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　どうも、あいつであってアイツではないけどもしかしたら彼奴あいつかもしれない亜あ逸いつです。

　ロリコンジジイが主人公のシリアスなんだかコメディなんだかよくわからない企き画かくが二度のプロット会議を経てボツになったり、担当さんが代わったり、編集長が代わったりとてんやわんやしましたが、久しぶりに本が出せることと相成りました。亜逸です。

　さていきなりですが、ここからはデビュー作「イグニッション・ブラッド」では恒こう例れい行事となっていた登場キャラクターの小話をさせていただきます。




○ラグラス・エンフィールド

　最初期のプロットでは二〇歳オーバーの愛あい煙えん家かで、さらには煙草たばこを吸うと見せかけて毒を撒まき散らしたりするようなキャラだったこともあってか、年ねん齢れいの割にわりかし大人びている本作主人公。

　打ち合わせを繰くり返していく内に、殺し屋から暗殺者にジョブチェンジし、箔はくを付けるために〝道化の死神〟という二つ名とそれにふさわしい衣装を与あたえ、殺し屋設定の際に誂あつらえたショートソードでは暗殺者らしくないのでダガーの柄つか尻じりに鋼こう糸しを繋つないでみた結果、わりかし某ぼう○Ｋ○０１っぽくなってしまったのはここだけの秘密です。




　お次はヒロインのトルテの小話をば──といきたいところでしたが、紙し幅ふくがやばいことになってるので（当たり前だ）謝辞に移らせていただきます。

　とりあえずダークでアレでソレな感じのものが書きたいという、極めてアレでソレな感じのプロットから、ここまでしっかりとした形にしてくれた新担当編集様。

　ダークな雰ふん囲い気きのカバーイラストも最高でしたが、ラグラスの格好良さとトルテの可愛かわいらしさをもう本当に最高に描えがいてくれたマシマサキ様。

　そして、本書に関わった全ての方たちに多大なる感謝と御お礼れいを述べさせていただきます。

　それでは、次またお会いできることを願って、シーユーアゲ──ヴェボ（噛）。
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